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は じ め に

平成２０年度の検診実績によると、平成１９年度に比べ、乳がん検診は若干受診者数が増加し、子宮が

ん検診はほぼ横ばいですが、その他のがん検診は受診者数が減少しました。その要因の一つとしては、

平成２０年度から特定健診が始まり、市町村では特定健診とがん検診のセット検診を計画しているとこ

ろが多いが、市町村国保以外の住民はがん検診だけを受診することになり、住民への周知不足、また、

自己負担額を一部増額したところもあり、前年度より受診者数が減少したと考えられます。

また、平成２０年度実績より、対象者の捉え方について国の集計方式を採用したことにより、平成１９

年度に比べ対象者数が検診別にみると１０，０００～１７，０００人増えています。一方、受診率は子宮がん、乳

がん検診は僅かな減少でしたが、胃がん、肺がん、大腸がん検診においては、３～５ポイントも減少

しています。

鳥取県がん対策推進計画においては、平成２４年度は受診率５０％以上達成を目指していますが、実現

は非常に困難な状況となっています。受診率向上対策として、検診料金、自己負担の見直し、住民の

ニーズにあった検診方法、受診勧奨の仕方、などの検討も急がれます。また、単年度ごとの目標設定、

検診の母集団、対象者の捉え方の検討も必要と考えます。

国では、がん検診受診率５０％を目標に様々な取組みをしており、平成２０年度から妊婦健診において

子宮頸部がん検診が行なわれるようになりました。更に、平成２１年度は女性特有のがん対策として、

乳がんと子宮がん検診の経費が国の緊急経済対策のひとつとして補正予算化され、各市町村では対象

となる節目の年齢の女性に対して無料クーポン券を配布しており、このような取組みが受診率向上に

繋がることを期待しています。

鳥取県においては、「市町村がん検診知事表彰」が平成２１年度に新設され、総合部門、優良取組部

門、各がん検診部門で選出された市町村が、９月に開催された「鳥取県がん征圧大会」で表彰されま

した。更に、「がん検診受診率向上プロジェクト２００９～新規受診者を掘り起こせ！～」として、休日

がん検診支援事業や、がん検診未受診者掘り起こしモデル事業等が行われており、平成２２年度も継続

されることとなっております。

本会においても、これらの事業に引き続き参画し、積極的に取り組んで参りたいと存じますので、

行政機関、各医師会、鳥取大学医学部の更なるご協力、ご指導を賜りますようお願い致します。

平成２２年３月

鳥取県健康対策協議会

会 長 岡 本 公 男
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�．平成２０年度各がん検診事業実績



指 標 の 解 説

１．対象者数：職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握している人数

※１ 対象者数については、平成２０年度から全市町村共通で以下の算式により推計対象者数を算出

することとしている。
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４０歳以上（子宮がん検診は２０歳以上）・男女ごとに、以下の計算式で算出した人数を「推

計対象者数」とする。

各係数は直近の国勢調査において報告された人数を用いる。

推 計
対象者数 ＝ 市区町村

人 口 －（ 就業者数 － 農林水産業
従 業 者 数 ）

（「市町村がん検診事業の充実強化について」平成２１年３月厚生労働省総務課長通知）

胃、肺、大腸がん検診：４０歳以上

乳がん検診：平成１７年度より対象者は４０歳以上。（同一人の隔年検診）

子宮がん検診：平成１７年度より対象者は２０歳以上。

肝炎ウイルス検査：以下に該当する者を対象者とする。

（１） 節目検診：健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、４０歳の者

（２） 節目外検診：上記以外の健康増進法に基づく事業の健康診査の対象者のうち、�基本健康診

査で肝機能（GPT値）により要指導と診断された者。�平成１４年～平成１８年度までの老人保健

事業に基づく肝炎ウイルス検査の対象者であって、受診の機会を逸した者。

２．受診者数：検診を受診した人数

３．受診率：がん検診の対象者のうち、実際の受診者の割合

４．要精検者数：一次検診の結果、精密検査が必要と診断された人数

５．要精検率：がん検診受診者のうち、精密検査が必要とされた者の割合

６．精検受診者数：精密検査が必要と診断された者のうち、精密検査を受診した人数

７．精検受診率：精密検査が必要な者のうち、精密検査を受けた者の割合

８．がん、がん疑いの人数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された人数

子宮がん検診の場合、異形成と子宮内膜増殖症はがん疑いとして集計します。

９．がん発見率：がん検診受診者のうち、がんとされた者の割合

１０．陽性反応適中度：精密検査受診者のうち、がんとされた者の割合

１１．確定癌数：精密検査の結果、がん、がん疑いと診断された者について、鳥取県健康対策協議会に

おいて確定調査を行った結果、「癌」であった者の人数

１２．確定癌率：がん検診受診者のうち、確定調査の結果、癌であった者の割合

３



１．胃 が ん 検 診

１．胃がん検診実績
平成２０年度の対象者数（４０歳以上のうち職域等で受診の機会がない者として各市町村が把握してい

る人数）１８８，１８６人のうち、受診者数はＸ線検査１８，０９９人、内視鏡検査は２４，７００人で合計４２，７９９人、

受診率は２２．７％で、平成１９年度より３．１ポイント減少した。対象者数は全市町村で国が示している対

象者の算定方法を取り入れられた結果、平成１９年度より１６，６５６人増えた。内視鏡検査の実施割合は

５７．７％である。

平成２０年度から特定健診が始まり、市町村では特定健診とがん検診のセット検診を計画していると

ころが多いが、市町村国保以外の住民はがん検診だけを受診することになり、住民への周知不足、ま

た、自己負担額を一部増額したところもあり、前年度より受診者数が減少している。

全国平均受診率１０．２％に比べると鳥取県は非常に良い成績であり、全国で２位と高い。

検査の結果、胃がんであった者は１４４人発見され（Ｘ線検査３１人、内視鏡検査１１３人）、がん発見率

は０．３４％であった。全国平均がん発見率０．１５％に比べ高い。例年と同様な傾向である。

Ｘ線検査でのがん発見率は０．１７％に対し、内視鏡検査でのがん発見率は０．４６％で２．７倍も高い。

確定調査の結果、確定癌は１５３例、発見癌率は０．３６％であった。

（１） Ｘ線検査は１９市町村で実施され、受診者数は１８，０９９人、受診率は９．６％で年々減少傾向である。

一次検診の要精検者は１，３６３人で、要精検率は７．５％。このうち、精密検査を受診したのは１，１３１人、

精検受診率は８３．０％であった。車検診の要精検率６．１％、昨年度と同様に東部が４．３％と低かった。

施設検診は１１．３％で、依然として中部が２１．２％と高い。

精検結果は、胃がんであった者は３１人で、胃がん発見率は０．１７％であった。

（２） 内視鏡検査は、１５市町村で実施され、受診者数は２４，７００人で、検査結果は胃がんであった者は

１１３人が発見され、発見率は０．４６％であった。

内視鏡検査の組織診実施者数２，１９５人で、組織診実施率８．９％で、市町村で格差がある。特に鳥

取市は１１．５％と高いが、委員の方で個別に指導等を行っている。

２．胃がん検診発見胃がん確定調査結果
平成２０年度に発見された胃がん及び胃がん疑いについて確定調査を行った結果、確定胃がんは１５３

例（一次検査がＸ線検査：車検診１９例、施設検診１３例、一次検査内視鏡検査：１２１例）であった。発

見癌率は０．３５７％であった。現在調査中が４件ある。

調査結果は以下のとおりである。

（１） 早期癌は１２０例、進行癌は３３例であった。早期癌率は７８．４％で、東部７８．８％、中部５０．０％、西部

８５．５％であった。

（２） 切除例は１４５例で、そのうち内視鏡切除が４８例で全体の１／３を占め、増えている。

非切除例が８例で、全て手術不能であった。高齢者の症例が最近増えてきていることが影響し

ていると思われる。

（３） 性・年齢別では、男性１０２例、女性５１例であった。８０歳以上が全体の２割を占めている。４０歳代、

５０歳代の女性からがんが７例見つかっており、若年層の受診勧奨が必要と思われる。

（４） 早期癌では「�c」が５９．２％で大半を占めている。進行癌では「１」、「２」で５１．５％を占めてい

る。例年どおりの結果であった。

（５） 切除例の深達度では「t１」が１１８例で、そのうちmが８９例であった。

（６） 切除例の大きさは２�以内が４６．７％であった。車検診では４３．８％、施設検診では８．３％、内視鏡

４



検査では５１．４％で、小さいものが多く見つかっている。

（７） 早期癌の占拠部位は、内視鏡検査ではＸ線検査では見つかりにくい前壁が多く発見されている。

（８） 肉眼での進行度stage�aはＸ線検査２０例で６４．５％、内視鏡検査９７例で８３．６％だった。

（９） 前年度受診歴を有する進行癌は、東部４件、中部６件、西部２件であった。

内視鏡検診が開始され約１０年経過し、早期癌が多く発見され、内視鏡切除も増えている。

５
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受診率・要精検率・精検受診率の推移 

H15 H16 H17 H18 H19

受診率（X線＋内視鏡） 要精検率（X線） 精検受診率（X線）
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胃がん発見率・確定がん発見率の推移 

H16H15 H17 H18 H19

胃がん発見率（X線＋内視鏡） 確定がん発見率（X線＋内視鏡） 

0.37
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0.37
0.36

0.34
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（１） 胃がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１５ 年 度 １６ 年 度 １７ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １７１，９４１ １６７，９００ １７７，４２８

受 診 者 数（人） Ｂ ３１，５８７１６，４５９ ４８，０４６ ２８，９６３１７，６６６ ４６，６２９ ２５，７８４１９，３３９ ４５，１２３

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １８．４ ９．６ ２７．９ １７．３ １０．５ ２７．８ １４．５ １０．９ ２５．４

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２８，１５３ ２５，８５９ ２３，１５６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ３，４３４ ３，１０４ ２，６２８

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １０．９ １０．７ １０．２

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ２，７０２ ２，３７２ ２，１０９

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７８．７ ７６．４ ８０．３

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ７０（４）９４（２０）１６４（２４） ５１（７）８５（２０）１３６（２７） ５３（７）１０９（３８） １６２（４５）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２２ ０．５７ ０．３４ ０．１８ ０．４８ ０．２９ ０．２１ ０．５６ ０．３６

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ２．６ ２．２ ２．５

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ６９ ８９ １５８ ５１ ８７ １３８ ５３ １１７ １７０

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２２ ０．５４ ０．３３ ０．１８ ０．４９ ０．３０ ０．２１ ０．６０ ０．３８

区 分
１８ 年 度 １９ 年 度 ２０ 年 度

Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計 Ｘ線 内視鏡 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ １７４，０５１ １７１，５３０ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ ２３，２４７２１，９４５ ４５，１９２ ２０，５０７２３，７６５ ４４，２７２ １８，０９９２４，７００ ４２，７９９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ １３．４ １２．６ ２６．０ １２．０ １３．９ ２５．８ ９．６ １３．１ ２２．７

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２１，０８５ １８，８１８ １６，７３６

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２，１６２ １，６８９ １，３６３

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．３ ８．２ ７．５

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １，７３８ １，３３７ １，１３１

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８０．４ ７９．２ ８３．０

精密検査
結 果

胃 が ん の 者（人） Ｉ ４６（１１）１１２（３２） １５８（４３） ３５（６）１３１（３１） １６６（３７） ３１（５）１１３（４４） １４４（４９）

胃がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２０ ０．５１ ０．３５ ０．１７ ０．５５ ０．３７ ０．１７ ０．４６ ０．３４

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ２．６ ２．６ ２．７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ４９ １１７ １６６ ３６ １２６ １６２ ３１ １２２ １５３

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２１ ０．５３ ０．３７ ０．１８ ０．５３ ０．３７ ０．１７ ０．４９ ０．３６

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

６



（２） 平成２０年度胃がんＸ線検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）

ａ

一次検診
受診者数（人）

ｂ

受診率（％）

ｃ＝ｂ／ａ

一次検診結果 要精検率（％）

ｅ＝ｄ／ｂ
要精検者数

ｄ
異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ １７８ ４４５ ８．４ １０．６ １９ １６ １５９ ４２９ １０．７ ３．６

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ２３７ ５４１ ９．３ １２．１ １８ ２５ ２１９ ５１６ ７．６ ４．６

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ３４５ ８６１ ９．５ １３．２ ３３ ６０ ３１２ ８０１ ９．６ ７．０

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ ６３３ １，３９２ １２．２ １４．５ ５６ ８６ ５７７ １，３０６ ８．８ ６．２

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ １，０１０ １，８６２ １２．１ １４．６ １０１ １２２ ９０９ １，７４０ １０．０ ６．６

６５～６９歳 １０，８２６ １５，５２９ １，３０６ １，９９５ １２．１ １２．８ １０９ １２４ １，１９７ １，８７１ ８．３ ６．２

７０～７４歳 １２，９５５ １８，２４８ １，３２８ ２，０５９ １０．３ １１．３ １１１ １５８ １，２１７ １，９０１ ８．４ ７．７

７５～７９歳 １４，３４７ ２４，２３５ １，０００ １，４３３ ７．０ ５．９ ９０ ９３ ９１０ １，３４０ ９．０ ６．５

８０歳以上 ９，５８９ ２３，１１４ ６５８ ８１６ ６．９ ３．５ ７０ ７２ ５８８ ７４４ １０．６ ８．８

計 ６９，５１０ １１８，６７６ ６，６９５ １１，４０４ ９．６ ９．６ ６０７ ７５６ ６，０８８ １０，６４８ ９．１ ６．６

合 計 １８８，１８６ １８，０９９ ９．６ １，３６３ １６，７３６ ７．５

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数（人）
ｆ

精密検査
受診率（％）
ｇ＝ｆ／ｄ

精密検査結果
胃がん発見率（％）

ｉ＝ｈ／ｂ

陽性反応適中度（％）

ｊ＝ｈ／ｆ
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
ｈ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １３ １６ ６８．４１００．０８２．９ ３ ４ ９ １２ ０ ０ １ ０ ０．５６２ ０．０００ ０．１６１ ７．７ ０．０ ３．４

４５～４９歳 １４ ２２ ７７．８ ８８．０８３．７ ４ ５ １０ １７ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ２２ ５１ ６６．７ ８５．０７８．５ ３ １５ １８ ３６ ０ ０ １ ０ ０．２９０ ０．０００ ０．０８３ ４．５ ０．０ １．４

５５～５９歳 ４８ ７４ ８５．７ ８６．０８５．９ １１ ２１ ３７ ５３ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００ ０．０ ０．０ ０．０

６０～６４歳 ７９ １０８ ７８．２ ８８．５８３．９ １７ ３３ ６１ ７３ ０ ０ １ ２ ０．０９９ ０．１０７ ０．１０４ １．３ １．９ １．６

６５～６９歳 ７９ １０２ ７２．５ ８２．３７７．７ １５ ２６ ６１ ７５ １ １ ２ ０ ０．１５３ ０．０００ ０．０６１ ２．５ ０．０ １．１

７０～７４歳 ９０ １３９ ８１．１ ８８．０８５．１ ２２ ３８ ５９ ９４ １ １ ８ ６ ０．６０２ ０．２９１ ０．４１３ ８．９ ４．３ ６．１

７５～７９歳 ８１ ７７ ９０．０ ８２．８８６．３ １４ ２０ ６２ ５５ ０ ０ ５ ２ ０．５００ ０．１４０ ０．２８８ ６．２ ２．６ ４．４

８０歳以上 ５７ ５９ ８１．４ ８１．９８１．７ １９ １１ ３５ ４７ ０ １ ３ ０ ０．４５６ ０．０００ ０．２０４ ５．３ ０．０ ２．６

計 ４８３ ６４８ ７９．６ ８５．７８３．０ １０８ １７３ ３５２ ４６２ ２ ３ ２１１０ ０．３１４ ０．０８８ ０．１７１ ４．３ １．５ ２．７

合 計 １，１３１ ８３．０ ２８１ ８１４ ５ ３１ ０．１７１ ２．７

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

一次検診結果
要精検率（％）

c′＝b′／a′
要精検者数
b′

異常認めず

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ４，８２１ ７，９７０ ３６４ ４０８ ４，４５７ ７，５６２ ７．６ ５．１ ６．０

中国労働衛生協会 １５０ １６４ １５ １３ １３５ １５１ １０．０ ７．９ ８．９

病 院 ４３９ １，０８４ ９２ １５５ ３４７ ９２９ ２１．０ １４．３ １６．２

診 療 所 １，２８５ ２，１８６ １３６ １８０ １，１４９ ２，００６ １０．６ ８．２ ９．１

計 ６，６９５ １１，４０４ ６０７ ７５６ ６，０８８ １０，６４８ ９．１ ６．６ ７．５

合 計 １８，０９９ １，３６３ １６，７３６ ７．５

７



0

5

10

20

15

25
％ 

検診機関別要精検率の推移 
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H20

精密検査結果（X線） その他の疾病の内訳 

胃がん疑い 
0.4％ 

胃がん 
2.7％ 

異常認めず 
24.8％ 

その他の疾病 
72.0％ 

その他の胃良性疾患 
52.8％ 胃潰瘍 

（瘢痕を含む） 
13.6％ 

胃腺腫（異型上皮） 
2.8％ 

胃ポリープ 
26.8％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

1.3％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

4.4％ 

検診機関別要精検率の推移（％）

一次検診機関 １６年 度 １７年 度 １８年 度 １９年 度 ２０年 度

保 健 事 業 団 ８．９ ８．３ ７．９ ６．６ ６．０

中国労働衛生協会 ９．５ ７．２ １１．９ ９．５ ８．９

集 団 検 診 小 計 ８．９ ８．３ ８．０ ６．６ ６．１
病 院 １９．９ ２０．９ １９．０ １７．３ １６．２

診 療 所 １１．６ １０．７ ９．３ ９．８ ９．１

医療機関検診小計 １４．１ １３．３ １１．８ １１．９ １１．３

合 計 １０．７ １０．２ ９．３ ８．２ ７．５

ｂ．精密検診結果

一次検
診機関

精密検査
受診者数（人）
d′

精密検査受診率
（％）
e′＝d′／b′

精密検査結果
胃がん発見率（％）

g′＝f′／a′

陽性反応適中度（％）

h′＝f′／d′
異 常
認めず

その他の
疾病

胃がん
疑い

胃がん
f′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ２９９ ３５７ ８２．１ ８７．５ ８５．０ ７７ ９２ ２０９ ２５７ １ ２ １２ ６ ０．２４９ ０．０７５ ０．１４１ ４．０ １．７ ２．７

中国労働
衛生協会 １２ １３ ８０．０ １００．０ ８９．３ ３ ７ ９ ５ ０ ０ ０ １ ０．０００ ０．６１０ ０．３１８ ０．０ ７．７ ４．０

集団検診
小 計 ３１１ ３７０ ８２．１ ８７．９ ８５．１ ８０ ９９ ２１８ ２６２ １ ２ １２ ７ ０．２４１ ０．０８６ ０．１４５ ３．９ １．９ ２．８

病 院 ６１ １２５ ６６．３ ８０．６ ７５．３ １４ ３４ ４２ ８９ １ ０ ４ ２ ０．９１１ ０．１８５ ０．３９４ ６．６ １．６ ３．２

診 療 所 １１１ １５３ ８１．６ ８５．０ ８３．５ １４ ４０ ９２ １１１ ０ １ ５ １ ０．３８９ ０．０４６ ０．１７３ ４．５ ０．７ ２．３

医療機関
検診小計 １７２ ２７８ ７５．４ ８３．０ ７９．９ ２８ ７４ １３４ ２００ １ １ ９ ３ ０．５２２ ０．０９２ ０．２４０ ５．２ １．１ ２．７

計 ４８３ ６４８ ７９．６ ８５．７ ８３．０ １０８ １７３ ３５２ ４６２ ２ ３ ２１１０ ０．３１４ ０．０８８ ０．１７１ ４．３ １．５ ２．７

合 計 １，１３１ ８３．０ ２８１ ８１４ ５ ３１ ０．１７１ ２．７

８
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Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

１
，８
２０

２
，６
９９

４
，５
１９

８
．０

９０
３０
８

３９
８

８
．８

３０
５

７６
．６

５６
２４
２

１
６

２４
９

０
．１
３３

２
．０

米
子
市
４１
，７
１８

６０
６

１
，６
９０

２
，２
９６

５
．５

４１
１７
３

２１
４

９
．３

１８
０

８４
．１

４４
１２
９

１
６

１３
６

０
．２
６１

３
．３

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，３
２９

５３
１
，３
８２

８
．０

１３
４

１６
１５
０

１０
．９

１３
７

９１
．３

４４
９１

０
２

９３
０
．１
４５

１
．５

境
港
市
１０
，８
８７

６０
２５
０

３１
０

２
．８

３
２３

２６
８
．４

２４
９２
．３

５
１６

１
２

１９
０
．６
４５

８
．３

岩
美
町

４
，７
８１

７８
０

０
７８
０

１６
．３

２８
０

２８
３
．６

２７
９６
．４

３
２２

０
２

２４
０
．２
５６

７
．４

八
頭
町

６
，６
１２

１
，６
６１

５
１
，６
６６

２５
．２

７３
１

７４
４
．４

６０
８１
．１

１２
４７

０
１

４８
０
．０
６０

１
．７

若
桜
町

１
，８
６４

３８
５

０
３８
５

２０
．７

８
０

８
２
．１

７
８７
．５

０
７

０
０

７
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，３
４３

２９
８

１８
５

４８
３

１４
．４

１３
３０

４３
８
．９

４０
９３
．０

１０
２８

０
２

３０
０
．４
１４

５
．０

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

６３
０

８
６３
８

１０
．９

５７
２

５９
９
．２

４６
７８
．０

１７
２８

０
１

２９
０
．１
５７

２
．２

三
朝
町

２
，７
５０

４７
２

２６
４９
８

１８
．１

３４
０

３４
６
．８

１８
５２
．９

４
１２

０
２

１４
０
．４
０２

１１
．１

北
栄
町

５
，６
９９

８８
９

１５
９０
４

１５
．９

８０
３

８３
９
．２

７０
８４
．３

２３
４４

１
２

４７
０
．２
２１

２
．９

琴
浦
町

７
，２
９８

１
，１
９９

２
１
，２
０１

１６
．５

５６
１

５７
４
．７

５７
１０
０
．０

１５
４１

０
１

４２
０
．０
８３

１
．８

南
部
町

４
，１
８８

４３
５

６０
４９
５

１１
．８

３１
６

３７
７
．５

２９
７８
．４

１１
１８

０
０

１８
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

４
，５
０２

８１
３

０
８１
３

１８
．１

４２
０

４２
５
．２

３８
９０
．５

１０
２７

１
０

２８
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

８９
７

１９
０

０
１９
０

２１
．２

１５
０

１５
７
．９

１４
９３
．３

６
８

０
０

８
０
．０
００

０
．０

大
山
町

７
，６
８４

６７
７

０
６７
７

８
．８

３７
０

３７
５
．５

３３
８９
．２

９
２２

０
２

２４
０
．２
９５

６
．１

日
南
町

３
，１
８２

３１
６

０
３１
６

９
．９

２１
０

２１
６
．６

１６
７６
．２

１
１４

０
１

１５
０
．３
１６

６
．３

日
野
町

１
，８
４３

２６
８

１
２６
９

１４
．６

１４
０

１４
５
．２

９
６４
．３

２
７

０
０

７
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，５
５３

２７
７

０
２７
７

１７
．８

２３
０

２３
８
．３

２１
９１
．３

９
１１

０
１

１２
０
．３
６１

４
．８

合
計
１８
８
，１
８６

１３
，１
０５

４
，９
９４

１８
，０
９９

９
．６

８０
０

５６
３

１
，３
６３

７
．５

１
，１
３１

８３
．０

２８
１

８１
４

５
３１

８５
０

０
．１
７１

２
．７

東
部
７２
，８
０３

４
，９
４４

２
，８
８９

７
，８
３３

１０
．８

２１
２

３３
９

５５
１

７
．０

４３
９

７９
．７

８１
３４
６

１
１１

３５
８

０
．１
４０

２
．５

中
部
３８
，９
２９

４
，５
１９

１０
４

４
，６
２３

１１
．９

３６
１

２２
３８
３

８
．３

３２
８

８５
．６

１０
３

２１
６

１
８

２２
５

０
．１
７３

２
．４

西
部
７６
，４
５４

３
，６
４２

２
，０
０１

５
，６
４３

７
．４

２２
７

２０
２

４２
９

７
．６

３６
４

８４
．８

９７
２５
２

３
１２

２６
７

０
．２
１３

３
．３

９



検査結果（内視鏡） その他の疾病の内訳 

胃がん疑い 
0.2％ 

胃がん 
0.5％ 

異常認めず 
35.3％ 

その他の疾病 
64.1％ 

非上皮性悪性腫瘍 
0.1％ 

その他の胃良性疾患 
59.4％ 

胃潰瘍 
（瘢痕を含む） 

10.1％ 

胃腺腫（異型上皮） 
1.6 ％ 
胃ポリープ 
22.7％ 

胃・十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

1.8％ 

十二指腸潰瘍 
（瘢痕を含む） 

4.8％ 

（３） 平成２０年度胃がん内視鏡検診

１）年齢階級別

年 齢

一次検診
受診者数（人）

ａ

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃 が ん

ｂ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 １５２ ４７８ ６９ ２１６ ８３ ２６２ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０００ ０．０００

４５～４９歳 ２０３ ５６６ ８１ ２３７ １２１ ３２８ １ ０ ０ １ ０．０００ ０．１７７ ０．１３０

５０～５４歳 ３０７ ８２５ ９０ ３１０ ２１５ ５１３ ０ ０ ２ ２ ０．６５１ ０．２４２ ０．３５３

５５～５９歳 ５３９ １，３６１ １６２ ４５７ ３７１ ９００ １ ０ ５ ４ ０．９２８ ０．２９４ ０．４７４

６０～６４歳 １，２３０ ２，３０２ ３６３ ８４５ ８５８ １，４５１ ２ ３ ７ ３ ０．５６９ ０．１３０ ０．２８３

６５～６９歳 １，９００ ２，７８２ ６１７ １，０５１ １，２５０ １，７１８ １２ ２ ２１ １１ １．１０５ ０．３９５ ０．６８３

７０～７４歳 １，９５７ ３，００２ ６２３ １，１００ １，３１８ １，８９３ ４ ３ １２ ６ ０．６１３ ０．２００ ０．３６３

７５～７９歳 １，５９５ ２，４２０ ５１９ ９２０ １，０６０ １，４９３ ３ ４ １３ ３ ０．８１５ ０．１２４ ０．３９９

８０歳以上 １，２３１ １，８５０ ４０５ ６４３ ８０９ １，１９２ ５ ４ １２ １１ ０．９７５ ０．５９５ ０．７４７

計 ９，１１４ １５，５８６ ２，９２９ ５，７７９ ６，０８５ ９，７５０ ２８ １６ ７２ ４１ ０．７９０ ０．２６３ ０．４５７

合 計 ２４，７００ ８，７０８ １５，８３５ ４４ １１３ ０．４５７

２）検診機関別

一次検
診機関

一次検診
受診者数（人）

a′

検 査 結 果
胃がん発見率（％）

c′＝b′／a′
異常認めず その他の疾病 胃がん疑い 胃がん

b′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計

病 院 ２，４４３ ４，０８７ ５３７ １，０７７ １，８８０ ２，９９５ １１ ４ １５ １１ ０．６１４ ０．２６９ ０．３９８

診療所 ６，６７１ １１，４９９ ２，３９２ ４，７０２ ４，２０５ ６，７５５ １７ １２ ５７ ３０ ０．８５４ ０．２６１ ０．４７９

計 ９，１１４ １５，５８６ ２，９２９ ５，７７９ ６，０８５ ９，７５０ ２８ １６ ７２ ４１ ０．７９０ ０．２６３ ０．４５７

合計 ２４，７００ ８，７０８ １５，８３５ ４４ １１３ ０．４５７

１０



３）平成２０年度胃がん内視鏡検診受診状況

市町村名

検 査 結 果 別 人 員

受診者数

（人）

組織診

実施者数

組織診

実施率

（％）

異 常

認めず

その他

の疾病
がん疑い がん 有所見者

がん発見率

（％）

Ａ Ｂ Ｃ＝Ｂ／Ａ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ＝Ｅ＋Ｆ＋Ｇ Ｉ＝Ｇ／Ａ

鳥 取 市 ９，７５５ １，１２０ １１．５ １，８６６ ７，８２１ ２２ ４６ ７，８８９ ０．４７２

米 子 市 ９，２１０ ５９３ ６．４ ４，００４ ５，１５５ １４ ３７ ５，２０６ ０．４０２

倉 吉 市 ５９０ ５４ ９．２ ５３５ ４８ １ ６ ５５ １．０１７

境 港 市 ２，０３３ １５３ ７．５ ８２０ １，１９６ ５ １２ １，２１３ ０．５９０

岩 美 町 １６６ ４ ２．４ ２６ １４０ ０ ０ １４０ ０．０００

八 頭 町 ８３ １１ １３．３ ３１ ５１ ０ １ ５２ １．２０５

若 桜 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

智 頭 町 ３２４ ２４ ７．４ １４９ １７３ ０ ２ １７５ ０．６１７

湯梨浜町 ５９４ ９８ １６．５ ２８９ ２９９ ０ ６ ３０５ １．０１０

三 朝 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

北 栄 町 ２１８ １８ ８．３ ７１ １４７ ０ ０ １４７ ０．０００

琴 浦 町 ５２３ １８ ３．４ ３５４ １６９ ０ ０ １６９ ０．０００

南 部 町 ６７２ ６１ ９．１ ３２１ ３４９ ０ ２ ３５１ ０．２９８

伯 耆 町 １８４ １４ ７．６ ４８ １３５ １ ０ １３６ ０．０００

日吉津村 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

大 山 町 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

日 南 町 ８１ ７ ８．６ ７４ ７ ０ ０ ７ ０．０００

日 野 町 ８４ ９ １０．７ １１ ７２ １ ０ ７３ ０．０００

江 府 町 １８３ １１ ６．０ １０９ ７３ ０ １ ７４ ０．５４６

合 計 ２４，７００ ２，１９５ ８．９ ８，７０８ １５，８３５ ４４ １１３ １５，９９２ ０．４５７

東 部 １０，３２８ １，１５９ １１．２ ２，０７２ ８，１８５ ２２ ４９ ８，２５６ ０．４７４

中 部 １，９２５ １８８ ９．８ １，２４９ ６６３ １ １２ ６７６ ０．６２３

西 部 １２，４４７ ８４８ ６．８ ５，３８７ ６，９８７ ２１ ５２ ７，０６０ ０．４１８

１１



（４） 平成２０年度胃がん検診受診状況（Ｘ線＋内視鏡）

市町村名
対象者数

（人）

受 診 者 数 Ｘ線精密検査結果および内視鏡検査結果別人員

Ｘ 線

受診者

内視鏡

受診者
計

受診率

（％）

異 常

認めず

その他

の疾病

が ん

疑 い
が ん

有 所

見 者

がん発見率

（％）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ＝Ｂ＋Ｃ Ｅ＝Ｄ／Ａ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ＝Ｇ＋Ｈ＋Ｉ Ｋ＝Ｉ／Ｄ

鳥 取 市 ５６，２０３ ４，５１９ ９，７５５ １４，２７４ ２５．４ １，９２２ ８，０６３ ２３ ５２ ８，１３８ ０．３６４

米 子 市 ４１，７１８ ２，２９６ ９，２１０ １１，５０６ ２７．６ ４，０４８ ５，２８４ １５ ４３ ５，３４２ ０．３７４

倉 吉 市 １７，３２６ １，３８２ ５９０ １，９７２ １１．４ ５７９ １３９ １ ８ １４８ ０．４０６

境 港 市 １０，８８７ ３１０ ２，０３３ ２，３４３ ２１．５ ８２５ １，２１２ ６ １４ １，２３２ ０．５９８

岩 美 町 ４，７８１ ７８０ １６６ ９４６ １９．８ ２９ １６２ ０ ２ １６４ ０．２１１

八 頭 町 ６，６１２ １，６６６ ８３ １，７４９ ２６．５ ４３ ９８ ０ ２ １００ ０．１１４

若 桜 町 １，８６４ ３８５ ０ ３８５ ２０．７ ０ ７ ０ ０ ７ ０．０００

智 頭 町 ３，３４３ ４８３ ３２４ ８０７ ２４．１ １５９ ２０１ ０ ４ ２０５ ０．４９６

湯梨浜町 ５，８５６ ６３８ ５９４ １，２３２ ２１．０ ３０６ ３２７ ０ ７ ３３４ ０．５６８

三 朝 町 ２，７５０ ４９８ ０ ４９８ １８．１ ４ １２ ０ ２ １４ ０．４０２

北 栄 町 ５，６９９ ９０４ ２１８ １，１２２ １９．７ ９４ １９１ １ ２ １９４ ０．１７８

琴 浦 町 ７，２９８ １，２０１ ５２３ １，７２４ ２３．６ ３６９ ２１０ ０ １ ２１１ ０．０５８

南 部 町 ４，１８８ ４９５ ６７２ １，１６７ ２７．９ ３３２ ３６７ ０ ２ ３６９ ０．１７１

伯 耆 町 ４，５０２ ８１３ １８４ ９９７ ２２．１ ５８ １６２ ２ ０ １６４ ０．０００

日吉津村 ８９７ １９０ ０ １９０ ２１．２ ６ ８ ０ ０ ８ ０．０００

大 山 町 ７，６８４ ６７７ ０ ６７７ ８．８ ９ ２２ ０ ２ ２４ ０．２９５

日 南 町 ３，１８２ ３１６ ８１ ３９７ １２．５ ７５ ２１ ０ １ ２２ ０．２５２

日 野 町 １，８４３ ２６９ ８４ ３５３ １９．２ １３ ７９ １ ０ ８０ ０．０００

江 府 町 １，５５３ ２７７ １８３ ４６０ ２９．６ １１８ ８４ ０ ２ ８６ ０．４３５

合 計 １８８，１８６ １８，０９９ ２４，７００ ４２，７９９ ２２．７ ８，９８９ １６，６４９ ４９ １４４ １６，８４２ ０．３３６

東 部 ７２，８０３ ７，８３３ １０，３２８ １８，１６１ ２４．９ ２，１５３ ８，５３１ ２３ ６０ ８，６１４ ０．３３０

中 部 ３８，９２９ ４，６２３ １，９２５ ６，５４８ １６．８ １，３５２ ８７９ ２ ２０ ９０１ ０．３０５

西 部 ７６，４５４ ５，６４３ １２，４４７ １８，０９０ ２３．７ ５，４８４ ７，２３９ ２４ ６４ ７，３２７ ０．３５４
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表２ 性・年齢別

４０～４９ ５０～５９ ６０～６９ ７０～７９ ８０～ 計

男 ２ ６ ３９ ３６ １９ １０２

女 １ ６ １５ １９ １０ ５１

表３ 早期癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

� １ ０ ２ ０ ０ １ ０ ０ ３ ７ ５．８％

�a １ １ ９ ２ ０ ０ １ ０ ６ ２０ １６．７％

�c １ ３ ２６ １ ０ ３ ３ ４ ３０ ７１ ５９．２％

�c＋� ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ３ ４ ３．３％

�a＋�c ０ １ ３ ０ ０ １ ０ １ ６ １２ １０．０％

そ の 他 ０ ０ ３ ０ ０ １ ０ ０ ２ ６ ５．０％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０％

計 ３ ５ ４４ ３ ０ ６ ４ ５ ５０ １２０

（５） 平成２０年度胃がん検診発見患者確定調査結果について

表１ 報告胃癌追跡調査

東 部 中 部 西 部
計

車検診 施設検診 内視鏡
検 診 車検診 施設検診 内視鏡

検 診 車検診 施設検診 内視鏡
検 診

確 定 胃 癌 数
癌 発 見 率 ％

５ ６ ５５ ８ ０ １０ ６ ７ ５６
１５３

０．１０１ ０．２０８ ０．５３３ ０．１７７ ０．０００ ０．５１９ ０．１６５ ０．３５０ ０．４５０

６６ １８ ６９
０．３６３ ０．２７５ ０．３８１ ０．３５７

早 期 癌 数
早 期 癌 率 ％

３ ５ ４４ ３ ０ ６ ４ ５ ５０
１２０

５２ ９ ５９
７８．８ ５０．０ ８５．５ ７８．４

進 行 癌 数 ２ １ １１ ５ ０ ４ ２ ２ ６ ３３

切 除 例 ５
２

５
１

５４
２２

６
２

０
０

１０
２

６
３

７
１

５２
１５

１４５
４８内視鏡切除例

非 切 除 例 ０ １ １ ２ ０ ０ ０ ０ ４ ８

手術拒否：０ 手術不能：８

表４ 進行癌の肉眼分類

東 部 中 部 西 部

計（％）
車検診 施設検診

内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

車検診 施設検診
内視鏡
検 診

１ ０ ０ １ １ ０ １ １ ０ ２ ６ １８．２％

２ １ １ ５ ２ ０ １ ０ １ ０ １１ ３３．３％

３ ０ ０ １ ０ ０ ２ １ ０ １ ５ １５．２％

４ ０ ０ ２ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ６．１％

５ １ ０ ２ ２ ０ ０ ０ １ １ ７ ２１．２％

不 明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２ ２ ６．１％

計 ２ １ １１ ５ ０ ４ ２ ２ ６ ３３
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表５ 切除例の深達度

東 部 中 部 西 部

計
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診
車検診 施設検診

内視鏡

検 診

t１ ３ ５ ４４ ３ ０ ６ ４ ５ ４８ １１８

８９m ３ ４ ３５ １ ０ ６ ３ ３ ３４

t２ ２ １ ６ ２ ０ ４ ２ １ ４ ２２

t３ ０ ０ ３ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３

t４ ０ ０ １ ３ ０ ０ ０ １ ０ ５

計 ５ ６ ５４ ８ ０ １０ ６ ７ ５２ １４８

不 明 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ４ ５

表６ 切除例の大きさ

� ～１０ １１～２０ 小計（％） ２１～５０ ５１～ 計 不 明

車 検 診 ０ ７ ７ ４３．８％ ５ ４ １６ ３

施 設 検 診 ０ １ １ ８．３％ ９ ２ １２ １

内視鏡検診 ２６ ３０ ５６ ５１．４％ ４４ ９ １０９ １２

計 ２６ ３８ ６４ ４６．７％ ５８ １５ １３７ １６

表７―１ 早期癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ ２ １ １６

Ｍ ４ ７ ５５

Ｌ ４ ２ ２９

全 体 ０ ０ ０

計 １０ １０ １００

不 明 ０ ０ ０

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ２ ８ ３５

大 弯 ３ １ １８

前 壁 １ ０ １９

後 壁 ３ １ ２７

全 周 １ ０ ０

計 １０ １０ ９９

不 明 ０ ０ １

表７―２ 進行癌の占拠部位

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

Ｕ １ １ ３

Ｍ ４ １ １１

Ｌ ４ ０ ６

全 体 ０ １ １

計 ９ ３ ２１

不 明 ０ ０ ０

車 検 診 施 設 検 診 内視鏡検診

小 弯 ５ １ １０

大 弯 ２ ０ １

前 壁 ０ ０ ３

後 壁 １ １ ５

全 周 １ １ ２

計 ９ ３ ２１

不 明 ０ ０ ０
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表８ 発見胃癌の進行度

stage

東 部 中 部 西 部 計 計

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診

車

検診

施設

検診

内視鏡

検 診
Ｘ 線 内視鏡

�ａ ３ ４ ４２ ３ ０ ７ ４ ６ ４８ １０ １０ ９７ ２０（６４．５％）９７（８３．６％）

�ｂ １ ０ ４ ２ ０ １ ０ ０ ２ ３ ０ ７ ３ ７

� １ １ ４ ０ ０ １ ０ ０ １ １ １ ６ ２ ６

�ａ ０ ０ ２ ０ ０ ０ １ ０ １ １ ０ ３ １ ３

�ｂ ０ ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ０ １ １ １

� ０ ０ ２ ３ ０ ０ ０ １ ０ ３ １ ２ ４ ２

計 ５ ５ ５５ ８ ０ ９ ６ ７ ５２ １９ １２ １１６ ３１ １１６

不明 ０ １ ０ ０ ０ １ ０ ０ ４ ０ １ ５ １ ５

表９ 前年度受診歴を有する進行胃癌症例

地区 検診 歳 性 型 深達度 組織型
大きさ

（�）
占拠部位 Stage

前年度検診結果
備考

検診方式 一次検診結果 精密検査結果

車 ６７ 男 ５ t２（mp） tub１ ８０×７０ Ｍ 小弯 �b
施設・

内視鏡

慢性胃炎

びらん（＋）
精検不要

５６ 男 ２ t２（ss） tub２ ４０×３０ Ｌ 小弯 �a
施設・

Ｘ線
異常なし

６６ 男 ２ t３（se） por１ ４８×４５ ML 後壁 � 車・Ｘ線 異常なし

６５ 男 ４ t４（si） sig 不明
UM

L
全周 �

施設・

内視鏡

慢性胃炎

びらん（＋）
要治療

７２ 男 ５ t２（ss） por２ １８×１８ Ｍ 小弯 �b 車・Ｘ線 異常なし

６４ 男 ３ t４（si） pap ６０×６０ Ｍ 小弯 � 車・Ｘ線 異常なし

７７ 男 ３ t４（si） por１ 不明 Ｌ 全周 � 車・Ｘ線 異常なし

８１ 男 １ t４（si） tub２ 不明 Ｌ 後壁 � 車・Ｘ線 異常なし

７２ 女 ５ t２（mp） tub１ １５×１０ Ｍ 大弯
手術

不能
車・Ｘ線 異常なし

内 ６０ 男 １ t２（ss） por２ ２０×２０ Ｍ 小弯 �b
施設・

内視鏡
異常なし

車 ７０ 女 １ t２（ss） por ４６×３５ Ｕ 小弯 �b 車・Ｘ線 異常なし

内 ６９ 男 ３ t２（mp） tub２ ４０×３５ Ｕ 後壁 �a
施設・

内視鏡
要医療

東部

内

車

中部

西部
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２．子 宮 が ん 検 診

１．子宮がん検診実績
平成２０年度の対象者数（２０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式に

より算定した推計数）１３９，２３２人のうち、受診者数は２４，２０７人、受診率１７．４％で、平成１９年度より１．３

ポイント減少した。経年受診者割合は７１．７％であった。対象者数は全市町村で国が示している対象者

の算定方法を取り入れられた結果、平成１９年度より８，４３６人増えた。

一次検診の結果、要精検者数８２人、要精検率０．３４％、そのうち、精検受診者数７４人、精検受診率

９０．２％であった。精検結果は、がん１１人、がん発見率は０．０５％、陽性反応適中度は１４．９％であった。

異形成は３２人（軽度１５人、高度１７人）であった。平成１９年度に比べ、がんは６人増加し、がん発見率

は０．０３ポイント増加となった。２０～２９歳は依然として受診率１０％以下で低い状況であるが、がんが１

人、異形成が５人発見されており、若年層の掘り起こしは非常に重要である。

２．子宮体部がん検診
子宮がん検診受診者２４，２０７人中、体部がん検診対象者数は６６７人、一次検診会場での受診者は５９３人

であった。一次検診会場で受診できず医療機関で別途検査した者は４９人、受診者の合計は６４２人、受

診率は９６．３％であった。

一次検診の結果、要精検となった者１３人、要精検率２．１９％、精密検査受診者数は１２人、精検受診率

９２．３％であった。精検の結果、子宮体部がんが５人、がん発見率０．８４％、陽性反応適中度４１．７％で

あった。子宮内膜増殖症は１人、また医療機関での別途受診者から子宮内膜増殖症が３人発見された。

３．子宮がん検診発見子宮がん確定調査結果
１）子宮頸部癌

平成２０年度は子宮頸部癌１１名で、０期４例、�a期が３例、�b期以上が４例で、上皮内がんが増

加している。�b期以上４例の検診歴は、前年度受診２例、初回受診２例であった。

異形成は３２例だった。

２）子宮体部癌

子宮体部癌は５例（�a、�b期２例、�c期以上３例）、子宮内膜増殖症は４例であった。

４．その他
１）平成２０年度妊婦健康診査における子宮頸部がん検診受診状況について

平成２０年度から国通知に基づき、妊婦健康診査の健診内容として子宮頸部がん検診が追加された。

平成２０年度実績は、妊婦健康診査受診者４，７８１人中、子宮頸部がん検診受診者数３，９３１人、受診率

８２．２％で、要精検者数３６人、要精検率０．９％、市町村が把握できた精検結果は１８人で、そのうちがん

が１人、がん疑いが１人であった。
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受診率・精検受診率の推移 
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要精検率・子宮頸部がん発見率・確定がん率 

H15 H16 H17 H18

子宮頸部がん発見率 確定がん率 要精検率 

0.340.33 0.37 0.36 0.40

0.07

0.03

0.03

0.04

0.04

0.04
0.06

0.36

0.02

0.05

0.05
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H20H19

（１） 子宮頸部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １２５，１９１ １２２，８６８ １３９，２０３ １３３，２５０ １３０，７９６ １３９，２３２

受 診 者 数（人） Ｂ ２７，４８３ ２６，３３３ ２４，４１６ ２４，１５０ ２４，４５０ ２４，２０７

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ２２．０ ２１．４ １７．５ １８．１ １８．７ １７．４

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ２７，３９１ ２６，２３６ ２４，３２７ ２４，０５４ ２４，３６１ ２４，１２５

要 精 検 者 数（人） E ９２ ９７ ８９ ９６ ８９ ８２

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ０．３３ ０．３７ ０．３６ ０．４０ ０．３６ ０．３４

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ７６ ７８ ７８ ８０ ７８ ７４

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８２．６ ８０．４ ８７．６ ８３．３ ８７．６ ９０．２

精密検査結果

子宮がんの者（人） Ｉ ８（３４） １０（２５） １０（４２） １６（３６） ５（３５） １１（３２）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．０７ ０．０２ ０．０５

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ １０．５ １２．８ １２．８ ２０．０ ６．４ １４．９

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ ８ １１ ９ １５ ４ １１

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．０３ ０．０４ ０．０４ ０．０６ ０．０２ ０．０５

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（２） 平成２０年度子宮頸部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

経年受診者数
（再掲）

一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ
２０～２４歳 ４，７６０ １１９ ２．５ ２５ ２ １１７ １．６８

２５～２９歳 ４，７０１ ３４５ ７．３ １０８ ７ ３３８ ２．０３

３０～３４歳 ６，０３９ １，３９９ ２３．２ ５８７ １１ １，３８８ ０．７９

３５～３９歳 ５，０５６ １，６３７ ３２．４ ９５０ １１ １，６２６ ０．６７

４０～４４歳 ４，２０７ ２，００７ ４７．７ １，１８１ １６ １，９９１ ０．８０

４５～４９歳 ４，４６０ ２，０９９ ４７．１ １，４２３ ９ ２，０９０ ０．４３

５０～５４歳 ６，５１８ ２，２９９ ３５．３ １，６２４ ７ ２，２９２ ０．３０

５５～５９歳 ９，６３０ ２，９０９ ３０．２ ２，１７５ ５ ２，９０４ ０．１７

６０～６４歳 １２，７３５ ３，５１６ ２７．６ ２，７３３ ２ ３，５１４ ０．０６

６５～６９歳 １５，５２９ ３，２３２ ２０．８ ２，６５７ ５ ３，２２７ ０．１５

７０～７４歳 １８，２４８ ２，７６０ １５．１ ２，３０２ ４ ２，７５６ ０．１４

７５～７９歳 １８，１２９ １，３６９ ７．６ １，１６３ ２ １，３６７ ０．１５

８０歳以上 ２９，２２０ ５１６ １．８ ４３８ １ ５１５ ０．１９

計 １３９，２３２ ２４，２０７ １７．４ １７，３６６ ８２ ２４，１２５ ０．３４
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精密検査結果 

子宮頸部がん 
14.9％ 

異常認めず 
28.4％ 

その他の疾病 
13.5％ 

異形成 
43.2％ 

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ＝ｉ＋ｊ ｉ ｊ ｋ＝ｌ＋ｍ ｌ ｍ ｎ＝ｋ／ｂ ｏ＝ｋ／ｆ

２０～２４歳 １ ５０．０ ０ ０ １ ０ １（１） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

２５～２９歳 ７ １００．０ １ １ ４ １ ３（１） １ １ ０ ０．２９０ １４．３

３０～３４歳 １１ １００．０ ２ ２ ５ １ ４ ２ ０ ２ ０．１４３ １８．２

３５～３９歳 １０ ９０．９ ２ １ ６ ３ ３（３） １ ０ １ ０．０６１ １０．０

４０～４４歳 １４ ８７．５ ５ １ ７ ６ １ １ １ ０ ０．０５０ ７．１

４５～４９歳 ８ ８８．９ ２ ２ ３ ２ １ １ １ ０ ０．０４８ １２．５

５０～５４歳 ７ １００．０ ４ ２ １ ０ １（１） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

５５～５９歳 ４ ８０．０ ２ ０ １ ０ １ １ ０ １ ０．０３４ ２５．０

６０～６４歳 ２ １００．０ １ ０ １ ０ １（１） ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

６５～６９歳 ５ １００．０ ２ ０ １ １ ０ ２ １ １ ０．０６２ ４０．０

７０～７４歳 ３ ７５．０ ０ ０ ２ １ １（１） １ １ ０ ０．０３６ ３３．３

７５～７９歳 １ ５０．０ ０ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

８０歳以上 １ １００．０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ０ １ ０．１９４ １００．０

計 ７４ ９０．２ ２１ １０ ３２ １５ １７（８） １１ ５ ６ ０．０４５ １４．９

※（ ）内は中等度異形成を内数で計上
３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診
機 関

一次検診
受診者数（人）

一 次 検 診 結 果
要精検率（％）

要 精 検 者 数 異 常 認 め ず
a′ b′ c′＝b′／a′

保健事業団 ９，６３７ １８ ９，６１９ ０．１９

病 院 ６，１３１ ２１ ６，１１０ ０．３４

診 療 所 ８，４３９ ４３ ８，３９６ ０．５１

計 ２４，２０７ ８２ ２４，１２５ ０．３４

ｂ．精密検査結果

一次検
診機関

精密検
査受診
者数
（人）

精密検査
受 診 率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮頸部
が ん
発 見 率
（％）

陽性反応
適 中 度
（％）

異 常
認めず

その他
の疾病 異形成 子宮がん軽 度

異形成
高 度
異形成

上皮内
が ん

浸潤
がん

d′ e′＝d′／b′ f′＝g′＋h′ g′ h′ i′＝j′＋k′ j′ k′ l′＝i′／a′ m′＝i′／d′

保健事業団 １７ ９４．４ ５ １ ９ ２ ７（５） ２ １ １ ０．０２１ １１．８

病 院 １７ ８１．０ ３ ５ ５ ４ １ ４ ２ ２ ０．０６５ ２３．５

診 療 所 ４０ ９３．０ １３ ４ １８ ９ ９（３） ５ ２ ３ ０．０５９ １２．５

計 ７４ ９０．２ ２１ １０ ３２ １５ １７（８） １１ ５ ６ ０．０４５ １４．９

※（ ）内は中等度異形成
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況

市
町
村
名

対
象
者
数

（
人
）

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数

精
検
受
診

率
（
％
）

異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い

が
ん

有
所
見
者
が
ん
発
見

率
（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
４３
，５
２３

１
，８
６２

４
，５
５６

６
，４
１８

１４
．７

１
２４

２５
０
．３
９

２１
８４
．０

２
５

１０
４

１９
０
．０
６２

１９
．０

米
子
市
３３
，１
４３

０
５
，９
２１

５
，９
２１

１７
．９

０
２６

２６
０
．４
４

２６
１０
０
．０

１１
３

８
４

１５
０
．０
６８

１５
．４

倉
吉
市
１２
，５
５６

６２
９

８８
５

１
，５
１４

１２
．１

５
４

９
０
．５
９

８
８８
．９

１
１

６
０

７
０
．０
００

０
．０

境
港
市

８
，０
８６

０
９１
７

９１
７

１１
．３

０
３

３
０
．３
３

２
６６
．７

１
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

岩
美
町

３
，２
２７

６３
０

３１
６６
１

２０
．５

１
０

１
０
．１
５

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

八
頭
町

４
，５
５２

１
，１
９４

１１
１
，２
０５

２６
．５

２
０

２
０
．１
７

２
１０
０
．０

１
０

０
１

１
０
．０
８３

５０
．０

若
桜
町

１
，２
３７

３１
２

１２
３２
４

２６
．２

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

２
，２
１９

２３
８

２６
５

５０
３

２２
．７

０
２

２
０
．４
０

１
５０
．０

０
０

０
１

１
０
．１
９９

１０
０
．０

湯
梨
浜
町

３
，９
９６

５２
５

３５
３

８７
８

２２
．０

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

三
朝
町

１
，８
２６

３６
１

０
３６
１

１９
．８

１
０

１
０
．２
８

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

３
，７
７３

９６
６

１２
４

１
，０
９０

２８
．９

３
１

４
０
．３
７

４
１０
０
．０

１
０

３
０

３
０
．０
００

０
．０

琴
浦
町

４
，９
３３

１
，１
１８

２９
１
，１
４７

２３
．３

３
１

４
０
．３
５

４
１０
０
．０

２
１

０
１

２
０
．０
８７

２５
．０

南
部
町

２
，９
０６

３２
３

３３
４

６５
７

２２
．６

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

伯
耆
町

３
，０
６８

５７
８

２１
５

７９
３

２５
．８

１
０

１
０
．１
３

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

日
吉
津
村

６９
２

４２
２５
５

２９
７

４２
．９

０
１

１
０
．３
４

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

大
山
町

５
，１
７９

３９
８

３２
７

７２
５

１４
．０

０
１

１
０
．１
４

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
南
町

２
，０
４４

２６
２

０
２６
２

１２
．８

１
０

１
０
．３
８

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，２
４０

１９
９

４３
２４
２

１９
．５

０
１

１
０
．４
１

１
１０
０
．０

０
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，０
３２

０
２９
２

２９
２

２８
．３

０
０

０
０
．０
０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

０
．０

合
計
１３
９
，２
３２

９
，６
３７

１４
，５
７０

２４
，２
０７

１７
．４

１８
６４

８２
０
．３
４

７４
９０
．２

２１
１０

３２
１１

５３
０
．０
４５

１４
．９

東
部
５４
，７
５８

４
，２
３６

４
，８
７５

９
，１
１１

１６
．６

４
２６

３０
０
．３
３

２５
８３
．３

３
５

１１
６

２２
０
．０
６６

２４
．０

中
部
２７
，０
８４

３
，５
９９

１
，３
９１

４
，９
９０

１８
．４

１２
６

１８
０
．３
６

１７
９４
．４

５
２

９
１

１２
０
．０
２０

５
．９

西
部
５７
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（３） 子宮体部がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分
１５ 年 度 １６ 年 度 １７ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ ８８５ ８８５ ７４３ ７４３ ７１０ ７１０

受 診 者 数（人） Ｂ ７６２ ７７ ８３９ ６５７ ３２ ６８９ ６３６ ３４ ６７０

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８６．１ ９４．８ ８８．４ ９２．７ ８９．６ ９４．４

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ７５０ ６４１ ６２７

要 精 検 者 数（人） Ｅ １２ １６ ９

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １．５７ ２．４４ １．４２

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ ９ １３ ７

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７５．０ ８１．３ ７７．８

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｉ １（３） ０（４） １（７） ０（１） ０（２） ０（３） ３（２） ０（２） ３（４）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１３ ０．００ ０．１２ ０．００ ０．００ ０．００ ０．４７ ０．００ ０．４５

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ １１．１ ０．０ ４３

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ １ ０ ３

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１２ ０．００ ０．４５

区 分
１８ 年 度 １９ 年 度 ２０ 年 度

保 健
事業分 医療分 計 保 健

事業分 医療分 計 保 健
事業分 医療分 計

一次検診

対 象 者 数（人） Ａ ６７２ ６７２ ７３２ ７３２ ６６７ ６６７

受 診 者 数（人） Ｂ ５７７ ２０ ５９７ ６４１ ２４ ６６５ ５９３ ４９ ６４２

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ８５．９ ８８．８ ８７．６ ９０．９ ８８．９ ９６．３

一次検診
結 果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５５５ ６２４ ５８０

要 精 検 者 数（人） Ｅ ２２ １７ １３

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．８１ ２．６５ ２．１９

精密検査
精検受診者数（人） Ｇ １７ １７ １２

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７７．３ １００．０ ９２．３

精密検査
結 果

子宮がんの者（人） Ｉ １（１） １（１） ２（２） ０（７） ０（３） ０（１０） ５（１） ０（３） ５（４）

子宮がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１７ ５．００ ０．３４ ０．００ ０．００ ０．００ ０．８４ ０．００ ０．７８

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ５．９ ０．０ ４１．７

確定調査
結 果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ２ １ ５

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．３４ ０．１５ ０．７８

※１ 「保健事業分」＝集団検診及び医療機関検診により検診を受けた者、「医療分」＝集団検診において当日体部
がん検診を受診せず、後日医療機関において受診した者

※２ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は、がん疑いの者の数を外数で計上
※３ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上
※４ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

２０



（４） 平成２０年度子宮体部がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検診
対象者数（人）

一次検診
受診者数

受診率（％） 一次検診結果 要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

２０～２４歳 ３ ３ １００．０ ０ ３ ０．００

２５～２９歳 ４ ４ １００．０ １ ３ ２５．００

３０～３４歳 ３２ ３１ ９６．９ ０ ３１ ０．００

３５～３９歳 ４３ ４３ １００．０ ０ ４３ ０．００

４０～４４歳 ８８ ８１ ９２．０ ３ ７８ ３．７０

４５～４９歳 １５３ １４３ ９３．５ １ １４２ ０．７０

５０～５４歳 １４２ １３０ ９１．５ １ １２９ ０．７７

５５～５９歳 ８０ ６８ ８５．０ ３ ６５ ４．４１

６０～６４歳 ５５ ４２ ７６．４ １ ４１ ２．３８

６５～６９歳 ２６ １９ ７３．１ １ １８ ５．２６

７０～７４歳 ２９ ２１ ７２．４ １ ２０ ４．７６

７５～７９歳 ９ ７ ７７．８ １ ６ １４．２９

８０歳以上 ３ １ ３３．３ ０ １ ０．００

計 ６６７ ５９３ ８８．９ １３ ５８０ ２．１９

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢
精密検査
受診者数（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 子宮体部
がん発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜

増殖症
子宮体部
がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｆ

２０～２４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

２５～２９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３０～３４歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

３５～３９歳 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

４０～４４歳 ３ １００．０ ２ １ ０ ０ ０．０００ ０．０

４５～４９歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ０．６９９ １００．０

５０～５４歳 １ １００．０ ０ １ ０ ０ ０．０００ ０．０

５５～５９歳 ３ １００．０ ０ １ １ １ １．４７１ ３３．３

６０～６４歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ２．３８１ １００．０

６５～６９歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

７０～７４歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ ４．７６２ １００．０

７５～７９歳 １ １００．０ ０ ０ ０ １ １４．２８６ １００．０

８０歳 以 上 ０ ０．０ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

計 １２ ９２．３ ３ ３ １ ５ ０．８４３ ４１．７

３）一次検診会場で子宮体部がん検診を受診できなかった者の結果（年齢階級別）

年 齢
体部がん検診
受診者数（人）

精 密 検 査 結 果 子宮体部がん発見率
（％）異常認めず その他疾病 子宮内膜増殖症 子宮体部がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ

２０～２４歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

２５～２９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

３０～３４歳 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

３５～３９歳 ０ ０ ０ ０ ０ ０．０００

４０～４４歳 ６ ４ １ １ ０ ０．０００

４５～４９歳 ８ ８ ０ ０ ０ ０．０００

５０～５４歳 ４ ４ ０ ０ ０ ０．０００

５５～５９歳 ７ ６ ０ １ ０ ０．０００

６０～６４歳 ８ ６ １ １ ０ ０．０００

６５～６９歳 ６ ５ １ ０ ０ ０．０００

７０～７４歳 ６ ３ ３ ０ ０ ０．０００

７５～７９歳 ２ ２ ０ ０ ０ ０．０００

８０歳 以 上 １ １ ０ ０ ０ ０．０００

計 ４９ ４０ ６ ３ ０ ０．０００

２１
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（５） 平成２０年度子宮がん検診発見がん患者確定調査結果

表１ 子宮がん検診確定調査結果（頸部）

最 終 診 断
車 検 診 施 設 検 診

平成１９年度 平成２０年度 平成１９年度 平成２０年度

異 形 成 １０ ９ ２５ ２３

頸 癌 ０ 期 ０ １ ０ ３

頸 癌 � a 期 １ ０ １ ３

頸癌�b期以上 ０ １ ２ ３

合 計 １１ １１ ２８ ３２

表２ 子宮がん検診確定調査結果（体部）

最 終 診 断 平成１９年度 平成２０年度

内 膜 増 殖 症 １０ ４

体癌�a、�b期 ０ ２

体癌� c 期以上 １ ３

合 計 １１ ９

表３ 発見子宮がん症例（�b期以上）のがん検診受診歴

受 診 歴 車 検 診 施 設 検 診 計

前 年 受 診 ０ ２ ２

２ 年 間 隔 ０ ０ ０

３年以上の間隔 ０ ０ ０

初 回 受 診 １ １ ２

表４ 治療機関

頸癌０期 頸癌�a期 頸癌�b期以上

鳥 取 大 学 １ １ ３

県 立 中 央 ２ １ ０

鳥 取 市 立 １ １ １

鳥 取 赤 十 字 ０ ０ ０

倉 吉 厚 生 ０ ０ ０

博 愛 病 院 ０ ０ ０
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３．肺 が ん 検 診

１．肺がん検診実績
平成２０年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ

り算定した推計数）１８８，１８６人のうち、受診者数４６，０１５人、受診率２４．５％で前年度より３．８ポイント減

少した。対象者数は全市町村で国が示している対象者の算定方法を取り入れられた結果、平成１９年度

より１２，２８９人増えた。

このうち要精検者は２，０４１人、要精検率４．４４％で、平成１９年度より１０１人、０．５４ポイント増加した。

精密検査受診者は１，７９９人、精検受診率８８．１％で、昨年度より２．７ポイント増加であった。精密検査の

結果、肺がん４１人、肺がん疑い９４人であった。肺がん発見率は０．０９％であった。追跡調査の結果、確

定肺がんは５５人（原発性５２人、転移性３人）で、確定がん率は０．１２％となり、前年度よりも０．０１％増

加したが、がん疑いのまま確定がんに至らないケースも依然として多数あった。陽性反応適中度は前

年度２．１％に比較して、平成２０年度は２．３％と０．２％増加した。受診率の向上と年々増加している肺癌

疑いの症例を３年間定期的にフォローしていくことが重要である。

Ｘ線受診者総数４６，０１５人のうち経年受診者は３５，３８６人、経年受診率７６．９％であった。喀痰検査の対

象となる高危険群所属者は５，６８４人（１２．４％）で、そのうち喀痰検査を受診した者は２，７３８人で、Ｘ線

検査受診者の６．０％であった。そのうち要精検者は１人、要精検率０．０４％で、精検未受診であった。

経年と非経年受診者、高危険群と非高危険群所属者のがん発見率の比較では、経年受診者のがん発

見率は０．０８５％、非経年受診者のがん発見率は０．１０３％で、非経年受診者のがん発見率の方が１．２２倍高

かった。また、高危険群所属者５，６８４人のうちがんが５人発見され、がん発見率０．０８８％、非高危険群

所属者４０，３３１人のうちがんが３６人発見され、がん発見率０．０８９％で、有意差は見られなかった。

平成１９年度全国集計によると、受診率２１．６％、要精検率２．８％、精検受診率７０．７％、がん発見率

０．０５３％、陽性反応適中度２．４％であった。

２．肺がん検診発見肺がん追跡調査結果
１）昭和６２年から平成２０年までの発見肺がんは８７８人（発見率１０万対６８人）であった。発見方法は胸

部Ｘ線７８２人、喀痰細胞診５２人、両者４２人、不明２人で、近年、喀痰細胞診から発見される肺がん

の割合は激減している。平均年齢は７１．９歳、男性５３２人、女性３４６で、近年の傾向として女性肺がん

の増加が著しい。臨床病期は�期が４８７人（５５．５％）で過半数を占め、５２７人（６０．０％）に手術が行

われた。予後調査では全症例（８７８例）の累積生存率は５生率４５．２％、１０生率２７．７％であり、手術

例では５生率６４．７％、１０生率４２．５％であった。手術例�Ａ期の５生率は７２．０％、１０生率は４９．４％と

良好な結果を示した。

２）平成２０年度調査結果

（１） 受診者数は、平成１８年度から５０，０００人を割り、平成２０年度の受診率は過去最低の２４．５％で

あった。要精検率は増加し続け、精検受診率も過去最高となった。がん発見率は０．１１３％、対人

口１０万あたり１１３人で、昨年を上回った。

（２） 予後調査では原発性肺がん５２例、転移性肺腫瘍３例、合計５５例。しかしながら、Ｅ判定以外

から５名の肺がんが確定しており、これらは検診発見肺がんとしては登録ができない。

（３） 胸部Ｘ線でのみ発見された肺がんの割合は５２／５２例（１００％）と高く、喀痰細胞診による肺が

ん発見は昨年に続いてなかった。

（４） 女性肺癌は３０／５２例（５７．７％）、腺癌は３８／５２例（７３．１％）と高率であった。

２４



（５） 手術症例の割合は３９／５２例（７５．０％）と増加し、その背景として、�期肺癌の割合の増加３７／５２

例（７１．２％）がある。

（６） 腫瘍径は平均２６．１�で、２�以下が２４／５２例（４６．２％）と過去最高であった。

（７） 転移性肺腫瘍は３例で、原発は胆管がん１例、膵臓がん１例、前立腺がん１例であった。

（８） 確定調査をもってしても、中部においては肺がん疑いのままで経過観察中の症例が多い。西

部においては、確定調査個人票の返送がないため診断が不明となっているものが多い。

（９） 車検診と施設検診の比較を行ったが、要精検率は車検診４．４％、施設検診４．６％で、施設検診

の方が高く、特に中部地区が１４．４％と高かった。原発性肺がん５２人のうち車検診は３２人、発見

率０．１０２％、施設検診は２０人、発見率０．１３８％であった。

２５
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（１） 肺がん検診の受診者数及び受診率等の推移

区 分 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７８，７６２ １７５，８７３ １８１，４１０ １８６，３１４ １７５，８９７ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ ６３，６４９ ６０，１１３ ５１，０２０ ４９，２９６ ４９，８０６ ４６，０１５

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３５．６ ３４．２ ２８．１ ２６．５ ２８．３ ２４．５

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ６３，００９ ５８，３２７ ４９，３６１ ４７，５１６ ４７，８６６ ４３，９７４

要 精 検 者 数（人） Ｅ ６４０ １，７９１ １，６５９ １，７８０ １，９４０ ２，０４１

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ １．０１ ２．９８ ３．２５ ３．６１ ３．９０ ４．４４

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ４８９ １，４３３ １，４０９ １，５０５ １，６５６ １，７９９

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ７６．４ ８０．０ ８４．９ ８４．６ ８５．４ ８８．１

精密検査結果

肺 が ん の 者（人） Ｉ ５８（２０） ４５（４８） ４５（８７） ４７（７５） ３５（８８） ４１（９４）

肺がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．０９ ０．０７ ０．０９ ０．１０ ０．０７ ０．０９

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ １１．９ ３．１ ３．２ ３．１ ２．１ ２．３

確定調査結果

確 定 が ん 数（人） Ｌ ６８ ５２ ６２ ６７ ５５ ５５

上記のうち原発性肺がん数（人） Ｍ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２

確 定 が ん 率（％）Ｎ＝Ｌ／Ｂ ０．１１ ０．０９ ０．１２ ０．１４ ０．１１ ０．１２

※１ 精密検査結果中の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上

※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から【がん】の者のみを計上

※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出

※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

※５ 要精密検査者数（Ｅ）、精検受診者数（Ｇ）、肺がんの者（Ｉ）、確定がん数（Ｌ）については、Ｅ判定者数

を計上。（なお、１９年度まではＤ判定から肺がん・肺がん疑いとなった者も追加して計上）

２６



（２） 平成２０年度肺がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

ａ．Ｘ線検査結果

年 齢

対象者数（人）

Ｘ 線 検 査 エックス線フィルム読影結果

受診者数 受診率（％）
経年受診

者数再掲

経年受診者

割合 （％）
要精検者数 異常認めず 要精検率（％）

Ｘ線検査受

診者中高危

険群所属者ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ ２９８ ７８４１４．１１８．６１７．１ １２３ ３５６４１．３４５．４ ９ １１ ２８９ ７７３３．０２１．４０１．８５ １９ ８

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ４０１ ９７３１５．７２１．８１９．６ ２３１ ６０８５７．６６２．５ １０ ２５ ３９１ ９４８２．４９２．５７２．５５ ３４ ６

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ５９９ １，５８２１６．５２４．３２１．５ ３５７ １，０４１５９．６６５．８ ２３ ５４ ５７６ １，５２８３．８４３．４１３．５３ ２０４ ２３

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ １，１３９ ２，８１４２２．０２９．２２６．７ ７２１ ２，００８６３．３７１．４ ３２ １０９ １，１０７ ２，７０５２．８１３．８７３．５７ ４３０ ４５

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ ２，１９０ ４，３２１２６．３３３．９３０．９ １，３７６ ３，１２２６２．８７２．３１０８ １６１ ２，０８２ ４，１６０４．９３３．７３４．１３ ９３２ ６８

６５～６９歳１０，８２６ １５，５２９ ３，１７７ ５，０３９２９．３３２．４３１．２ ２，３７５ ４，０６８７４．８８０．７１４７ １７６ ３，０３０ ４，８６３４．６３３．４９３．９３１，１６４ ６７

７０～７４歳１２，９５５ １８，２４８ ３，４５６ ５，５９５２６．７３０．７２９．０ ２，７９３ ４，６７１８０．８８３．５１７２ ２５７ ３，２８４ ５，３３８４．９８４．５９４．７４１，０８９ ５５

７５～７９歳１１，８９８ １８，１２９ ２，９５３ ４，４９５２４．８２４．８２４．８ ２，５０４ ３，８３１８４．８８５．２１７１ ２１１ ２，７８２ ４，２８４５．７９４．６９５．１３ ８１２ ２９

８０歳以上１２，０３８ ２９，２２０ ２，４１２ ３，７８７２０．０１３．０１５．０ ２，０５４ ３，１４７８５．２８３．１１５２ ２１２ ２，２６０ ３，５７５６．３０５．６０５．８７ ６７４ ２５

計 ６９，５１０１１８，６７６１６，６２５２９，３９０２３．９２４．８２４．５１２，５３４２２，８５２７５．４７７．８８２４１，２１６１５，８０１２８，１７４４．９６４．１４４．４３５，３５８３２６

合計 １８８，１８６ ４６，０１５ ２４．５ ３５，３８６ ７６．９ ２，０４０ ４３，９７５ ４．４３ ５，６８４

※１ 経年受診者：昨年度も肺がん検診を受診した者

※２ 高危険群所属者＝肺がんＸ線検査対象者のうち、問診の結果、原則として次のいずれかの条件に該当する者

�年齢５０歳以上で喫煙指数（１日本数×年数）６００以上の者

�６か月以内に血痰のあった者

ｂ．喀痰細胞診結果

年 齢

喀痰細胞診受診者数

（人）

喀 痰 細 胞 診 結 果
要精検率（％）

要精検者数 精 検 不 要

ｈ ｉ ｊ＝ｉ／ｈ

男 女 男 女 男 女 男 女

４０～４４歳 ２５ ５ ０ ０ ２５ ５ ０．００ ０．００

４５～４９歳 ３４ ７ ０ ０ ３４ ７ ０．００ ０．００

５０～５４歳 ８８ ２４ ０ ０ ８８ ２４ ０．００ ０．００

５５～５９歳 ２０６ ３４ ０ ０ ２０６ ３４ ０．００ ０．００

６０～６４歳 ４２０ ７７ ０ ０ ４２０ ７７ ０．００ ０．００

６５～６９歳 ５１４ ９２ ０ ０ ５１４ ９２ ０．００ ０．００

７０～７４歳 ４８８ ７２ ０ ０ ４８８ ７２ ０．００ ０．００

７５～７９歳 ３４１ ３１ １ ０ ３４０ ３１ ０．２９ ０．００

８０歳以上 ２６３ １７ ０ ０ ２６３ １７ ０．００ ０．００

計 ２，３７９ ３５９ １ ０ ２，３７８ ３５９ ０．０４ ０．００

合 計 ２，７３８ １ ２，７３７ ０．０４

２７



２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

要精検者数

（人）

精密検査

受診者数

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果
肺がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

ｋ ｌ ｍ＝ｌ／ｋ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｌ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 ９ １１ ８ １０８８．９９０．９９０．０ ６ ８ １ ２ １ ０ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

４５～４９歳 １０ ２５ ９ ２２９０．０８８．０８８．６ ８ １３ １ ８ ０ １ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 ２３ ５４ １８ ４８７８．３８８．９８５．７ １２ ３３ ４ １３ ２ ２ ０ ０ ０．００００．００００．００００．０ ０．０ ０．０

５５～５９歳 ３２ １０９ ２７ ９８８４．４８９．９８８．７ １７ ５３ ５ ４０ ４ ５ １ ０ ０．０８８０．００００．０２５３．７ ０．０ ０．８

６０～６４歳 １０８ １６１ ９７ １４５８９．８９０．１９０．０ ４５ ７４ ４４ ６６ ７ ５ １ ０ ０．０４６０．００００．０１５１．０ ０．０ ０．４

６５～６９歳 １４７ １７６１３１ １６１８９．１９１．５９０．４ ６３ ８０ ５８ ６７ ７ ８ ３ ６ ０．０９４０．１１９０．１１０２．３ ３．７ ３．１

７０～７４歳 １７２ ２５７１５３ ２３１８９．０８９．９８９．５ ６５ １０１ ７８ １１４ ４ １１ ６ ５ ０．１７４０．０８９０．１２２３．９ ２．２ ２．９

７５～７９歳 １７２ ２１１１４３ １９４８３．１９１．９８８．０ ６５ ９０ ６５ ９３ ７ ８ ６ ３ ０．２０３０．０６７０．１２１４．２ １．５ ２．７

８０歳以上 １５２ ２１２１２７ １７７８３．６８３．５８３．５ ４９ ７５ ６３ ８５ １０ １２ ５ ５ ０．２０７０．１３２０．１６１３．９ ２．８ ３．３

計 ８２５１，２１６７１３１，０８６８６．４８９．３８８．１３３０ ５２７ ３１９ ４８８ ４２ ５２ ２２ １９ ０．１３２０．０６５０．０８９３．１ １．７ ２．３

合計 ２，０４１ １，７９９ ８８．１ ８５７ ８０７ ９４ ４１ ０．０８９ ２．３

Ｘ線のみ要精検 ２，０４０ １，７９９ ８８．２ ８５７ ８０７ ９４ ４１ ０．０８９ ２．３

喀痰のみ要精検 １ ０ ０．００ ０ ０ ０ ０ ０．０００ ０．０

Ｘ線＋喀痰要精検 ― ― ― ― ― ― ― ― ―

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

受診者数（人）
一 次 検 診 結 果

要精検率（％）
要精検者数 異常認めず

a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 １１，１６６ １９，６２１ ５３５ ８０１ １０，６３１ １８，８２０ ４．７９ ４．０８ ４．３４

中国労働衛生協会 ２７７ ４１４ １４ ２７ ２６３ ３８７ ５．０５ ６．５２ ５．９３

病 院 ２，１０９ ３，８５４ １３７ １７０ １，９７２ ３，６８４ ６．５０ ４．４１ ５．１５

診 療 所 ３，０７３ ５，５０１ １３９ ２１８ ２，９３４ ５，２８３ ４．５２ ３．９６ ４．１６

計 １６，６２５ ２９，３９０ ８２５ １，２１６ １５，８００ ２８，１７４ ４．９６ ４．１４ ４．４４

合 計 ４６，０１５ ２，０４１ ４３，９７４ ４．４４

２８



精密検査結果 

肺がん 
2.3％ 

異常認めず 
47.6％ 

その他の疾病 
44.9％ 

肺がん疑い 
5.2％ 

ｂ．精密検査結果

一次検診

機 関

精密検査受

診者数（人）

精密検査受診率

（％）

精 密 検 査 結 果 肺がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他疾病 肺がん疑い 肺がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／d′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ４５７ ７０９ ８５．４ ８８．５ ８７．３ ２２４ ３６９ １８４ ２９４ ３３ ３７ １６ ９ ０．１４３０．０４６０．０８１ ３．５ １．３ ２．１

中国労働衛生協会 １３ ２３ ９２．９ ８５．２ ８７．８ １０ １５ ２ ３ １ ５ ０ ０ ０．００００．００００．０００ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 １２１ １５０ ８８．３ ８８．２ ８８．３ ５５ ６０ ６１ ８３ ２ ４ ３ ３ ０．１４２０．０７８０．１０１ ２．５ ２．０ ２．２

診 療 所 １２２ ２０４ ８７．８ ９３．６ ９１．３ ４１ ８３ ７２ １０８ ６ ６ ３ ７ ０．０９８０．１２７０．１１７ ２．５ ３．４ ３．１

計 ７１３ １，０８６ ８６．４ ８９．３ ８８．１ ３３０ ５２７ ３１９ ４８８ ４２ ５２ ２２ １９ ０．１３２０．０６５０．０８９ ３．１ １．７ ２．３

合 計 １，７９９ ８８．１ ８５７ ８０７ ９４ ４１ ０．０８９ ２．３

２９
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

２
，９
８４

１２
，９
７０

１５
，９
５４

２８
．４

６５
４７
４

５３
９

３
．３
８

４８
５

９０
．０

１８
１

２６
８

２１
１５

３０
４

０
．０
９４

３
．１

米
子
市
４１
，７
１８

４
，９
１１

０
４
，９
１１

１１
．８

１９
１

０
１９
１

３
．８
９

１５
９

８３
．２

７１
８３

５
０

８８
０
．０
００

０
．０

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，８
８０

５５
７

２
，４
３７

１４
．１

１３
９

８０
２１
９

８
．９
９

２０
１

９１
．８

１２
１

６７
８

５
８０

０
．２
０５

２
．５

境
港
市
１０
，８
８７

１
，１
１５

０
１
，１
１５

１０
．２

５５
０

５５
４
．９
３

５４
９８
．２

５３
０

１
０

１
０
．０
００

０
．０

岩
美
町

４
，７
８１

１
，０
４６

０
１
，０
４６

２１
．９

２６
０

２６
２
．４
９

２４
９２
．３

１３
１０

１
０

１１
０
．０
００

０
．０

八
頭
町

６
，６
１２

３
，１
３３

０
３
，１
３３

４７
．４

５９
０

５９
１
．８
８

５２
８８
．１

２５
２４

２
１

２７
０
．０
３２

１
．９

若
桜
町

１
，８
６４

６１
９

０
６１
９

３３
．２

１７
０

１７
２
．７
５

１５
８８
．２

３
１１

１
０

１２
０
．０
００

０
．０

智
頭
町

３
，３
４３

６４
９

３３
３

９８
２

２９
．４

２４
１２

３６
３
．６
７

３３
９１
．７

１５
１７

０
１

１８
０
．１
０２

３
．０

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

１
，７
８９

３７
１

２
，１
６０

３６
．９

１２
１

７０
１９
１

８
．８
４

１７
６

９２
．１

８４
８１

７
４

９２
０
．１
８５

２
．３

三
朝
町

２
，７
５０

１
，２
９１

２６
１
，３
１７

４７
．９

６２
０

６２
４
．７
１

５２
８３
．９

２１
２７

２
２

３１
０
．１
５２

３
．８

北
栄
町

５
，６
９９

２
，０
８９

２３
５

２
，３
２４

４０
．８

１４
１

２４
１６
５

７
．１
０

１３
５

８１
．８

６２
５１

１７
５

７３
０
．２
１５

３
．７

琴
浦
町

７
，２
９８

３
，０
１７

４５
３
，０
６２

４２
．０

１８
２

４
１８
６

６
．０
７

１５
５

８３
．３

７２
６６

１４
３

８３
０
．０
９８

１
．９

南
部
町

４
，１
８８

１
，２
７９

０
１
，２
７９

３０
．５

６７
０

６７
５
．２
４

６１
９１
．０

２１
３７

０
３

４０
０
．２
３５

４
．９

伯
耆
町

４
，５
０２

１
，６
７３

０
１
，６
７３

３７
．２

７４
０

７４
４
．４
２

６９
９３
．２

２４
４１

３
１

４５
０
．０
６０

１
．４

日
吉
津
村

８９
７

３０
６

０
３０
６

３４
．１

２１
０

２１
６
．８
６

１４
６６
．７

９
５

０
０

５
０
．０
００

０
．０

大
山
町

７
，６
８４

２
，２
５２

０
２
，２
５２

２９
．３

５４
０

５４
２
．４
０

４７
８７
．０

４２
０

４
１

５
０
．０
４４

２
．１

日
南
町

３
，１
８２

４０
１

０
４０
１

１２
．６

１９
０

１９
４
．７
４

１６
８４
．２

８
６

２
０

８
０
．０
００

０
．０

日
野
町

１
，８
４３

３５
３

０
３５
３

１９
．２

１９
０

１９
５
．３
８

１５
７８
．９

７
８

０
０

８
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，５
５３

６９
１

０
６９
１

４４
．５

４１
０

４１
５
．９
３

３６
８７
．８

２５
５

６
０

１１
０
．０
００

０
．０

合
計
１８
８
，１
８６

３１
，４
７８

１４
，５
３７

４６
，０
１５

２４
．５

１
，３
７７

６６
４

２
，０
４１

４
．４
４

１
，７
９９

８８
．１

８５
７

８０
７

９４
４１

９４
２

０
．０
８９

２
．３

東
部
７２
，８
０３

８
，４
３１

１３
，３
０３

２１
，７
３４

２９
．９

１９
１

４８
６

６７
７

３
．１
１

６０
９

９０
．０

２３
７

３３
０

２５
１７

３７
２

０
．０
７８

２
．８

中
部
３８
，９
２９

１０
，０
６６

１
，２
３４

１１
，３
００

２９
．０

６４
５

１７
８

８２
３

７
．２
８

７１
９

８７
．４

３６
０

２９
２

４８
１９

３５
９

０
．１
６８

２
．６

西
部
７６
，４
５４

１２
，９
８１

０
１２
，９
８１

１７
．０

５４
１

０
５４
１

４
．１
７

４７
１

８７
．１

２６
０

１８
５

２１
５

２１
１

０
．０
３９

１
．１

３０



（３） 平成２０年度肺がん検診発見がん患者の予後調査の確定について

肺がん確定診断（原発性８７８、転移性１０５） ９８３例

他部位癌（鼻腔１、咽頭２、喉頭３、悪性中皮腫１、その他５） １２例

総 計 ９９５例

１）肺がん確定診断 （単位：例）

６２年 ６３年 平成元年 平成２年 平成３年 平成４年 平成５年 平成６年 平成７年

原発性肺癌 ６ ２２ １８ ３２ ３６ ３７ ４１ ２２ ３８

転移性肺腫瘍 ０ ４ ４ ４ ７ ９ ３ ５ ５

合 計 ６ ２６ ２２ ３６ ４３ ４６ ４４ ２７ ４３

平成１７年 平成１８年 平成１９年 平成２０年 合計

原発性肺癌 ５７ ６２ ４８ ５２ ８７８

転移性肺腫瘍 ５ ５ ７ ３ １０５

合 計 ６２ ６７ ５５ ５５ ９８３

平成８年 平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 平成１４年 平成１５年 平成１６年

原発性肺癌 ３８ ５３ ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０

転移性肺腫瘍 ４ ２ ７ ７ ６ ７ ６ ３ ２

合 計 ４２ ５５ ４７ ４８ ４８ ３７ ５４ ６８ ５２

２）原発性肺がん診断方法

〔Ｈ２０年度集計〕

胸 Ｘ 間 接 Ｄのみ ２４５例 �
�
��
７８２例（８９．１％）

Ｄのみ ０例 �
�
��

５２例（１００．０％）
Ｅのみ ５３７例 Ｅのみ ５２例

（E１：３９例、E２：１３例）

細 胞 診 Ｄのみ １８例 �
�
��

５２例（ ５．９％）
Ｄのみ ０例 �

�
��

０例（ ０．０％）
Ｅのみ ３４例 Ｅのみ ０例

胸Ｘ線間接と細胞診 Ｄ＋Ｄ １０例 �
�
�
�
�
�
�

４２例（ ４．８％）

Ｄ＋Ｄ ０例 �
�
�
�
�
�
�

０例（ ０．０％）
Ｄ＋Ｅ ８例 Ｄ＋Ｅ ０例

Ｅ＋Ｄ ５例 Ｅ＋Ｄ ０例

Ｅ＋Ｅ １９例 Ｅ＋Ｅ ０例

不明 ２例 ２例（ ０．２％） 不明 ０例 ０例（ ０．０％）

計 ８７８例 計 ５２例
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３）精密検診受診・原発性肺癌発見の状況

年 受診者
（人）

要精検者
（人）

精検受診者
（人）

肺癌発見者
（人）

発見者
（対人口１０万）

Ｓ６２ １６，４２０ ７４５（４．５４％） ６５２（８７．５％） ６ ３７

Ｓ６３ ３８，４４５ ６５（０．１７％） ６０（９２．３％） ２２ ５７

Ｈ１ ５２，４７３ １１７（０．２２％） １０７（９１．５％） １８ ３４

Ｈ２ ６８，３７４ １５３（０．２２％） １３２（８６．３％） ３２ ４９

Ｈ３ ７０，１８９ ９５（０．１４％） ８９（９３．７％） ３６ ５１

Ｈ４ ６９，９０９ １３３（０．１９％） １１１（８３．５％） ３７ ５３

Ｈ５ ６９，０２７ １３３（０．１９％） ９８（７２．９％） ４１ ５９

Ｈ６ ６６，３１６ １０３（０．１６％） ８９（８６．４％） ２２ ３３

Ｈ７ ６５，２２６ １６２（０．２５％） １３５（８３．３％） ３８ ５８

Ｈ８ ６４，１６９ １１４（０．１８％） ９１（７９．８％） ３８ ５９

Ｈ９ ６７，０９２ １５２（０．２３％） １２３（８０．９％） ５３ ７９

Ｈ１０ ６４，５４０ １３７（０．２１％） １１１（８１．０％） ４０ ６２

Ｈ１１ ６４，８４５ １６９（０．２６％） １４２（８４．０％） ４１ ６４

Ｈ１２ ６２，８３７ ３１１（０．４９％） ２４２（７７．８％） ４２ ６７

Ｈ１３ ６２，６３１ ２１６（０．３４％） １５２（７０．４％） ３０ ４８

Ｈ１４ ６３，６１６ ３４３（０．５４％） ２７１（７９．０％） ４８ ７５

Ｈ１５ ６３，６４９ ６４０（１．０１％） ４８９（７６．４％） ６５ １０２

Ｈ１６ ６０，１１３ １，７９１（２．９８％） １，４３３（８０．０％） ５０ ８３

Ｈ１７ ５１，０２０ １，６５９（３．２５％） １，４０９（８４．９％） ５７ １１２

Ｈ１８ ４９，２９６ １，７８０（３．６１％） １，５０５（８４．６％） ６２ １２６

Ｈ１９ ４９，８０６ １，９４０（３．９０％） １，６５６（８５．４％） ４８ ９６

Ｈ２０ ４６，０１５ ２，０４１（４．４４％） １，７９９（８８．１％） ５２ １１３

計 １，２８６，００８ １２，９９９（１．０１％） １０，８９６（８３．８％） ８７８ ６８

４）原発性肺癌（８７８例）

（１） 年齢・性別 〔Ｈ２０年度集計〕

区 分 原発性肺癌 比率（％） 区 分 原発性肺癌 比率（％）

～５９歳 ６３例 ７．２ ～５９歳 ２例 ３．８

６０～６９歳 ２６３ ２９．９ ６０～６９歳 １６ ３０．８

７０～７９歳 ４０３ ４５．９ ７０～７９歳 ２５ ４８．１

８０～ １４９ １７．０ ８０～ ９ １７．３

計 ８７８ １００．０ 計 ５２ １００．０

平均年齢＝７１．９
男：女＝５３２例：３４６例

平均年齢＝７２．５
男：女＝２２例：３０例

（２） 原発性肺癌の臨床病期と組織型

ａ．病期分類 〔Ｈ２０年度集計〕

臨床病期 （％） 臨床病期 （％）
０ccult ２例 ０ccult ０
�Ａ ３４２（３９．０） �Ａ ２５（４８．１）��

�
３７
（７１．２％）�Ｂ １４３ �Ｂ １２

�Ａ ２７ �Ａ １
�Ｂ ５８ �Ｂ ２
�Ａ １２０ �Ａ ６
�Ｂ ５９ �Ｂ ２
� １０１ � ４
不明 ２６ 不明 ０

計 ８７８ 計 ５２

３２



ｂ．組織型 〔Ｈ２０年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 ２３３例 扁平上皮癌 ５例

腺 癌 ４９５（５６．３） 腺 癌 ３８（７３．１）

大 細 胞 癌 １３ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ５３ 小 細 胞 癌 ４

腺扁平上皮癌 ９ 腺扁平上皮癌 ０

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ７５ 不 明 ４

計 ８７９ 計 ５２

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む

（３） 原発性肺癌の手術症例（５２７例、

手術率：６０．０％）

ａ．臨床病期、術後病期

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ２例 ０ccult ２例

�Ａ ２９３（５５．６） �Ａ ２５８（４９．０）

�Ｂ １１１ �Ｂ １１７

�Ａ １３ �Ａ １９

�Ｂ ３３ �Ｂ ３８

�Ａ ５７ �Ａ ５８

�Ｂ １２ �Ｂ ２１

� ６ � １４

計 ５２７ 計 ５２７

〔Ｈ２０年度集計〕

原発性肺癌の手術症例

（３９例、手術率：７５．０％）

臨床病期（％） 術後病期（％）

０ccult ０例 ０ccult ０例

�Ａ ２２（５６．４） �Ａ ２１（５３．８）

�Ｂ １２ �Ｂ １３

�Ａ ０ �Ａ ０

�Ｂ ２ �Ｂ ３

�Ａ ３ �Ａ ２

�Ｂ ０ �Ｂ ０

� ０ � ０

計 ３９ 計 ３９

ｃ．根治度 〔平成２０年度集計〕

根治度分類 （％） 根治度分類 （％）

絶対的治癒手術 ３８５例（７３．１）�
�
�
４５１
（８５．６％）

絶対的治癒手術 ２３例（５９．０）�
�
�
２６
（６６．７％）相対的治癒手術 ６６ 相対的治癒手術 ３

相対的非治癒手術 ４１ 相対的非治癒手術 １３

絶対的非治癒手術 ２８ 絶対的非治癒手術 ０

不 明 ７ 不 明 ０

計 ５２７ 計 ３９

ｂ．組織型分類 〔２０年度集計〕

組織型 （％） 組織型 （％）

扁平上皮癌 １２９例 扁平上皮癌 ５例

腺 癌 ３６１（６８．５） 腺 癌 ３２（８２．１）

大 細 胞 癌 １１ 大 細 胞 癌 １

小 細 胞 癌 ６ 小 細 胞 癌 ０

腺扁平上皮癌 １０ 腺扁平上皮癌 ０

腺様嚢胞癌 １ 腺様嚢胞癌 ０

不 明 ９ 不 明 １

計 ５２７ 計 ３９

※１例 扁平上皮癌と腺癌の同時多発癌を含む
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（４） 腫瘍径

腫瘍径
（�）

Ｈ１０年度
（％）

Ｈ１１年度
（％）

Ｈ１２年度
（％）

Ｈ１３年度
（％）

Ｈ１４年度
（％）

Ｈ１５年度
（％）

Ｈ１６年度
（％）

Ｈ１７年度
（％）

Ｈ１８年度
（％）

Ｈ１９年度
（％）

Ｈ２０年度
（％）

０～１０ １ ２ １ ０ ２ １ ２ ４ ２ ４ ３

１１～２０ ９（２２．５） １０ １５（３５．７）１１（３６．７）１７（３５．４） １１ １７（３４．７） １１ ２６（４１．９）１４（３１．８）２１（４０．４）

２１～３０ ６ １５（３６．６） ７ ６ １３ １３ １０ １６（２８．６） １５ １８ ６

３１～４０ ６ ９ ８ ９ ８ １７（２６．２） １２ １１ １０ ５ １４

４１～５０ ７ １ ３ １ ３ ８ ４ ４ ２ ３ ５

５１～ ７ ２ ６ ３ ３ １３ ５ ６ ４ １ １

不明 ４ ２ ２ ０ ２ ２ ０ ５ ３ ３ ２

計 ４０ ４１ ４２ ３０ ４８ ６５ ５０ ５７ ６２ ４８ ５２

平均 ３７．１� ２７．９� ３２．２� ３３．５� ２８．８� ３８．７� ２９．６� ３０．６� ２６．０� ２４．６� ２６．１�

最高 ９０� ７０� ８０� １００� ８５� １４５� ７０� ８５� ５９� ５７� ７１�

５）転移性肺腫瘍（１０５例）

大腸がん：２６例 甲状腺癌：１０例 腎 臓 癌：１０例 乳 癌：９例 肝 臓 癌：７例

前立腺癌：７例 胆のう癌：３例 卵 巣 癌：２例 胃 癌：３例 肺 癌：２例

子 宮 癌：３例 尿 管 癌：４例 胆 管 癌：３例 食 道 癌：２例 膵 臓 癌：２例

顎 下 腺：１例 子宮肉腫：１例 胸 腺 癌：１例 肛 門 癌：１例 膀 胱 癌：１例

咽 頭 癌：１例 後腹膜腫瘍：１例 不 明：５例

６）平成２０年度原発性肺がん確定者の施設検診と車検診の比較

施 設 検 診 車 検 診

受診者数 １４，５３７ ３１，４７８

要精検数

６６４（４．６％）

東部：４８６（３．７％）

中部：１７８（１４．４％）

西部：―

１，３７７（４．４％）

東部：１９１（２．３％）

中部：６４５（６．４％）

西部：５４１（４．２％）

確定者数 ２０名（０．１３８％） ３２名（０．１０２％）

発見方法
E１判定 １７名

E２判定 ３名

E１判定 ２２名

E２判定 １０名

年 齢 ７２．４歳 ７２．６歳

性 差 男９名、女１１名 男１３名、女１９名

臨床病期

�Ａ１１名、�Ｂ４名

�Ａ０名、�Ｂ１名

�Ａ１名、�Ｂ２名

�１名

�Ａ１４名、�Ｂ８名

�Ａ１名、�Ｂ１名

�Ａ５名、�Ｂ０名

�３名

組 織 型

扁平上皮癌２名、腺癌１３名

大細胞癌１名、小細胞癌２名

不明２名

扁平上皮癌２名、腺癌２６名

大細胞癌０名、小細胞癌２名

不明２名

手 術 あり１５名、なし５名 あり２４名、なし８名

腫 瘍 径 ２５．３� ２６．５�
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4.44
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24.5
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がん発見率 要精検率 
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原発性肺癌（878例） 
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―年代別― 

時間 
0 300200 250 （月） 15010050

P＜0.0001

5y：35.6％ 

10y：19.7％ 

5y：50.5％ 

10y：34.4％ 

1987―1996（n＝290） 
1997―2008（n＝588） 
全体（n＝878） 

　5y：45.2％ 
10y：27.7％ 
15y：20.5％ 

100
（％） 

80

60

40

20

0

累
積
生
存
率
 

―性別― 

時間 
0 300250200 （月） 15010050

P＜0.0001
男性 
（n＝532） 

女性 
（n＝346） 

5y：39.5％ 

10y：21.7％ 

5y：54.2％ 

10y：38.0％ 

100
（％） 

80

60

40

20

0

累
積
生
存
率
 

―手術の有無別― 

時間 
0 300250200 （月） 15010050

P＜0.0001
手術なし 
（n＝325） 

手術あり 
（n＝526） 

5y：16.1％ 

10y：4.4％ 

5y：64.7％ 

10y：42.5％ 

100
（％） 

80

60

40

20

0

累
積
生
存
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―発見方法別― 

時間 
0 300200 250 （月） 15010050

P＝0.001

X線 
（n＝784） 

喀痰 
（n＝52） 

X線＋喀痰 
（n＝42） 

5y：46.0％ 

10y：10.7％ 

5y：53.8％ 

10y：33.6％ 

5y：21.3％ 
10y：28.0％ 

７）肺癌検診の受診率・精検率・がん発見率の推移 ８）検診で発見された肺癌の推移

９）検診発見肺癌の予後
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―治療法別― 

時間 
0 300 （月） 250 200 150 100 50 

　　手術 
（n＝483）5y：65.7％ 
　　手術＋ 
　　放or化 
（n＝43）5y：54.7％ 

　　放＋化 
（n＝84）5y：21.2％ 
　　放 
（n＝52）5y：14.7％ 
　　化 
（n＝66）5y：8.6％ 
　　無治療 
（n＝148）5y：17.6％ 

5y：65.7％ 

10y：42.8％ 
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（n＝190） 

5y：64.3％ 

5y：79.6％ 

5y：35.0％ 
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―組織型別― 

時間 
0 300250200 （月） 15010050

腺癌（n＝493） 
扁平上皮癌（n＝233） 
小細胞癌（n＝53） 

P＝0.001

5y：35.0％ 

5y：56.0％ 

10y：35.9％ 

5y：10.7％ 
10y：20.7％ 
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―臨床病期別― 

時間 
0 300250200 （月） 15010050

�A 
（n＝348） 
�B 
（n＝144） 
�A 
（n＝24） 
�B 
（n＝56） 
�A 
（n＝117） 
�B 
（n＝58） 
� 
（n＝99） 

5y：72.0％ 

10y：49.4％ 

１０）施設検診と車検診の予後の比較
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４．乳 が ん 検 診

１．乳がん検診実績
平成１７年度より４０歳以上を対象者とし、同一人が隔年でマンモグラフィ併用検診を行うことに検診

内容が変更となった。平成２０年度の対象者数は１１８，６７６人で、受診者数１４，６２４人、受診率は１２．３％で

あった。なお、２年合わせた平成２０年度の最終受診率は結果的に２４．０％となった。

要精検者数は１，１３５人、要精検率は７．７６％で前年度より１．９ポイント減少した。精検受診者数は

１，０５１人、精検受診率は９２．６％と前年度を０．５４ポイント減少した。この結果、乳がんが４８人発見され、

がん疑いは４人発見された。発見率は０．３３％、陽性反応適中度は４．５７％であった。前年度に比して、

１１人減少し、がん発見率も０．０９ポイント減少した。

要精検率は全国平均の８％をやや下回って、マンモグラフィ読影の精度管理が向上したものと思わ

れる。地区別でみると東部８．５４％、西部６．４７％、中部８．５９％と西部が特に低下していた。地区別のが

ん発見率は、東部０．３２％、中部０．１３％、西部０．４５％。陽性反応適中度はそれぞれ４．１％、１．６％、

７．４％と西部が良好な成績であった。この成績の違いの原因を考えると、東部では視触診の要精検例

が多くなっているのに反し、西部ではマンモグラフィを見ながら視触診を行っているところもあり、

これらが影響していると思われる。

２．乳がん検診発見乳がん確定調査結果
平成２０年度に発見された乳がんまたは乳がん疑い５６例（視触診のみで発見されたがん４例も含める）

について確定調査を行った結果、５２例（両側１例）が確定乳がんで、良性２例、調査中１例であった。

確定乳がんは５２例中５例が非浸潤がんであり、マンモグラフィによる非触知乳がんの発見が３２例

（６１．５％）で１７．２％の増加であり、乳がん検診の目的である死亡率減少効果が期待されそうである。

一次検診要精検例のうちマンモグラフィで異常がなく、視触診のみ異常があったものが５例あり、マ

ンモグラフィの撮影条件や読影等の検討が必要と思われる。また、初回検診例が５７．７％と過半数を超

えており、非触知乳癌の増加に貢献していると思われる。
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要精検率・がん発見率・確定がん率の推移 

H15 H16 H17 H18 H19

10.08

3.54

10.82

3.36

0.52
0.15 0.15

0.31
0.54

9.69 7.76

0.42 0.33

0.47
0.34

0.14 0.14

0.31

H20

乳がん発見率 確定がん率 要精検率 

（１） 乳がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １２７，９４５ １２５，２７０ １１２，３８４ １０９，６３４ １０８，２９２ １１８，６７６

受 診 者 数（人） Ｂ ３１，５３９ ２９，８８８ １７，２３７ １３，９５６ １４，１３４ １４，６２４

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ
（国算定方法） ３１．７ ２６．１ ２４．８ ２４．０

２４．７ ２３．９ １５．３ １２．７ １３．１ １２．３

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ３０，４２４ ２８，８８５ １５，４９９ １２，４４６ １２，７６５ １３，４８９

要 精 検 者 数（人） Ｅ １，１１５ １，００３ １，７３８ １，５１０ １，３６９ １，１３５

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ３．５４ ３．３６ １０．０８ １０．８２ ９．６９ ７．７６

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ９８５ ８７５ １，５４５ １，３７０ １，２７５ １，０５１

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ８８．３ ８７．２ ８８．９ ９０．７ ９３．１ ９２．６

精密検査結果

乳 が ん の 者（人） Ｉ ４３（６） ４３（３） ５３（７） ７３（７） ５９（８） ４８（４）

乳がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．１４ ０．１４ ０．３１ ０．５２ ０．４２ ０．３３

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ４．４ ４．９ ３．４ ５．３ ４．６ ４．６

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ ４６ ４６ ５３ ７５ ６７ （５２）４９

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．１５ ０．１５ ０．３１ ０．５４ ０．４７ ０．３４

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値はがん疑いの者の数を外数で計上
※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上
※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者数を分母として算出
※４ 平成１９年度報告より、視触診のみの受診者数を除く受診結果を計上
※５ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

（ ）内の数値は、視触診のみ検診で発見された者を含む

（２） 平成２０年度乳がん検診結果（視触診及びマンモグラフィ併用）

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢
対象者数
（人）

一次検診
受診者数

受診率
（％）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％） 要精検者数 要精検率（％）
ａ ｂ c＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ ｆ ｇ＝ｆ／ｂ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ ｋ＝ｉ／ｂ

４０～４４歳 ４，２０７ １，４３０ ３４．０ １６３ １，２６７ １１．４０ ４３ ３．０１ １１０ ７．６９ １０ ０．７０

４５～４９歳 ４，４６０ １，３１６ ２９．５ １７１ １，１４５ １２．９９ ２７ ２．０５ １１９ ９．０４ ２５ １．９０

５０～５４歳 ６，５１８ １，５５８ ２３．９ １５６ １，４０２ １０．０１ ２９ １．８６ １１９ ７．６４ ８ ０．５１

５５～５９歳 ９，６３０ １，７４７ １８．１ １２６ １，６２１ ７．２１ ２８ １．６０ ９３ ５．３２ ５ ０．２９

６０～６４歳 １２，７３５ ２，７０６ ２１．２ １８９ ２，５１７ ６．９８ ４１ １．５２ １３９ ５．１４ ９ ０．３３

６５～６９歳 １５，５２９ ２，２９５ １４．８ １２０ ２，１７５ ５．２３ ２４ １．０５ ９１ ３．９７ ５ ０．２２

７０～７４歳 １８，２４８ ２，１１８ １１．６ １２３ １，９９５ ５．８１ ３３ １．５６ ８７ ４．１１ ３ ０．１４

７５～７９歳 １８，１２９ ９９４ ５．５ ５９ ９３５ ５．９４ １７ １．７１ ４０ ４．０２ ２ ０．２０

８０歳以上 ２９，２２０ ４６０ １．６ ２８ ４３２ ６．０９ ５ １．０９ ２１ ４．５７ ２ ０．４３

計 １１８，６７６ １４，６２４ １２．３ １，１３５ １３，４８９ ７．７６ ２４７ １．６９ ８１９ ５．６０ ６９ ０．４７
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精密検査結果 

乳がん 
4.6％ 

異常認めず 
54.1％ 

その他の疾病 
40.9％ 

乳がん疑い 
0.4％ 

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精検受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｌ ｍ＝ｌ／ｄ ｎ ｏ＝ｎ／ｂ ｐ＝ｎ／ｌ

４０～４４歳 １５３ ９３．９ ７０ ７８ １ ４ ０．２８ ２．６

４５～４９歳 １５５ ９０．６ ６７ ７７ １ １０ ０．７６ ６．５

５０～５４歳 １４３ ９１．７ ８０ ５９ ０ ４ ０．２６ ２．８

５５～５９歳 １１５ ９１．３ ６４ ４８ ０ ３ ０．１７ ２．６

６０～６４歳 １７３ ９１．５ １０７ ５７ １ ８ ０．３０ ４．６

６５～６９歳 １１５ ９５．８ ５９ ５１ ０ ５ ０．２２ ４．４

７０～７４歳 １１４ ９２．７ ７５ ３１ ０ ８ ０．３８ ７．０

７５～７９歳 ５５ ９３．２ ３２ ２０ １ ２ ０．２０ ３．６

８０歳以上 ２８ １００．０ １５ ９ ０ ４ ０．８７ １４．３

計 １，０５１ ９２．６ ５６９ ４３０ ４ ４８ ０．３３ ４．６

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診
受診者数
（人）

一次検診結果
要精検率
（％）

視触診のみ要精検 マンモグラフィのみ要精検 視触診・マンモともに要精検

要精検者数 異常認めず 要精検者数 要精検率
（％） 要精検者数 要精検率

（％） 要精検者数 要精検率
（％）

a′ b′ c′＝b′／a′ d′ e′＝d′／a′ f′ g′＝f′／a′ h′ i′＝h′／a′

保健事業団 ６，５０７ ４７６ ６，０３１ ７．３２ １０２ １．５７ ３５７ ５．４９ １７ ０．２６

病 院 ５，９２９ ５００ ５，４２９ ８．４３ １２２ ２．０６ ３４２ ５．７７ ３６ ０．６１

診 療 所 １，３０６ １１５ １，１９１ ８．８１ １０ ０．７７ ９３ ７．１２ １２ ０．９２

そ の 他 ８８２ ４４ ８３８ ４．９９ １３ １．４７ ２７ ３．０６ ４ ０．４５

計 １４，６２４ １，１３５ １３，４８９ ７．７６ ２４７ １．６９ ８１９ ５．６０ ６９ ０．４７

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精 密 検 査
受診率（％）

精 密 検 査 結 果 乳 が ん
発見率（％）

陽 性 反 応
適中度（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

j k′＝j′／b′ l′ m′＝l′／a′ n′＝l′／j′

保健事業団 ４４１ ９２．６ ２７０ １５２ ２ １７ ０．２６ ３．９

病 院 ４５９ ９１．８ ２２９ ２１１ ２ １７ ０．２９ ３．７

診 療 所 １０９ ９４．８ ４８ ５０ ０ １１ ０．８４ １０．１

そ の 他 ４２ ９５．５ ２２ １７ ０ ３ ０．３４ ７．１

計 １，０５１ ９２．６ ５６９ ４３０ ４ ４８ ０．３３ ４．６

３９



４
）
平
成
２０
年
度
乳
が
ん
検
診
受
診
状
況
（
視
触
診
及
び
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併
用
）

市
町
村
名
対
象
者
数

受
診
者
数

要
精
検
者
数

精
密
検
査
結
果
別
人
員

車
検
診
施
設
検
診

計
受
診
率

（
％
）

車
検
診
施
設
検
診

計
要
精
検
率

（
％
）

精
検

受
診
者
数

Ｊ

精
検
受
診

率
（
％
）

異
常

認
め
ず

そ
の
他

の
疾
病

が
ん
疑
い
が
ん

有
所

見
者

が
ん
発
見

率
（
％
）

陽
性
反
応

適
中
度（
％
）

Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
３５
，８
１７

１
，２
６３

２
，８
１９

４
，０
８２

１１
．４

１４
１

２５
９

４０
０

９
．８
０

３６
０

９０
．０

２１
１

１３
３

１
１５

１４
９

０
．３
７

４
．２

米
子
市
２６
，９
６８

７２
８

２
，７
０８

３
，４
３６

１２
．７

３７
２２
９

２６
６

７
．７
４

２５
６

９６
．２

１０
２

１３
６

０
１８

１５
４

０
．５
２

７
．０

倉
吉
市
１０
，９
２１

３９
９

３５
４

７５
３

６
．９

３６
２９

６５
８
．６
３

５９
９０
．８

３１
２４

２
２

２８
０
．２
７

３
．４

境
港
市

６
，８
２８

７０
０

７０
１
．０

４
０

４
５
．７
１

４
１０
０
．０

２
２

０
０

２
０
．０
０

０
．０

岩
美
町

２
，８
９５

６９
０

０
６９
０

２３
．８

３０
０

３０
４
．３
５

２９
９６
．７

１５
１１

０
３

１４
０
．４
３

１０
．３

八
頭
町

４
，１
０１

７２
４

８
７３
２

１７
．８

５９
１

６０
８
．２
０

５６
９３
．３

３２
２３

０
１

２４
０
．１
４

１
．８

若
桜
町

１
，１
６１

１８
９

０
１８
９

１６
．３

９
０

９
４
．７
６

８
８８
．９

６
２

０
０

２
０
．０
０

０
．０

智
頭
町

２
，０
８６

０
２５
６

２５
６

１２
．３

０
９

９
３
．５
２

８
８８
．９

７
１

０
０

１
０
．０
０

０
．０

湯
梨
浜
町

３
，５
５１

２９
９

９２
３９
１

１１
．０

３２
９

４１
１０
．４
９

３８
９２
．７

２５
１３

０
０

１３
０
．０
０

０
．０

三
朝
町

１
，６
８７

２９
８

０
２９
８

１７
．７

２５
０

２５
８
．３
９

２３
９２
．０

１４
９

０
０

９
０
．０
０

０
．０

北
栄
町

３
，４
００

６３
９

１３
０

７６
９

２２
．６

４５
１１

５６
７
．２
８

５２
９２
．９

３５
１５

０
２

１７
０
．２
６

３
．８

琴
浦
町

４
，４
３６

７６
６

１３
２

８９
８

２０
．２

６１
１９

８０
８
．９
１

７８
９７
．５

５４
２４

０
０

２４
０
．０
０

０
．０

南
部
町

２
，６
０８

２６
５

１８
５

４５
０

１７
．３

７
１１

１８
４
．０
０

１６
８８
．９

７
８

０
１

９
０
．２
２

６
．３

伯
耆
町

２
，８
４４

３５
１

１２
１

４７
２

１６
．６

１６
７

２３
４
．８
７

２０
８７
．０

６
１２

０
２

１４
０
．４
２

１０
．０

日
吉
津
村

５８
２

７４
５７

１３
１

２２
．５

１
２

３
２
．２
９

３
１０
０
．０

１
２

０
０

２
０
．０
０

０
．０

大
山
町

４
，７
０２

３１
４

１６
４

４７
８

１０
．２

６
１２

１８
３
．７
７

１５
８３
．３

６
６

１
２

９
０
．４
２

１３
．３

日
南
町

１
，９
５７

１８
８

０
１８
８

９
．６

５
０

５
２
．６
６

５
１０
０
．０

４
０

０
１

１
０
．５
３

２０
．０

日
野
町

１
，１
６５

１３
２

３０
１６
２

１３
．９

６
１

７
４
．３
２

６
８５
．７

５
１

０
０

１
０
．０
０

０
．０

江
府
町

９６
７

０
１７
９

１７
９

１８
．５

０
１６

１６
８
．９
４

１５
９３
．８

６
８

０
１

９
０
．５
６

６
．７

合
計
１１
８
，６
７６

７
，３
８９

７
，２
３５

１４
，６
２４

１２
．３

５２
０

６１
５

１
，１
３５

７
．７
６

１
，０
５１

９２
．６

５６
９

４３
０

４
４８

４８
２

０
．３
３

４
．６

東
部
４６
，０
６０

２
，８
６６

３
，０
８３

５
，９
４９

１２
．９

２３
９

２６
９

５０
８

８
．５
４

４６
１

９０
．７

２７
１

１７
０

１
１９

１９
０

０
．３
２

４
．１

中
部
２３
，９
９５

２
，４
０１

７０
８

３
，１
０９

１３
．０

１９
９

６８
２６
７

８
．５
９

２５
０

９３
．６

１５
９

８５
２

４
９１

０
．１
３

１
．６

西
部
４８
，６
２１

２
，１
２２

３
，４
４４

５
，５
６６

１１
．４

８２
２７
８

３６
０

６
．４
７

３４
０

９４
．４

１３
９

１７
５

１
２５

２０
１

０
．４
５

７
．４

４０



【参考】

●平成２０年度乳がん検診（視触診のみ）

１）一次検診結果

年 齢
対 象 者 数
（人）

一 次 検 診
受 診 者 数 受診率（％）

一 次 検 診 結 果 要精検率
（％）要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

４０～４４歳 ４，２０７ ５９ １．４ ３ ５６ ５．０８

４５～４９歳 ４，４６０ ６２ １．４ ７ ５５ １１．２９

５０～５４歳 ６，５１８ ５９ ０．９ ８ ５１ １３．５６

５５～５９歳 ９，６３０ ６９ ０．７ ８ ６１ １１．５９

６０～６４歳 １２，７３５ １１４ ０．９ ７ １０７ ６．１４

６５～６９歳 １５，５２９ １６４ １．１ ９ １５５ ５．４９

７０～７４歳 １８，２４８ ２４９ １．４ １０ ２３９ ４．０２

７５～７９歳 １８，１２９ １５５ ０．９ １ １５４ ０．６５

８０歳以上 ２９，２２０ ６９ ０．２ ３ ６６ ４．３５

計 １１８，６７６ １，０００ ０．８ ５６ ９４４ ５．６０

２）精密検査結果（年齢階級別）

年齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｆ

４０～４４歳 ３ １００．０ １ ２ ０ ０ ０．００ ０．０

４５～４９歳 ５ ７１．４ １ ４ ０ ０ ０．００ ０．０

５０～５４歳 ８ １００．０ ３ ４ ０ １ １．６９ １２．５

５５～５９歳 ８ １００．０ ６ １ ０ １ １．４５ １２．５

６０～６４歳 ５ ７１．４ ３ １ ０ １ ０．８８ ２０．０

６５～６９歳 ９ １００．０ ６ ３ ０ ０ ０．００ ０．０

７０～７４歳 １０ １００．０ ７ ２ ０ １ ０．４０ １０．０

７５～７９歳 １ １００．０ １ ０ ０ ０ ０．００ ０．０

８０歳以上 ３ １００．０ ２ １ ０ ０ ０．００ ０．０

計 ５２ ９２．９ ３０ １８ ０ ４ ０．４０ ７．７

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一 次 検 診
受 診 者 数

（人）

一 次 検 診 結 果 要 精 検 率
（％）要 精 検 者 数 異 常 認 め ず

a′ b′ c′＝b′／a′

保健事業団 １５３ ６ １４７ ３．９２

病 院 ３８８ ２９ ３５９ ７．４７

診 療 所 ４５９ ２１ ４３８ ４．５８

計 １，０００ ５６ ９４４ ５．６０

４１



精密検査結果 

乳がん 
7.7％ 

異常認めず 
57.7％ 

その他の疾病 
34.6％ 

乳がん疑い 
0.0％ 

ｂ．精密検査結果

一次検診機関

精密検査
受診者数
（人）

精密検査
受診率
（％）

精 密 検 査 結 果 乳がん
発見率
（％）

陽性反応
適中度
（％）異常認めず その他の疾病 乳がん疑い 乳がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／d′

保健事業団 ６ １００．０ ５ １ ０ ０ ０．００ ０．０

病 院 ２７ ９３．１ １７ ７ ０ ３ ０．７７ １１．１

診 療 所 １９ ９０．５ ８ １０ ０ １ ０．２２ ５．３

計 ５２ ９２．９ ３０ １８ ０ ４ ０．４０ ７．７

４２
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（４） 平成２０年度検診発見乳がん追跡調査結果

１）登録届け出数 ５６（視触診のみで発見された「がん：４例」含む）

確定乳癌 ５２（両側 １例）

良性２、調査中１、経過観察中１。

鳥取市１５、米子市１８、倉吉市３、境港市１

岩美町３、八頭町１、湯梨浜町１、伯耆町２

北栄町２、大山町３、南部町１、日南町１、江府町１

２）年齢構成 平均年齢 ６０．８歳

一次検診医の診断

要精検 ２０（MMGで所見無し ５例。未実施 ４例）

異常なし（＝MMG発見）３２

３）病期分類

４）組織型

非浸潤癌５ リンパ節転移の有無 n＝３９

浸潤癌４５、不明２ MMG発見 ６／２４（２５％）、１個

硬癌 １８ 一次要精査 ５／１５（３３％）、１―２個

乳頭腺管癌 １６

充実腺管癌 ４

その他 ８（小葉癌２、粘液癌２）

４４



５）検診歴

初回検診 ３０例（５７．７％）

繰り返し検診 Ｈ１８年 ７例、平成１７年 ５例

６）手術術式 手術数 ４９

乳房温存術 乳房切除術

MMG発見 ２２ ９

一次要精査 １１ ７

３３ １６

腋窩郭清 あり SLNB なし

MMG発見 １７ １３ １

一次要精査 ８ ８ ２

７）薬物治療 化学療法 内分泌療法

MMG発見 ５／３１（１６．１％） ２８／３１（９０．３％）

一次要精査 ７／１８（３８．９％） １５／１８（８３．３％）

まとめ

１．平成２０年度検診発見乳癌は５２例で、非浸潤癌は５例であった。４０歳代が増加した。

２．マンモグラフィによる非触知乳癌の発見が３２例（６１．５％）と増加した。

３．一次検診要精検例でマンモグラフィ異常なしが５例あった。

４．初回検診例が５７．７％と過半数を超えた。

５．触知例では３８．９％に化学療法が行われた。

４５



５．大 腸 が ん 検 診

１．大腸がん検診実績
平成１８年度から全市町村で１日２個法によるがん検診が実施された。

平成２０年度対象者数（４０歳以上のうち職場等で受診機会のない者として厚生労働省が示す算式によ

り算定した推計数）は１８８，１８６人で、このうち受診者数は４８，４０９人、受診率は２５．７％であった。昨年

より３．８％減であった。このうち要精検者数は３，９１２人で、要精検率８．１％、精検受診者は２，８５８人、精

検受診率７３．１％であった。対象者数は全市町村で国が示している対象者の算定方法を取り入れられた

結果、平成１９年度より１２，８１９人増えた。

精密検査の結果、大腸がんは１３８人で昨年より７人減少した。大腸がん疑いは５人であった。がん

発見率は０．２９％で昨年より０．０１ポイント増であった。陽性反応適中度は４．８％であった。

要精検率は東部７．６％、中部６．７％、西部９．１％、がん発見率は東部０．３２１％、中部０．３１４％、西部

０．２３５％、陽性反応適中度は東部５．６％、中部６．３％、西部３．６％であった。また、昨年に比べ地域検診

と施設検診の要精検率の格差が縮まった。

西部地区におけるがん発見率が低い状況が見られるが、西部においては注腸読影が多く行われてお

り、その辺りが影響していると思われる。

検診機関別の要精検率は、鳥取県保健事業団６．０％、中国労働衛生協会４．７％、病院８．３％、診療所

９．９％であった。

２．大腸がん検診発見大腸がん確定調査結果
検診で発見された大腸がん１４３例について確定調査を行った結果、確定癌１３６例（地域検診４１例、施

設検診９５例）であった。そのうち早期がんは８９例、早期癌率は６５．４％であった。

調査の結果は、以下のとおりであった。

（１） 性及び年齢では男女とも６５歳以上からがんが多く発見された。

（２） 部位では「Ｒ」と「Ｓ」が５０．７％、早期癌の肉眼分類では「Ip」「Isp」が４８．３％であった。深

達度は０型が多かったため、ｍが６４例（４７．０％）、smが２５例（１８．４％）であった。

（３） 大きさは、１０�以下が３４例（２５．０％）であった。

（４） Dukes分類は「Ａ」が８５．３％、組織型分類は「Well」が５３．７％、「Mod」が４０．４％であった。

（５） 治療方法は外科手術が５１例（３７．５％）、内視鏡下手術１８例（１３．２％）、内視鏡治療は６６例（４８．５％）

であった。内視鏡下手術が近年増加傾向にあるようである。

（６） 逐年検診発見進行大腸がんは１４例（東部６例、中部１例、西部７例）であった。１４例中１０例は

前年度の便潜血検査結果が陰性であった。精検未受診者が１例、精密検査の結果、異常なしと診

断されたものが２例であった。

４６



0

10

20

30

50

70

40

60

80
％ 

受診率・要精検率・精検受診率 

H15 H16 H17 H18 H19

受診率 要精検率 精検受診率 

73.2 73.1

66.4

8.2 8.19.2

29.4

72.6

8.3

29.5
25.7

31.4

67.9

8.0

31.1

69.2

8.6

28.9

H20
0.10

0.40

0.30

0.20

％ 
がん発見率・確定がん率 

H15 H16 H17 H18

0.28
0.26

0.22

0.27

0.30
0.29

0.27

0.23

0.27

0.31

0.28

0.29

大腸がん発見率 

H20H19

確定がん率 

（１） 大腸がん検診の受診者数及び受診率の推移

区 分 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

一 次 検 診

対 象 者 数（人） Ａ １７９，２７４ １７４，３００ １８０，３６６ １７６，７９４ １７５，３６７ １８８，１８６

受 診 者 数（人） Ｂ ５６，２１８ ５４，１７０ ５２，０４５ ５２，０２６ ５１，７７３ ４８，４０９

受 診 率（％）Ｃ＝Ｂ／Ａ ３１．４ ３１．１ ２８．９ ２９．４ ２９．５ ２５．７

一次検診結果

異 常 認 め ず（人） Ｄ ５１，０２４ ４９，８１８ ４７，５６９ ４７，７８２ ４７，４６８ ４４，４９７

要 精 検 者 数（人） Ｅ ５，１９４ ４，３５２ ４，４７６ ４，２４４ ４，３０５ ３，９１２

要 精 検 率（％）Ｆ＝Ｅ／Ｂ ９．２ ８．０ ８．６ ８．２ ８．３ ８．１

精 密 検 査
精検受診者数（人） Ｇ ３，４４９ ２，９５５ ３，０９７ ３，１０８ ３，１２６ ２，８５８

精 検 受 診 率（％）Ｈ＝Ｇ／Ｅ ６６．４ ６７．９ ６９．２ ７３．２ ７２．６ ７３．１

精密検査結果

大腸がんの者（人） Ｉ １４９（８） １２３（８） １３８（６） １５６（９） １４５（５） １３８（５）

大腸がん発見率（％）Ｊ＝Ｉ／Ｂ ０．２７ ０．２３ ０．２７ ０．３０ ０．２８ ０．２９

陽性反応適中度（％）Ｋ＝Ｉ／Ｇ ４．３ ４．２ ４．５ ５．０ ４．６ ４．８

確定調査結果
確 定 が ん 数（人） Ｌ １４７ １１９ １３９ １５９ １４９ １３６

確 定 が ん 率（％）Ｍ＝Ｌ／Ｂ ０．２６ ０．２２ ０．２７ ０．３１ ０．２９ ０．２８

※１ 精密検査結果欄の（ ）内の数値は「がん疑いの者」の数を外数で計上

※２ がん発見率及び陽性反応適中度は、平成１８年度報告から「がん」の者のみを計上

※３ 陽性反応適中度は、平成１９年度報告から精検受診者を分母として算出

※４ 確定がん数は、検診により発見された「がん」又は「がん疑い」の者を調査により計上

４７



（２） 平成２０年度大腸がん検診結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

対象者数（人）
一 次 検 診

受 診 者 数
受診率（％）

一次検診結果
要精検率（％）

要精検者数 異常認めず

ａ ｂ ｃ＝ｂ／ａ ｄ ｅ＝ｄ／ｂ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，１１５ ４，２０７ ３９９ ９９８１８．９２３．７２２．１ １７ ５０ ３８２ ９４８ ４．３ ５．０ ４．８

４５～４９歳 ２，５６０ ４，４６０ ４９２ １，１９５１９．２２６．８２４．０ ２８ ６４ ４６４ １，１３１ ５．７ ５．４ ５．５

５０～５４歳 ３，６３５ ６，５１８ ７１５ １，８３２１９．７２８．１２５．１ ４７ １０５ ６６８ １，７２７ ６．６ ５．７ ６．０

５５～５９歳 ５，１７０ ９，６３０ １，２６０ ３，０３８２４．４３１．５２９．０ ９４ １８５ １，１６６ ２，８５３ ７．５ ６．１ ６．５

６０～６４歳 ８，３１３ １２，７３５ ２，４２４ ４，５８８２９．２３６．０３３．３ １９５ ２６７ ２，２２９ ４，３２１ ８．０ ５．８ ６．６

６５～６９歳 １０，８２６ １５，５２９ ３，４７７ ５，３９５３２．１３４．７３３．７ ３１８ ４０９ ３，１５９ ４，９８６ ９．１ ７．６ ８．２

７０～７４歳 １２，９５５ １８，２４８ ３，６６３ ５，８８４２８．３３２．２３０．６ ３７２ ４４５ ３，２９１ ５，４３９１０．２ ７．６ ８．６

７５～７９歳 １１，８９８ １８，１２９ ３，０１７ ４，４５８２５．４２４．６２４．９ ３３１ ３６９ ２，６８６ ４，０８９１１．０ ８．３ ９．４

８０歳以上 １２，０３８ ２９，２２０ ２，３１４ ３，２６０１９．２１１．２１３．５ ２７５ ３４１ ２，０３９ ２，９１９１１．９１０．５１１．１

計 ６９，５１０ １１８，６７６１７，７６１３０，６４８２５．６２５．８２５．７１，６７７２，２３５１６，０８４２８，４１３ ９．４ ７．３ ８．１

合 計 １８８，１８６ ４８，４０９ ２５．７ ３，９１２ ４４，４９７ ８．１

２）精密検査結果（年齢階級別）

年 齢

精密検査
受診者数
（人）

精密検査受診率

（％）

精密検査結果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

ｆ ｇ＝ｆ／ｄ ｈ ｉ＝ｈ／ｂ ｊ＝ｈ／ｆ

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １０ ３４５８．８ ６８．０ ６５．７ ５ １８ ５ １５ ０ ０ ０ １ ０．００００．１０００．０７２ ０．０ ２．９ ２．３

４５～４９歳 １９ ４２６７．９ ６５．６ ６６．３ ５ ２６ １３ １５ ０ ０ １ １ ０．２０３０．０８４０．１１９ ５．３ ２．４ ３．３

５０～５４歳 ２３ ７２４８．９ ６８．６ ６２．５ ９ ３６ １３ ３３ ０ ０ １ ３ ０．１４００．１６４０．１５７ ４．３ ４．２ ４．２

５５～５９歳 ５７ １４８６０．６ ８０．０ ７３．５ １３ ７０ ４３ ６８ ０ ０ １ １０ ０．０７９０．３２９０．２５６ １．８ ６．８ ５．４

６０～６４歳 １４４ ２２４７３．８ ８３．９ ７９．７ ３６ １０１ ９７ １１４ １ １ １０ ８ ０．４１３０．１７４０．２５７ ６．９ ３．６ ４．９

６５～６９歳 ２２６ ３１９７１．１ ７８．０ ７５．０ ４５ １３７ １６０ １７１ ０ ０ ２１ １１ ０．６０４０．２０４０．３６１ ９．３ ３．４ ５．９

７０～７４歳 ２８５ ３３８７６．６ ７６．０ ７６．３ ７５ １４６ １９３ １８２ １ ０ １６ １０ ０．４３７０．１７００．２７２ ５．６ ３．０ ４．２

７５～７９歳 ２４６ ２７２７４．３ ７３．７ ７４．０ ７６ １１２ １５１ １４９ １ ０ １８ １１ ０．５９７０．２４７０．３８８ ７．３ ４．０ ５．６

８０歳以上 １８５ ２１４６７．３ ６２．８ ６４．８ ６４ ８９ １１３ １１７ ０ １ ８ ７ ０．３４６０．２１５０．２６９ ４．３ ３．３ ３．８

計 １，１９５１，６６３７１．３ ７４．４ ７３．１ ３２８ ７３５ ７８８ ８６４ ３ ２ ７６ ６２ ０．４２８０．２０２０．２８５ ６．４ ３．７ ４．８

合計 ２，８５８ ７３．１ １，０６３ １，６５２ ５ １３８ ０．２８５ ４．８

４８



精密検査結果 その他の疾病の内訳 

大腸がん疑い 
0.2％ 

大腸がん 
4.8％ 

異常認めず 
37.2％ 

その他の疾病 
57.8％ 

その他　20.3％ 

クローン病　0.1％ 

ポリープ（腺腫） 
44.7％ 

潰瘍性大腸炎　0.2％ 

大腸憩室　11.0％ 

ポリープ（不明） 
13.9％ 

ポリープ（非腺腫） 
9.8％ 

３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診受診者数
（人）

一 次 検 診 結 果 要精検率（％）

要精検者数 異常認めず
a′ b′ c′＝b′／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 計

保 健 事 業 団 ６，９９３ １１，１８０ ５０７ ５８１ ６，４８６ １０，５９９ ７．３ ５．２ ６．０

フ ァ ル コ ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中国労働衛生協会 ２７９ ４００ １５ １７ ２６４ ３８３ ５．４ ４．３ ４．７

地 域 検 診 小 計 ７，２７２ １１，５８０ ５２２ ５９８ ６，７５０ １０，９８２ ７．２ ５．２ ５．９

病 院 ２，７３１ ４，９９１ ２８４ ３５６ ２，４４７ ４，６３５ １０．４ ７．１ ８．３

診 療 所 ７，７５８ １４，０７７ ８７１ １，２８１ ６，８８７ １２，７９６ １１．２ ９．１ ９．９

施 設 検 診 小 計 １０，４８９ １９，０６８ １，１５５ １，６３７ ９，３３４ １７，４３１ １１．０ ８．６ ９．４

計 １７，７６１ ３０，６４８ １，６７７ ２，２３５ １６，０８４ ２８，４１３ ９．４ ７．３ ８．１

合 計 ４８，４０９ ３，９１２ ４４，４９７ ８．１

ｂ．精密検査結果

一次検

診機関

精密検査受

診者数（人）

精密検査

受診率（％）

精 密 検 査 結 果 大腸がん発見率

（％）

陽性反応適中度

（％）異常認めず その他の疾病 大腸がん疑い 大腸がん

d′ e′＝d′／b′ f′ g′＝f′／a′ h′＝f′／d′

男 女 男 女 計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保健事業団 ３６０ ４７６７１．０ ８１．９ ７６．８ ９０ ２２８ ２４５ ２３１ １ １ ２４ １６ ０．３４３０．１４３０．２２０ ６．７ ３．４ ４．８

フ ァ ル コ ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

中国労働衛生協会 １１ １３７３．３ ７６．５ ７５．０ ６ ５ ４ ７ ０ ０ １ １ ０．３５８０．２５００．２９５ ９．１ ７．７ ８．３

地域検診小計 ３７１ ４８９７１．１ ８１．８ ７６．８ ９６ ２３３ ２４９ ２３８ １ １ ２５ １７ ０．３４４０．１４７０．２２３ ６．７ ３．５ ４．９

病 院 ２００ ２４８７０．４ ６９．７ ７０．０ ５０ １０４ １３８ １３５ １ ０ １１ ９ ０．４０３０．１８００．２５９ ５．５ ３．６ ４．５

診 療 所 ６２４ ９２６７１．６ ７２．３ ７２．０ １８２ ３９８ ４０１ ４９１ １ １ ４０ ３６ ０．５１６０．２５６０．３４８ ６．４ ３．９ ４．９

施設検診小計 ８２４１，１７４７１．３ ７１．７ ７１．６ ２３２ ５０２ ５３９ ６２６ ２ １ ５１ ４５ ０．４８６０．２３６０．３２５ ６．２ ３．８ ４．８

計 １，１９５１，６６３７１．３ ７４．４ ７３．１ ３２８ ７３５ ７８８ ８６４ ３ ２ ７６ ６２ ０．４２８０．２０２０．２８５ ６．４ ３．７ ４．８

合 計 ２，８５８ ７３．１ １，０６３ １，６５２ ５ １３８ ０．２８５ ４．８

４９
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ
Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

Ｆ
Ｇ

Ｈ
＝
Ｆ
＋
Ｇ
Ｉ
＝
Ｈ
／Ｄ

Ｊ
Ｋ
＝
Ｊ
／Ｈ

Ｌ
Ｍ

Ｎ
Ｏ

Ｐ＝
Ｍ＋
Ｎ＋
Ｏ
Ｑ
＝
Ｏ
／Ｄ

Ｒ
＝
Ｏ
／Ｊ

鳥
取
市
５６
，２
０３

２
，３
２３

１２
，４
０１

１４
，７
２４

２６
．２

１３
２

１
，０
２１

１
，１
５３

７
．８

８６
６

７５
．１

３４
０

４７
１

１
５４

５２
６

０
．３
６７

６
．２

米
子
市
４１
，７
１８

０
１１
，７
３０

１１
，７
３０

２８
．１

０
１
，１
６８

１
，１
６８

１０
．０

７８
７

６７
．４

２９
６

４６
０

２
２９

４９
１

０
．２
４７

３
．７

倉
吉
市
１７
，３
２６

１
，６
３４

５８
０

２
，２
１４

１２
．８

１０
１

６０
１６
１

７
．３

１２
４

７７
．０

４１
７７

０
６
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４
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境
港
市
１０
，８
８７

０
２
，２
８８

２
，２
８８

２１
．０

０
２６
３

２６
３

１１
．５

２２
３

８４
．８

５４
１６
１

０
８

１６
９

０
．３
５０

３
．６

岩
美
町

４
，７
８１

１
，１
３１

１７
０

１
，３
０１

２７
．２

８１
８

８９
６
．８

７３
８２
．０

２２
４７

０
４

５１
０
．３
０７

５
．５
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頭
町

６
，６
１２

２
，７
８８

０
２
，７
８８

４２
．２

１８
９

０
１８
９

６
．８

１４
７

７７
．８

５９
８３

０
５

８８
０
．１
７９

３
．４

若
桜
町

１
，８
６４

４７
７

２３
５

７１
２

３８
．２

２４
１５

３９
５
．５

１７
４３
．６

７
８

０
２

１０
０
．２
８１

１１
．８

智
頭
町

３
，３
４３

３９
６

６５
１

１
，０
４７

３１
．３

１６
８３

９９
９
．５

７６
７６
．８

２６
４９

０
１

５０
０
．０
９６

１
．３

湯
梨
浜
町

５
，８
５６

８８
４

４５
０

１
，３
３４

２２
．８

５８
５０

１０
８

８
．１

８４
７７
．８

３０
４５

０
９

５４
０
．６
７５

１０
．７

三
朝
町

２
，７
５０

６７
２

２６
６９
８

２５
．４

４２
０

４２
６
．０

３２
７６
．２

１３
１９

０
０

１９
０
．０
００

０
．０

北
栄
町

５
，６
９９

２
，１
１５

２３
０

２
，３
４５

４１
．１

１２
０

２６
１４
６

６
．２

９９
６７
．８

３７
５５

０
７

６２
０
．２
９９

７
．１

琴
浦
町

７
，２
９８

１
，６
５７

４５
１
，７
０２

２３
．３

９４
４

９８
５
．８

７６
７７
．６

３４
３８

０
４

４２
０
．２
３５

５
．３

南
部
町

４
，１
８８

５７
１

６２
８

１
，１
９９

２８
．６

３４
６９

１０
３

８
．６

７６
７３
．８

２９
４５

０
２

４７
０
．１
６７

２
．６

伯
耆
町

４
，５
０２

１
，２
９８

０
１
，２
９８

２８
．８

５８
０

５８
４
．５

４９
８４
．５

１７
２９

０
３

３２
０
．２
３１

６
．１

日
吉
津
村

８９
７

３４
０

０
３４
０

３７
．９

２３
０

２３
６
．８

１４
６０
．９

７
６

０
１

７
０
．２
９４

７
．１

大
山
町

７
，６
８４

１
，１
１４

０
１
，１
１４

１４
．５

６４
０

６４
５
．７

４１
６４
．１

１６
２３

１
１

２５
０
．０
９０

２
．４

日
南
町

３
，１
８２

４８
８

８２
５７
０

１７
．９

３２
２５

５７
１０
．０

３６
６３
．２

１８
１６

１
１

１８
０
．１
７５

２
．８

日
野
町

１
，８
４３

３８
７

４１
４２
８

２３
．２

２６
０

２６
６
．１

１７
６５
．４

６
１１

０
０

１１
０
．０
００

０
．０

江
府
町

１
，５
５３

５７
７

０
５７
７

３７
．２

２６
０

２６
４
．５

２１
８０
．８

１１
９

０
１

１０
０
．１
７３

４
．８

合
計
１８
８
，１
８６

１８
，８
５２

２９
，５
５７

４８
，４
０９

２５
．７

１
，１
２０

２
，７
９２

３
，９
１２

８
．１

２
，８
５８

７３
．１

１
，０
６３

１
，６
５２

５
１３
８

１
，７
９５

０
．２
８５

４
．８

東
部
７２
，８
０３

７
，１
１５

１３
，４
５７

２０
，５
７２

２８
．３

４４
２

１
，１
２７

１
，５
６９

７
．６

１
，１
７９

７５
．１

４５
４

６５
８

１
６６

７２
５

０
．３
２１

５
．６

中
部
３８
，９
２９

６
，９
６２

１
，３
３１

８
，２
９３

２１
．３

４１
５

１４
０

５５
５

６
．７

４１
５

７４
．８

１５
５

２３
４

０
２６

２６
０

０
．３
１４

６
．３

西
部
７６
，４
５４

４
，７
７５

１４
，７
６９

１９
，５
４４

２５
．６

２６
３

１
，５
２５

１
，７
８８

９
．１

１
，２
６４

７０
．７

４５
４

７６
０

４
４６

８１
０

０
．２
３５

３
．６

５０



（３） 平成２０年度大腸がん検診発見大腸がん患者確定調査結果

表１ 報告癌と確定癌

地 域 検 診 施 設 検 診 計
総計

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部

報 告 癌 １７ １９ ８ ４４ ５０ ７ ４２ ９９ ６７ ２６ ５０ １４３

確 定 癌 １６ １９ ６ ４１ ５０ ７ ３８ ９５ ６６ ２６ ４４ １３６

腺 腫 １ ０ １ ２ ０ ０ ３ ３ １ ０ ４ ５

そ の 他 ０ ０ １ １ ０ ０ １ １ ０ ０ ２ ２

表２ 性及び年齢

年 齢 ４０～ ４５～ ５０～ ５５～ ６０～ ６５～ ７０～ ７５～ ８０～ 計

地

域

男 ０ １ ０ １ ３ ８ ５ ５ １ ２４

女 １ ０ １ ０ ３ ３ ５ ４ ０ １７

計 １ １ １ １ ６ １１ １０ ９ １ ４１

施

設

男 ０ ０ １ ０ ７ １４ １１ １２ ７ ５２

女 ０ １ ２ ９ ６ ７ ３ ７ ８ ４３

計 ０ １ ３ ９ １３ ２１ １４ １９ １５ ９５

計
男 ０ １ １ １ １０ ２２ １６ １７ ８ ７６

女 １ １ ３ ９ ９ １０ ８ １１ ８ ６０

総 計 １ ２ ４ １０ １９ ３２ ２４ ２８ １６ １３６

表３ 部 位

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

Ｐ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

Ｒ ５ ５ １ １１ １０ ０ １４ ２４ ３５（２５．７）

Ｓ ４ ６ １ １１ １３ ３ ７ ２３ ３４（２５．０）

Ｄ ０ １ １ ２ １ １ ２ ４ ６（４．４）

Ｔ ２ ４ １ ７ １２ ０ ２ １４ ２１（１５．４）

Ａ ５ １ １ ７ １１ ２ ７ ２０ ２７（１９．９）

Ｃ ０ ２ １ ３ ３ １ ６ １０ １３（９．６）

Ｖ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

計 １６ １９ ６ ４１ ５０ ７ ３８ ９５ １３６

５１



表４ 大きさ

大きさ

（�）

地 域 検 診 施 設 検 診
総計（％）

東部 中部 西部 小計 東部 中部 西部 小計

０～１０ ４ ９ １ １４ １１ ３ ６ ２０ ３４（２５．０）

１１～２０ ６ ６ ２ １４ １９ ２ ７ ２８ ４２（３０．９）

２１～５０ ６ ３ ３ １２ １７ １ １７ ３５ ４７（３４．６）

５１～ ０ １ ０ １ ３ １ ３ ７ ８（５．９）

不明 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５ ５ ５（３．７）

計 １６ １９ ６ ４１ ５０ ７ ３８ ９５ １３６

表６ ０型の肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

�p ４ １３ １７（１９．１）

�sp １０ １６ ２６（２９．２）

�s ６ １３ １９（２１．３）

�a ７ １１ １８（２０．２）

�a＋�c ２ ４ ６（６．７）

�b ０ ０ ０

�c ０ ２ ２（２．２）

� ０ ０ ０

その他 ０ ０ ０

不明 １ ０ １（１．１）

計 ３０ ５９ ８９

表５ 肉眼分類

肉眼型 地域検診 施設検診 計（％）

０ ３０ ５９ ８９（６５．４）

１ １ ９ １０（７．４）

２ ７ ２２ ２９（２１．３）

３ ３ ３ ６（４．４）

４ ０ ０ ０

５ ０ ０ ０

不明 ０ ２ ２（１．５）

計 ４１ ９５ １３６

表７ 深達度

深達度
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

m ７ １１ １ ２４ ５ １６ ６４（４７．０）

sm ４ ５ ２ １０ ０ ４ ２５（１８．４）

小計 １１ １６ ３ ３４ ５ ２０ ８９（６５．４）

mp ３ １ １ ５ ０ ６ １６（１１．８）

ss ２ １ １ ８ １ １０ ２３（１６．９）

se ０ １ １ ３ １ １ ７（５．１）

si ０ ０ ０ ０ ０ １ １（０．７）

計 １６ １９ ６ ５０ ７ ３８ １３６
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表８ Dukes分類

Dukes分類
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Ａ １３ １７ ５ ４４ ７ ３０ １１６（８５．３）

Ｂ １ ０ ０ ５ ０ ２ ８（５．９）

Ｃ １ １ １ １ ０ ５ ９（６．６）

Ｄ １ １ ０ ０ ０ １ ３（２．２）

計 １６ １９ ６ ５０ ７ ３８ １３６

表９ 組織型分類

組織型
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

Wel ９ １１ ３ ２６ ６ １８ ７３（５３．７）

Mod ６ ７ ２ ２３ １ １６ ５５（４０．４）

Por １ ０ ０ ０ ０ １ ２（１．５）

Muc ０ ０ ０ １ ０ ０ １（０．７）

その他 ０ １ １ ０ ０ ３ ５（３．７）

計 １６ １９ ６ ５０ ７ ３８ １３６

表１０ 治療法

治療方法
地 域 検 診 施 設 検 診

計（％）
東部 中部 西部 東部 中部 西部

外 科 手 術 ６ ６ ２ １８ ３ １６ ５１（３７．５）

内視鏡下手術 ２ １ ３ ８ ０ ４ １８（１３．２）

内視鏡治療 ８ １２ １ ２４ ４ １７ ６６（４８．５）

その他不明 ０ ０ ０ ０ ０ １ １（０．７）

計 １６ １９ ６ ５０ ７ ３８ １３６
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表１１ 平成２０年度逐年検診発見進行癌

検診

方式
地区 №

年

令
性 部 位 大きさ 深達度 肉眼型 組織型 便潜血 stage

前年度検査結果

検診方式 便 潜 血 精密結果

地域

検診

東部

１ ７２ 男性 上行結腸 ２０� mp ２ Mod ＋＋ � 地域検診 － ・ －

２ ５１ 女性 横行結腸 ３５� mp ３ Por１ ＋＋ � 地域検診 － ・ －

３ ７９ 男性 上行結腸 ２７� ss（a１） ２ Mod ＋＋ II 地域検診 － ・ －

中部 ４ ６０ 女性 盲腸 １７� ss（a１） ２ Mod ＋＋ II 地域検診 － ・ －

西部
５ ７８ 男性 横行結腸 ３０� ss（a２） ３ Well ＋＋ �a 地域検診 ＋ ・ ＋

注腸Ｘ線

検 査 ：

異常なし

６ ７２ 男性 下行結腸 ３０� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 地域検診 － ・ －

施設

検診

東部

７ ６５ 男性 直腸 ２０� mp １ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

８ ６８ 男性 Ｓ状結腸 ２５� ss（a１） ２ Mod ＋ � 施設検診 － ・ －

９ ８３ 男性 直腸 ３５� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

西部

１０６９ 女性 直腸 ２６� mp ２ Mod ＋＋ �a 施設検診 ＋ ・ ＋ 大腸憩室

１１７１ 女性 直腸 ３０� mp ２ Pap ＋－ � 施設検診 ＋ ・ ＋ 異常を認めず

１２７３ 男性 直腸 ２５� ss（a１） ２ Mod ＋＋ � 施設検診 － ・ －

１３７８ 男性 盲腸 ５０� ss（a１） １ Por１ ＋＋ � 施設検診 － ・ －

１４７７ 女性 Ｓ行結腸 ２２� ss（a１） １ Mod ＋＋ � 施設検診 ＋ ・ ＋
精密検査

未 受 診

５４



年 度 検 診 事 業 実 施 方 法

Ｈ７～９ 肝臓がん検診（単県）
・基本健診と同時実施

・３年間のうち１年間のみ全市町村が実施

Ｈ１０～１３ 肝臓がん検診（単県）

・原則、基本健診と同時実施。単独も可

・希望市町村のみ。複数年にわたる継続実施も可

・定期検査開始

Ｈ１４
肝炎ウイルス検査（国庫）

・基本健診と同時実施（Ｈ１８までの緊急対策）

・節目検診（４０―７０歳の５歳刻み）＋節目外（要指導者等）

肝臓がん検診（単県） ・Ｈ１０―１３と同様

Ｈ１５～１６

肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

肝臓がん検診（単県）

・肝炎ウイルス対象外の者を対象とする補完的検診に

・検査内容を肝炎ウイルス検査に統一

・検診事業はＨ１６で廃止（定期検査は継続）

Ｈ１７～１８ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・Ｈ１４―と同様

Ｈ１９～ 肝炎ウイルス検査（国庫） ・節目検診（４０歳のみ＋未受診者）＋節目外（要指導者等）

区 分
健康指導
対 象 者
（人）

定期検査
受診者数
（人）

定 期 検 査 結 果

慢性肝炎 肝 硬 変 肝臓がん がん疑い

Ｂ型肝炎ウイルス陽性者 ９１９ ６６７
１２２

（１８．３）

６

（０．９）

３

（０．４）

１

（０．１）

Ｃ型肝炎ウイルス陽性者 ６４６ ５２６
２７８

（５２．９）

２３

（４．４）

１２

（２．３）

３

（０．６）

※肝臓がんと報告された中には、過去の定期検査で「がん」と報告されたものも含まれている。

６．肝 臓 が ん 検 診

１．鳥取県における肝臓がん検診事業の沿革

２．肝臓がん検診実績
１）平成２０年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査

平成２０年度は１６市町村で実施し、対象者数１７１，７７５人のうち、受診者数は３，７２５人で受診率は

２．２％であった。平成１９年度に比べ、対象者数の捉えかたに修正が加えられた結果、平成２０年度

の対象者数は１００，５７８人増、受診者数は１，９４７人減、受診率は５．８％減であった。要精検者数は

HBs抗原のみ陽性者７０人、HＣV抗体のみ陽性者２６人、HBs抗原・HCV抗体ともに陽性者１人の

計９７人で、受診者数の２．６０％であった。受診者数におけるHBs抗原陽性率は１．９％、HCV抗体陽

性率は０．７％で前年度とほぼ同様の結果であった。また、要精検者９７人のうち精検受診者は７３人、

精検受診率は７５．３％で、前年度に比べ１１％増であった。精検受診者７３人のうち、肝臓がん・肝臓

がん疑いは０人であった。

２）肝臓がん検診により発見されたウイルス陽性者に対しての定期検査の状況について（県事業の

肝臓がん対策事業）

平成１０年度から実施している、検診で発見された肝炎ウイルス陽性者に対する定期検査は１３市

町村で実施された。結果は以下のとおりである。未実施の６町については、定期検査事業を取り

組んで頂くよう引き続き要望を行っていくこととなった。

５５



３）平成７年度から平成２０年度の１４年間を集計すると、平成７～９年度の検診時において市町村か

ら報告があった対象者数１９２，３１５人に対し、受診者総数は１１１，１００人、推計受診率は５７．８％であり、

そのうちHBs抗原陽性者は２，７３１人（２．４６％）、HCV抗体陽性者は３，５２５人（３．１７％）であった。

３．肝臓がん検診発見肝臓がん追跡調査結果
平成７年度から平成２０年度の肝臓がん検診発見がん患者の追跡調査では、確定がんは２３人であった。

また平成１０年度から平成２０年度の定期検査中に発見された確定がんは８２人であった。

肝臓がん検診発見がん患者２３人のうち、１８人は死亡、生存中は５人であった。また、定期検査中に

発見されたがん患者８２人のうち、４０人は死亡（他病死を含む）、生存中は４２人であった。
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（１） 平成２０年度健康増進事業における肝炎ウイルス検査結果

１）一次検診結果（年齢階級別）

年 齢

一次検診

受 診 者 数

（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗 原陽性率

（％）

HCV抗体陽性率

（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

ともに陽性

ａ ｂ ｃ d ｅ＝（ｂ＋ｄ）／ａ ｆ＝（ｃ＋ｄ）／ａ

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

４０～４４歳 １１２ ２４０ １１０ ２３６ １ ４ １ ０ ０ ０ ０．９ １．７ １．４ ０．９ ０．０ ０．３

４５～４９歳 ６９ １３１ ６８ １３０ １ １ ０ ０ ０ ０ １．４ ０．８ １．０ ０．０ ０．０ ０．０

５０～５４歳 １１４ ２０４ １１０ ２００ ３ ４ １ ０ ０ ０ ２．６ ２．０ ２．２ ０．９ ０．０ ０．３

５５～５９歳 １６８ ２７７ １６１ ２７３ ６ ２ １ ２ ０ ０ ３．６ ０．７ １．８ ０．６ ０．７ ０．７

６０～６４歳 ３０５ ３８０ ２９２ ３７６ １０ ３ ３ １ ０ ０ ３．３ ０．８ １．９ １．０ ０．３ ０．６

６５～６９歳 ３１９ ３７５ ３０９ ３６１ ７ ９ ３ ５ ０ ０ ２．２ ２．４ ２．３ ０．９ １．３ １．２

７０～７４歳 ２３３ ３２０ ２２７ ３０８ ４ ７ ２ ５ ０ ０ １．７ ２．２ ２．０ ０．９ １．６ １．３

７５～７９歳 １００ １５０ ９９ １４６ ０ ３ ０ １ １ ０ １．０ ２．０ １．６ １．０ ０．７ ０．８

８０歳以上 ９７ １３１ ９５ １２７ １ ４ １ ０ ０ ０ １．０ ３．１ ２．２ １．０ ０．０ ０．４

計 １，５１７２，２０８１，４７１２，１５７ ３３ ３７ １２ １４ １ ０ ２．２ １．７ １．９ ０．９ ０．６ ０．７

合 計 ３，７２５ ３，６２８ ７０ ２６ １ １．９ ０．７
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２
）
精
密
検
査
結
果
（
年
齢
階
級
別
）

年
齢

区
分

精
密
検
査

受
診
者
数

（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見

率
（
％
）

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

ｇ
ｈ
＝
ｇ

／
ａ

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

４０
～
４４
歳

Ｂ
型
陽
性

０
３

０
２

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
３

０
２

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

４５
～
４９
歳

Ｂ
型
陽
性

１
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５０
～
５４
歳

Ｂ
型
陽
性

３
３

３
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
０

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４
３

３
３

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

５５
～
５９
歳

Ｂ
型
陽
性

２
２

１
２

０
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

１
２

０
０

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
４

１
２

０
０

２
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

―
―

６０
～
６４
歳

Ｂ
型
陽
性

８
２

５
２

０
０

３
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
１

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
０

３
６

３
０

０
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

０
―

―

６５
～
６９
歳

Ｂ
型
陽
性

３
８

３
７

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
４

１
１

０
０

２
３

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
１
２

４
８

０
０

２
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

７０
～
７４
歳

Ｂ
型
陽
性

２
６

１
２

０
２

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
３

０
２

０
０

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

４
９

１
４

０
２

２
３

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

―
―

７５
～
７９
歳

Ｂ
型
陽
性

０
２

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
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０
１

０
０

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
３

１
０

０
０

０
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

―
―

８０
歳
以
上

Ｂ
型
陽
性

１
４

１
３

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０
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型
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１
０

１
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０
０

０
０

０
０
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０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

２
４

２
３

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

計

Ｂ
型
陽
性

２
０

３
１

１
５

２
２

０
２

５
６

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

１
０

１
１

３
４

１
０

４
６

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

１
１

と
も
に
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
１

４
２

１
９

２
６

１
２

９
１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

１
２

―
―

合
計

Ｂ
型
陽
性

５
１

３
７

２
１
１

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

２
１

７
１

１
０

０
０

０
０

１
２

と
も
に
陽
性

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
３

４
５

３
２
１

０
０

０
０

１
３

―

※
１
「
そ
の
他
」
は
、
転
出
、
死
亡
、
入
院
中
の
者
及
び
医
師
が
他
の
疾
病
の
罹
患
等
に
よ
り
、
当
事
業
で
の
フ
ォ
ロ
ー
は
不
必
要
で
あ
る
と
認
め
た
者
を
指
す
。

※
２

が
ん
発
見
率
は
、
平
成
１８
年
度
報
告
か
ら
「
が
ん
」
の
者
の
み
を
計
上

５８



３）検診機関別

ａ．一次検診結果

一次検診機関

一次検診

受診者数

（人）

一 次 検 診 結 果
HBs抗原陽性率

（％）

HCV抗体陽性率

（％）異常認めず HBs抗原

のみ陽性

HCV抗体

のみ陽性

HBs・HCV

ともに陽性

a′ b′ c′ d′ e′＝（b′＋d′）／a′ f′＝（c′＋d′）／a′

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計

保 健 事 業 団 ５７１ ７６０ ５６０ ７４４ ８ ７ ３ ９ ０ ０ ３．５ ０．９ １．１ ０．５ １．２ ０．９

中国労働衛生協会 １９ ３０ １８ ２９ １ １ ０ ０ ０ ０ ５．３ ３．３ ４．１ ０．０ ０．０ ０．０

病 院 ２１５ ３０１ ２０３ ２９４ ９ ７ ３ ０ ０ ０ ５．６ ２．３ ３．１ １．４ ０．０ ０．６

診 療 所 ７１２１，１１７ ６９０１，０９０ １５ ２２ ６ ５ １ ０ ３．７ ２．１ ２．０ １．０ ０．４ ０．７

計 １，５１７２，２０８１，４７１２，１５７ ３３ ３７ １２ １４ １ ０ ３．９ １．７ １．９ ０．９ ０．６ ０．７

合 計 ３，７２５ ３，６２８ ７０ ２６ １ １．９ ０．７

５９



精
密
検
査
結
果
（
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
）
 

肝
臓
が
ん
　
0.
0％
 

肝
臓
が
ん
疑
い
　
0.
0％
 

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害
 

0.
0％
 

無
症
候
性
 

キ
ャ
リ
ア
 

61
.6
％
 

脂
肪
肝
 

4.
1％
 

慢
性
肝
炎
 

28
.8
％
 

肝
硬
変
　
0.
0％
 

そ
の
他
の
疾
病
　
1.
4％
 

そ
の
他
　
4.
1％
 

ｂ
．
精
密
検
査
結
果

一
次

検
診
機
関

区
分

精
密
検
査

受
診
者
数

（
人
）

精
密

検
査

結
果

肝
臓
が
ん

発
見

率
（
％
）

健
康

指
導

対
象

者
診

断
名

そ
の
他

無
症
候
性
キ
ャ
リ
ア

脂
肪

肝
慢
性
肝
炎

肝
硬

変
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障
害

肝
臓
が
ん
疑
い

肝
臓
が
ん

そ
の
他
の
疾
病

g′
h
′＝
g
′ ／
a′

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

男
女

保
健

事
業
団

Ｂ
型
陽
性

３
６

３
６

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

３
８

１
３

０
０

１
５

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

６
１
４

４
９

０
０

１
５

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

０
０

―
―

中
国
労
働

衛
生
協
会

Ｂ
型
陽
性

０
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

０
１

０
０

０
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

―
―

病
院

Ｂ
型
陽
性

５
６

４
３

０
１

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

Ｃ
型
陽
性

２
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

と
も
に
陽
性

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
６

５
３

０
１

１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

―
―

診
療
所

Ｂ
型
陽
性

１
２

１
８

８
１
３

０
０

４
４

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

５
３

１
１

１
０

３
１

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

と
も
に
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

１
８

２
１

１
０

１
４

１
０

７
５

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
２

―
―

計

Ｂ
型
陽
性

２
０

３
１

１
５

２
２

０
２

５
６

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

１
０

１
１

３
４

１
０

４
６

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

１
１

と
も
に
陽
性

１
０

１
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

３
１

４
２

１
９

２
６

１
２

９
１
２

０
０

０
０

０
０

０
０

１
０

１
２

―
―

合
計

Ｂ
型
陽
性

５
１

３
７

２
１
１

０
０

０
０

０
１

Ｃ
型
陽
性

２
１

７
１

１
０

０
０

０
０

１
２

と
も
に
陽
性

１
１

０
０

０
０

０
０

０
０

全
体

７
３

４
５

３
２
１

０
０

０
０

１
３

―

６０



４
）
平
成
２０
年
度
健
康
増
進
事
業
に
お
け
る
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
実
施
状
況

実
施
市
町
村
数
＝
１６

未
実
施
市
町
村
数
＝
３

市
町

村
名

対
象
者
数

（
人
）

Ａ

受
診

者
数

陽
性

者
数

精
密
検
査
結
果
別

人
員

集
団
検
診

Ｂ

医
療
機
関

Ｃ

計

Ｄ
＝
Ｂ
＋
Ｃ

受
診
率

（
％
）

Ｅ
＝
Ｄ
／Ａ

H
B
s抗
原

の
み
陽
性

Ｆ

H
C
V
抗
体

の
み
陽
性

Ｇ

H
B
s抗
原

H
C
V
抗
体

と
も
に
陽
性

Ｈ

H
B
s抗
原

陽
性
率

（
％
）

Ｉ＝
（Ｆ
＋Ｈ
）／Ｄ

H
C
V
抗

体
陽
性
率

（
％
）

Ｊ＝
（Ｇ
＋Ｈ
）／Ｄ

精
検

受
診
者
数

Ｋ

精
検

受
診
率

（
％
）

Ｌ＝
Ｋ／（
Ｆ＋
Ｇ＋
Ｈ）

無
症
候
性

キ
ャ
リ
ア

Ｍ

そ
の
他

の
疾
病

Ｎ

が
ん
疑
い

Ｏ

が
ん

Ｐ

有
所
見
者

Ｑ＝
Ｎ＋
Ｏ＋
Ｐ

が
ん

発
見
率

（
％
）

Ｒ
＝
Ｐ
／Ｄ

鳥
取
市

４１
，１
３９

１５
１

１
，３
１３

１
，４
６４

３
．６

３５
１０

０
２
．４

０
．７

３３
７３
．３

１９
１４

０
０

１４
０
．０
００

米
子
市

６７
，２
３１

０
１７
２

１７
２

０
．３

１
０

０
０
．６

０
．０

１
１０
０
．０

１
０

０
０

０
０
．０
００

倉
吉
市

２０
，０
０２

５２
６

０
５２
６

２
．６

３
６

０
０
．６

１
．１

８
８８
．９

５
３

０
０

３
０
．０
００

境
港
市

８
，０
４５

０
５１
５

５１
５

６
．４

１３
４

１
２
．７

１
．０

１７
９４
．４

１０
７

０
０

７
０
．０
００

岩
美
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

八
頭
町

５０
０

１２
２

０
１２
２

２４
．４

３
１

０
２
．５

０
．８

３
７５
．０

２
１

０
０

１
０
．０
００

若
桜
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

智
頭
町

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

―
―

湯
梨
浜
町

７
，７
９１

１６
０

１２
８

２８
８

３
．７

４
２

０
１
．４

０
．７

５
８３
．３

５
０

０
０

０
０
．０
００

三
朝
町

１２
７

０
２６

２６
２０
．５

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

北
栄
町

２６
６

１３
２

０
１３
２

４９
．６

２
０

０
１
．５

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

琴
浦
町

８
，２
０３

１６
３

３６
１９
９

２
．４

４
１

０
２
．０

０
．５

３
６０
．０

３
０

０
０

０
０
．０
００

南
部
町

４
，１
８８

１０
４６

５６
１
．３

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

伯
耆
町

７
，６
７４

３０
０

３０
０
．４

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

日
吉
津
村

１９
２

０
２

１０
．５

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

大
山
町

１
，７
８７

５０
２６

７６
４
．３

０
１

０
０
．０

１
．３

１
１０
０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

日
南
町

１
，３
７９

０
８３

８３
６
．０

３
１

０
３
．６

１
．２

１
２５
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

日
野
町

１
，７
３８

２
０

２
０
．１

０
０

０
０
．０

０
．０

０
０
．０

０
０

０
０

０
０
．０
００

江
府
町

１
，６
８６

３２
０

３２
１
．９

２
０

０
６
．３

０
．０

１
５０
．０

０
１

０
０

１
０
．０
００

合
計
１７
１
，７
７５

１
，３
８０

２
，３
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（３） 平成７～２０年度肝臓がん検診結果

年齢

一次検診

受診者数（人）

ａ

HBs抗原陽性 HCV抗体陽性

陽性者数

ｂ

陽性率（％）

ｃ＝ｂ／ａ
陽性者数

ｄ

陽性率（％）

ｅ＝ｄ／ａ

男 女 男 女 男 女 計 男 女 男 女 計

４０～４４歳 ２，４５５ ５，５２５ ９４ １５４ ３．８３ ２．７９ ３．１１ ３５ ４６ １．４３ ０．８３ １．０２

４５～４９歳 ２，４２８ ５，５８３ １１８ １９３ ４．８６ ３．４６ ３．８８ ３４ ９６ １．４０ １．７２ １．６２

５０～５４歳 ２，６３０ ６，８９５ １２４ ２３８ ４．７１ ３．４５ ３．８０ ３４ １５３ １．２９ ２．２２ １．９６

５５～５９歳 ３，２３４ ８，６６３ ９８ ２５７ ３．０３ ２．９７ ２．９８ ７０ ２４７ ２．１６ ２．８５ ２．６６

６０～６４歳 ６，４４２ １２，４３６ １９０ ２５３ ２．９５ ２．０３ ２．３５ １８９ ４５７ ２．９３ ３．６７ ３．４２

６５～６９歳 ８，００４ １３，０４１ ２０５ ２５５ ２．５６ １．９６ ２．１９ ２８７ ５１１ ３．５９ ３．９２ ３．７９

７０～７４歳 ７，３６７ １１，４５３ １３０ １９７ １．７６ １．７２ １．７４ ３０１ ４４７ ４．０９ ３．９０ ３．９７

７５～７９歳 ３，３０４ ５，４７１ ５９ ７７ １．７９ １．４１ １．５５ １４６ ２２２ ４．４２ ４．０６ ４．１９

８０歳以上 ２，２９８ ３，８７１ ２７ ６２ １．１７ １．６０ １．４４ １０７ １４３ ４．６６ ３．６９ ４．０５

計 ３８，１６２ ７２，９３８ １，０４５ １，６８６ ２．７４ ２．３１ ２．４６ １，２０３ ２，３２２ ３．１５ ３．１８ ３．１７

合 計 １１１，１００ ２，７３１ ２．４６ ３，５２５ ３．１７
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２）平成２０年度定期検査による発見がんまたはがん疑い

No. 年齢 性 診断 初 回 治 療 治療日 病巣数 部位
大きさ

（㎜）
型 肝硬変 ウイルス AFP

１ ７０ 男 肝癌 治療予定 単 発 S５ １２×１２ Ｂ ４

２ ７７ 女 肝癌 未治療 単 発 ２５×２５ Ｃ ２０１２

３ ８４ 女 肝癌 T／R ０９．９．７ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ３６４３

４ ７１ 女 癌疑い 単 発 S７ １０×１０ Ｃ １３．９

５ ７５ 女 癌なし Ｃ １１．８

６ ５９ 男 肝癌 １８年度報告済 Ｂ

７ ６７ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｂ

８ ８１ 女 切除 １８年度報告済 Ｃ

９ ８１ 男 肝癌 １８年度報告済 Ｃ

１０ ７８ 女 肝癌 １８年度報告済 Ｃ

１１ ６９ 男 肝癌 １８年度報告済 Ｃ

１２ ７５ 男 切除 １８年度報告済 Ｃ

１３ ６６ 男 肝癌 １８年度報告済 Ｃ

１４ ８０ 男 RFA １９年度報告済 Ｃ

１５ ６３ 女 肝癌 １９年度報告済 Ｂ

１６ ６０ 女 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

１７ ７５ 男 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

１８ ７９ 男 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

１９ ８２ 女 肝癌 １９年度報告済 Ｃ

（４） 肝臓がん検診及び定期検査による発見がん患者追跡調査結果について

１）平成２０年度基本健康診査肝炎ウイルス検査より発見されたがんまたはがん疑い

発見がんなし
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３）平成７年度～平成１９年度肝炎ウイルス陽性者定期検査による発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７１ 男 切除 ９５．８． 単 発 腫瘤 有 Ｃ
２ ６３ 男 切除 ９７．２．２６ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ４年６か月後死亡
３ ７１ 男 TAE ９７．７．１６ ２ 個 S６８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、５年９か月後死亡
４ ６３ 女 PEIT ９７．１２．３ 単 発 S２ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
５ ５９ 男 TAE ９８．５． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 再発、３年２か月後死亡
６ ７６ 女 TAE ９８．６．３０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡
７ ７０ 男 切除 ９８．９．１ 単 発 S８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年９か月後死亡
８ ６８ 男 MCT ９９．１．２５ ４ 個 S２３７７ ２７×２７ 腫瘤 有 Ｃ 再発、３年５か月後死亡
９ ８３ 男 TAE ９９．２．１１ ＞４個 S３５６７８ ４０×３０ 腫瘤 有 Ｃ １１か月後死亡
１０ ７９ 男 TAE ９９．６．９ 単 発 S８ 浸潤 有 Ｃ ８か月後死亡
１１ ６４ 男 切除 ００．２．８ ２ 個 S５／６，４ ７５×７０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
１２ ７９ 女 TAE ００．３．１ 単 発 S６ １０×１０ 腫瘤 有 Ｂ ８年８か月後死亡
１３ ６６ 男 切除 ００．９．２７ ２ 個 S６５ １５×１５ 腫瘤 有 Ｂ 再発、４年２か月後死亡
１４ ８２ 男 TAE ００．４．５ 単 発 S４ ５５×４０ 腫瘤 有 Ｃ １年２か月後他病死
１５ ７４ 女 切除 ００．２．２８ 単 発 S２ ３２×３２ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年４か月後死亡
１６ ６４ 女 TAI ９９．１０．１４ ＞４個 S２３４５７ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年８か月後死亡
１７ ７５ 男 TAE ００．４．１９ 単 発 S７ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ ４年５か月後死亡
１８ ７５ 男 TAE ９７．１１． ＞４個 S４５６８ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ４年１か月後他病死
１９ ８６ 男 PEIT ００．８．１８ 単 発 S４ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ７年９か月後他病死
２０ ７０ 女 ００．７．２ Ｃ 同月死亡
２１ ６５ 男 切除 ９８．２．５ 単 発 S１ ９０×９０ 腫瘤 有 Ｂ ３年１０か月後死亡
２２ ６７ 男 切除 ０１．１１．１９ 単 発 S８ １３×１３ 腫瘤 有 Ｂ ３年８か月後再発
２３ ７６ 女 T／P ０１．８．１ 単 発 S７ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、４年３か月後死亡
２４ ６６ 女 TAE ０１．７．２６ 単 発 S７ １０×１０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
２５ ７５ 女 T／P ０２．３．４ 単 発 S５／６ ３７×３１ 腫瘤 無 Ｃ ５年１か月後他病死
２６ ７３ 男 TAE ０１．４．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ７か月後死亡
２７ ７６ 女 T／P ０２．１０．１０ 単 発 S５ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１か月後他病死
２８ ７９ 女 TAE ０１．６．２７ ＞４個 S２４５７ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡
２９ ７９ 女 切除 ０３．２．２６ 単 発 S３ ３０×３０ 浸潤 有 Ｃ 再発、３年６か月後死亡
３０ ８２ 女 RFA ０３．５．２６ 単 発 S５ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｂ 再発、２年５か月後死亡
３１ ７８ 女 T／R ０２．９．２４ 単 発 S８ ４０×４０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
３２ ７５ 男 切除 ０３．６．３ 単 発 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
３３ ７６ 男 切除 ０４．２．９ ２ 個 S２８ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ 再発、４年２か月後死亡
３４ ７６ 男 MCT ０３．８．１４ 単 発 S８ ２５×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年４か月後再発
３５ ８３ 男 PEIT ０３．５．３０ 単 発 S５／６ ２２×２１ 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後再発
３６ ８０ 男 RFA ０４．８．３ ＞４個 S１３４６８ ３０×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後死亡
３７ ９１ 女 NT ＞４個 S３４７８ １００×１００ 腫瘤 不明 Ｃ 通院中断
３８ ７４ 女 TAE ＞４個 腫瘤 無 Ｃ ２年１０か月後死亡
３９ ７５ 女 TAE ０３．１０． 単 発 S８ ２３×２３ 腫瘤 有 Ｃ ４年２か月後死亡
４０ ７９ 男 RFA ０４．３．１５ 単 発 S８ ３０×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
４１ ５６ 男 RFA ０４．４．７ 単 発 S７／８ ２３×２６ 腫瘤 有 Ｂ 無再発生存中
４２ ７８ 女 TAE ０４．５．１９ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 不明 Ｃ 無再発生存中
４３ ７５ 男 TAI ０５．１．６ ３ 個 S５６８ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、１年３か月後
４４ ６８ 男 切除 ０４．９．１３． 単 発 S６ ３０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年１０か月後再発
４５ ７２ 女 T／R ０４．１０． ２ 個 S８６ ２０×２０ 腫瘤 有 B／C 再発、１年５か月後死亡
４６ ６２ 男 TAE ０３．４． 不 明 不明 不明 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年後死亡
４７ ８６ 女 TAE 不明 不 明 不明 ２０×２０ 不明 有 Ｃ 予後調査中
４８ ７３ 男 切除 ００．３． 単 発 不明 １０×１０ 不明 有 Ｂ 再発、６年後死亡
４９ ７６ 男 切除 ０５．５．１２ 単 発 S７／８ ９０×８０ 腫瘤 無 Ｂ ４年３か月後再発
５０ ６４ 男 TAE ０９．１． 単 発 S５ １０×１０ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
５１ ７３ 女 未治療 ＞４個 S２７８ ７×７ 腫瘤 有 Ｃ 生存中
５２ ７５ 男 切除 ０６．３．２９ 単 発 S７／８ ４３×２５ 浸潤 無 Ｃ １０か月後再発
５３ ７４ 男 RFA ０４．９．６ 単 発 S７ １８×１８ 腫瘤 有 Ｃ ２年１０か月後再発
５４ ７５ 男 T／R ０５．８． ２ 個 S６７ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
５５ ８７ 女 未治療 単 発 S２ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ４年後他病死
５６ ８９ 女 T／P ０５．１２． 単 発 S２ １５×１５ 腫瘤 無 Ｃ ２年後再発
５７ ８２ 女 T／R ０５．１０． 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 無 Ｃ １年９か月後他病死
５８ ７７ 女 切除 ０４．１１．７ ２ 個 S６８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ２年１１か月後再発
５９ ５９ 女 RFA ０６．１． 単 発 S５ １３×１２ 腫瘤 無 B／C 無再発生存中
６０ ６７ 女 RFA ０４．４． 単 発 S５ １５×１５ 腫瘤 無 Ｂ 無再発生存中
６１ ６８ 男 肝癌否定 （ ）単 発 S６ １３×１３ 腫瘤 無 Ｂ 生存中
６２ ６９ 男 TAE ０７．１１．１４ ２ 個 S５７ １５×１５ 浸潤 有 Ｃ １年９か月後再発
６３ ７９ 男 TAE ０６．１１． 多 発 両葉 ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ １年１０か月後死亡
６４ ８７ 女 T／R ０６．１１．１５ 単 発 S４ １６×２３ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６５ ７９ 男 T／R ０６．１１．２０ 単 発 S８ ３０×３０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６６ ８２ 女 不明 ０６．３．１４ 単 発 S８ ３５×３５ Ｃ ３年７か月後再発
６７ ６９ 男 切除 ０６．９．２６ ２ 個 S６７ ２２×２０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
６８ ７２ 女 TAE ０６．５．１８ 単 発 S６ １５×１５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、生存中
６９ ８１ 女 切除 ９７．３．２４ 単 発 S８ 腫瘤 無 Ｃ 再発、生存中
７０ ８０ 男 T／R ０６．８．３１ ＞４個 S８４ ３１×２７ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
７１ ７３ 女 TAE ０６．２．２１ ＞４個 S８５３ ３７×３１ 腫瘤 有 Ｃ １年６か月後死亡
７２ ６４ 男 未治療 単 発 S５ ３５×３５ 無 Ｃ 不明
７３ ８２ 女 TAE ０６．９．６ 単 発 S１ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３カ月後再発

６５



４）平成７年度～平成１９年度肝臓がん検診発見癌追跡調査報告

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

１ ７４ 女 切除 ９５．１０．２４ 単 発 S４ ５５×５５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、７年７か月後死亡

２ ７０ 女 TAE ９６．２．２０ 単 発 S８ ４０×３８ 腫瘤 無 Ｃ 死亡

３ ６３ 女 切除 ９６．３．１３ 単 発 S７ ３０×２３ 腫瘤 有 Ｃ １０年１か月後再発

４ ８３ 男 TAE ９６．７．１５ 単 発 S４ １２×１２ 腫瘤 無 Ｃ 再発、３年９か月後死亡

５ ７４ 女 TAE ９６．８．２９ ＞４個 S５６７８ ３５×３５ 腫瘤 無 Ｃ 再発、１年８か月後死亡

６ ６４ 女 TAE ９６．１０．２５ ＞４個 S６７ ６７×５７ 腫瘤 無 Ｂ ９か月後死亡

７ ７２ 男 TAE ９６．１１．１ ２ 個 S６ ２０×２０ 腫瘤 有 ― 再発、１年１か月後死亡

８ ７０ 男 PEIT ９６．１１．２２ 単 発 S５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ 再発、５年２か月後死亡

９ ６９ 男 PEIT ９７．１．７ 単 発 S７ １０×９ 腫瘤 無 Ｃ 再発、６年１か月後死亡

１０ ７３ 女 TAE ９７．１１．１７ ＞４個 S２３４ ８０×６０ 腫瘤 無 Ｃ ３か月後死亡

１１ ６１ 男 TAE ９７．１１．１７ ３ 個 S５６８ １５×１０ 腫瘤 有 Ｃ 再発、２年３か月後死亡

１２ ７５ 男 TAE ９７．１２．４ 単 発 S７／８ ４０×３２ 腫瘤 無 Ｃ ７か月後死亡

１３ ５７ 男 TAE ９８．３．３ 単 発 S１ ７０×５０ 腫瘤 有 Ｂ １年後死亡

１４ ８０ 女 切除 ９８．７．３１ 単 発 S５／６ ２５×２５ 腫瘤 無 Ｃ ９か月後死亡

１５ ４９ 男 RES ９９．１２．１５ ＞４個 S４５６８ ８０×８０ 浸潤 無 Ｂ ４か月後死亡

１６ ６９ 男 切除 ００．１２．２３ 単 発 S８ ５０×５０ 腫瘤 無 ― 再発、１年５か月後死亡

１７ ６６ 男 TAE ０１．９．１９ 単 発 S６ １００×１００ 腫瘤 無 Ｃ １年１０か月後死亡

１８ ７２ 男 PEIT ０４．８．２ ２ 個 S１，５ ２５×２５ 腫瘤 有 Ｃ ３年１１か月後死亡

１９ ８３ 男 T／R／P ０５．１０．１７ ２ 個 S１，４ ３０×３０ 腫瘤 有 Ｃ ３年１１か月死亡

２０ ６７ 女 切除 ０６．８．９ 単 発 S８ ２５×２５ Ｂ 無再発生存中

２１ ７９ 男 T／R ０６．１１． 単 発 S８ ２０×２０ 腫瘤 有 Ｃ ３年後再発

２２ ７２ 男 切除 ０８．３． 単 発 右葉 １００×１００ Ｃ 予後調査中

２３ ６０ 男 TAE ０８．４． ＞４個 両葉 ４０×４０ 腫瘤 有 Ｃ 生存中

No. 年齢 性 初回治療 治療日 病巣数 部位 大きさ 型 肝硬変 ウイルス 備 考

７４ ８０ 男 RFA ０２．９． 単 発 S８ 腫瘤 有 Ｃ ２年５か月後再発
７５ ６３ 女 T／R 単 発 S８ １６×１６ Ｂ 予後調査中
７６ ７３ 男 M／R ０３．８．５ ＞４個 S３４８ １５×１５ 無 Ｂ ３年後再発
７７ ７３ 男 切除 ０５．３．１４ 単 発 S４５ ４２×２８ 腫瘤 有 Ｂ １年１か月後再発
７８ ７４ 男 切除 ０６．１２．２１ 単 発 S４５８ ３５×３０ 腫瘤 無 Ｃ 無再発生存中
７９ ６０ 女 RFA ０７．７． 単 発 S７ １７×１２ 腫瘤 有 Ｃ 無再発生存中
８０ ８７ 女 未治療 単 発 S６ ６６×５６ 腫瘤 無 Ｃ 生存中
８１ ８０ 女 TAE ０３．３． 単 発 Ｓ２／３ ２０×２０ Ｃ ３年１０か月後再発
８２ ７７ 女 TAE ０８．１０．７ 単 発 S６ ５０×５０ 腫瘤 有 Ｃ ３か月後再発

６６



７．全国がん検診実績との比較

（単位：人 ％）

区 分
平成２０年度実績

（鳥取県）

平成２０年度実績

（全国）
留 意 事 項

胃

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３８，２３５，０４１ （県）受診者･がん発見＝「Ｘ線」「内視鏡」の合計値

受診者数（人） ４２，７９９ ３，９１６，２０３ 要精検･精検受診＝「Ｘ線」のみの数値

受診率（％） ２２．７ １０．２ 精検受診者＝精検結果未把握の者を除く（以下同じ）

受診率順位 ２位 ―

要精検者数（人） １，３６３ （国）報告書記載の数値（「Ｘ線」の数値）

要精検率（％） ７．５０ 精検受診者＝「要精検者－未受診者」により算定

精検受診者数（人） １，１３１ →精検結果未把握の者を含む（以下同じ）

精検受診率（％） ８３．０

がんの者（人） １４４

がん発見率（％） ０．３４ （受診率順位）報告書（概要）記載の数値による順位（以下同じ）

子
宮
頸
部
が
ん
検
診

対象者数（人） １３９，２３２ ３２，１７６，１１２ （県）「頸部」の数値（「体部」は除く）

受診者数（人） ２４，２０７ ３，４９９，２７８ （国）「頸部のみ」の数値

受診率（％） （２７．７）１７．４ （１９．４） 隔年検診となったため受診率( )は次により算定されている。

受診率順位 （１０）位 ―
（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）

当該年度の対象者数

要精検者数（人） ８２

要精検率（％） ０．３４ ※受診率の計算(厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

精検受診者数（人） ７４ 全国
（３，５３８，１３２）＋（３，４９９，２７８）－（７８６，１７２）

（３２，１７６，１１２）
＝１９．４

精検受診率（％） ９０．２

がんの者（人） １１ 鳥取
（２４，４５０）＋（２４，２０７）－（９，９５４）

（１３９，２３２）
＝２７．７

がん発見率（％） ０．０５

肺

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３７，４６８，６９６ （県・国）「Ｘ線のみ」「Ｘ線及び喀痰」の合計値（「喀痰のみ」は
除く）

受診者数（人） ４６，０１５ ６，６８５，４６７ ※国は「喀痰のみ」を含めた数値で算定

受診率（％） ２４．５ １７．８

受診率順位 １７位 ―

要精検者数（人） ２，０４１

要精検率（％） ４．４４

精検受診者数（人） １，７９９

精検受診率（％） ８８．１

がんの者（人） ４１

がん発見率（％） ０．０９

６７



区 分
平成２０年度実績

（鳥取県）

平成２０年度実績

（全国）
留 意 事 項

乳

が

ん

検

診

対象者数（人） １１８，６７６ ２３，５１４，８３２ （県･国）「視触診方式及びマンモグラフィ」の併用者を計上

受診者数（人） １４，６２４ １，７９２，１７６

受診率（％） （２４．０）１２．３ （１４．７） 隔年検診となったため受診率（ ）は次により算定されている。

受診率順位 （９）位 ―
（前年度受診者数）＋（当該年度受診者数）－（前年度及び当該年度２年連続受診者数）

当該年度の対象者数

要精検者数（人） １，１３５

要精検率（％） ７．７６ ※受診率の計算(厚生労働省老人保健事業報告数値を使用

精検受診者数（人） １，０５１ 全国
（１，８９２，８３４）＋（１，７９２，１７６）－（２２９，１７１）

（２３，５１４，８３２）
＝１４．７

精検受診率（％） ９２．６

がんの者（人） ４８ 鳥取
（１４，１３４）＋（１４，６２４）－（１８３）

（１１８，６７６）
＝２４．０

がん発見率（％） ０．３３

大

腸

が

ん

検

診

対象者数（人） １８８，１８６ ３，９４５，５６２

受診者数（人） ４８，４０９ ６，４１８，３３４

受診率（％） ２５．７ １６．１

受診率順位 ６位 ―

要精検者数（人） ３，９１２

要精検率（％） ８．０８

精検受診者数（人） ２，８５８

精検受診率（％） ７３．１

がんの者（人） １３８

がん発見率（％） ０．２９

（出典）鳥取県数値（受診率順位を除く）＝鳥取県健康対策協議会各がん検診専門委員会資料

全国数値及び鳥取県の受診率順位＝地域保健・老人保健事業報告（厚生労働省）

（注）１ 鳥取県の数値は、県が独自に調査した結果であり、厚生労働省による調査結果である「地域保健・老人報告事業

報告」に記載された数値とは異なる場合がある。

２ 精検受診者は、鳥取県の数値には精検結果が未把握の者が含まれないのに対し、全国の数値には当該者が含まれ

るため、鳥取県の数値は全国の数値に比して低水準となる傾向がある。

３ 肺がん検診の数値は、喀痰検査のみ受診した者の数値を含まない。

４ 要精検者数等については、平成２０年度分から翌年度集計となったため、空欄としている。
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�．平成２１年度各がん検診従事者講習会及び

症例研究会開催状況



平
成
２１
年
度
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
開
催
状
況

事
業

名
開
催
日
時

場
所

出
席
者

内
容

子
宮
が
ん
子
宮
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
検
討
会

平
成
２２
年
２
月
１４
日
（
日
）

午
後
３
時
３０
分
～ 後
５
時
５０
分

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

５７
名
演
題
：「
ベ
セ
ス
ダ
シ
ス
テ
ム
運
用
の
実
際
」

講
師
：
癌
研
究
会
有
明
病
院
健
診
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
細
胞
診
断
部
長

平
井
康
夫
先
生

症
例
提
示
５
例

肺
が
ん
肺
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
症

例
研
究
会

平
成
２２
年
２
月
２０
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
６
時

鳥
取
市

鳥
取
県
健
康
会
館

７７
名
演
題
：「
肺
が
ん
検
診
の
現
状
と
課
題
：
胸
部
C
T
検
診
を
中
心
に
」

講
師
：
金
沢
医
科
大
学
病
院
呼
吸
器
外
科
特
任
教
授

佐
川
元
保
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
中
央
病
院

陶
山
久
司
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

吹
野
俊
介
先
生

西
部
―
２
例
：
鳥
大
医

胸
部
外
科

三
和

健
先
生

乳
が
ん
乳
が
ん
検
診
従
事

者
講
習
会
及
び
第

１５
回
烏
取
県
検
診

発
見
乳
が
ん
症
例

検
討
会

平
成
２１
年
８
月
２２
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
３５
分
米
子
市

西
部
医
師
会
館

６４
名
演
題
：「
ホ
ル
モ
ン
感
受
性
乳
癌
に
対
す
る
治
療
」

講
師
：
福
山
市
民
病
院
乳
腺
甲
状
腺
外
科
科
長

小
野
亮
子
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
赤
十
字
病
院

尾
�
佳
三
先
生

中
部
―
１
例
：
烏
取
県
立
厚
生
病
院

岡
田
泰
司
先
生

西
部
―
１
例
：
鳥
大
医

器
官
再
生
外
科
学

石
黒
清
介
先
生

大
腸
が
ん
大
腸
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会

平
成
２１
年
８
月
２９
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
４５
分
倉
吉
市

倉
吉
交
流
プ
ラ
ザ

「
視
聴
覚
ホ
ー
ル
」

８２
名
講
師
：
江
府
町
国
民
健
康
保
険
江
尾
診
療
所
長

武
地
幹
夫
先
生

講
師
：
鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
２
内
科
講
師

原
田
賢
一
先
生

コ
ロ
ン
モ
デ
ル
を
用
い
た
大
腸
内
視
鏡
挿
入
法
の
実
地
研
修

肝
臓
が
ん
肝
臓
が
ん
検
診
従

事
者
講
習
会
及
び

症
例
研
究
会

平
成
２２
年
２
月
１３
日
（
土
）

午
後
４
時
～
午
後
５
時
５０
分
米
子
市

西
部
医
師
会
館

９５
名
演
題
：「
肝
細
胞
癌
治
療
の
現
状
と
今
後
の
展
望
」

講
師
：
山
口
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
消
化
器
病
態
内
科
学
准
教
授

山
�
隆
弘
先
生

症
例
検
討

東
部
―
１
例
：
鳥
取
市
立
病
院

松
木

勉
先
生

中
部
―
１
例
：
鳥
取
県
立
厚
生
病
院

万
代
真
理
先
生

西
部
―
１
例
：
山
陰
労
災
病
院

西
向
栄
治
先
生

※
胃
が
ん
検
診
従
事
者
講
習
会
及
び
症
例
研
究
会
は
、
平
成
２２
年
２
月
６
日
～
７
日
に
鳥
取
県
健
康
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
「
第
４０
回
日
本
消
化
器
が
ん
検
診
学
会
中
国
四
国
地
方

会
・
第
４０
回
中
国
四
国
地
方
胃
集
検
の
会
」
を
充
て
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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１．子宮がん検診症例研究会

日 時 平成２２年２月１４日（日） 午後３時３０分～午後５時５０分

場 所 鳥取県健康会館

症例検討：鳥取大学医学部産婦人科講師、板持広明先生の進行により施設検診５例の症例検討が行わ

れた。

年代別では２０代１例、３０代２例、４０代１例、５０代１例。内訳は子宮頸部がん３例、子宮体部がん

２例であった。子宮頸部がん例では３例とも前年度の細胞診がクラス�で、一年後の検診ではクラ

ス�b（１例）～クラス�（２例）であった。見直しではクラス�はクラス�以上とすべきである

と板持先生より指摘があった。

子宮体部がんは２例とも前年の細胞診は陰性判定であったが、疑陽性とするべきではないかと指

摘があった。

今後は見落としいわれぬよう異常のない細胞診を見直していく体制作りに真剣に取り組んでいか

なければならないだろう。また鳥取県ではベセスダシステムによる判定が２２年度より始まるが、新

分類について熟知する必要がある。
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平成２１年度 子宮がん検診症例検討会提出症例

症例 年齢
市町

村名
検診月日

一次検診

機 関
一次検診結果

精密検査

機 関

精密検査結果
治 療

機関名組 織 診 断
進行期

分 類
TMN分類

症例

１
２６歳 鳥取市

Ｈ２０．０１．０８ 梅澤産婦人

科医院

class�

Ｈ２１．０２．２０ 梅澤産婦人

科医院

class�

microinvasive

carcinoma

鳥取県立中

央病院

microinvasive

carcinoma

�a１期 T�a１NXM０鳥取県立

中央病院

症例

２
３４歳 米子市

Ｈ１８．０８．０１ 博愛病院 class�

Ｈ１９．０７．３１ 博愛病院 class�

Ｈ２０．０７．２９ 博愛病院 class�b

severe dyspla-

sia

博愛病院 Squamous cell

carcinoma

�b１期 pT�b１N０M０鳥取大学

医学部附

属病院

症例

３
３７歳 米子市

Ｈ１８．０８．２５ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

class�

Ｈ１９．１１．２４ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

class�

Ｈ２０．０７．２８ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

class�

microinvasive

carcinoma

鳥取大学医

学部附属病

院

microinvasive

carcinoma

�a期 T�a１NXM０鳥取大学

医学部附

属病院

症例

４
４５歳 鳥取市

Ｈ１９．１２．１８ 梅澤産婦人

科医院

体部：陰性

Ｈ２０．１２．１２ 梅澤産婦人

科医院

体部：疑陽性 梅澤産婦人

科医院

endometrial

adenocarci-

noma

�a期 pT�apN０pM０ 鳥取県立

中央病院

症例

５
５８歳 米子市

Ｈ１７．１２．１６ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

頸 部：class�

（体部なし）

Ｈ１８．１２．２２ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

頸 部：class�

（体部なし）

Ｈ１９．１２．１８ 井田

レディース

クリニック

頸 部：class�

体部：陰性

Ｈ２０．０８．０５ 母と子の長

田産科婦人

科クリニッ

ク

頸 部：class�

体部：陽性

鳥取大学医

学部附属病

院

endometrioid

adenocarci-

noma

�a期 T�a１NXM０鳥取大学

医学部附

属病院
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２．肺がん検診症例研究会

日 時 平成２２年２月２０日（土） 午後４時～午後６時

場 所 鳥取県健康会館

東・中・西部読影委員会より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取県立中央病院 陶 山 久 司

症 例：５０歳代、男性

主 訴：特になし（胸部異常影）

既往歴：２６歳時に右気胸に対する手術歴（詳細不明）、４５歳時に右甲状腺癌のため甲状腺右葉切除術

生活歴：喫煙歴３０―４０本／日 １８―４５歳

現病歴及び経過：

２年毎に鳥取県立中央病院で人間ドックを受けている。これまでは胸部異常影を指摘され

たことはない。平成２１年度の人間ドックで撮影した胸部Ｘ線写真で右上肺野異常影を指摘

されたため、鳥取県立中央病院内科を初診した。当院胸部CTで右S１に大きさ９×８�大

の小結節を認めた。薄切CTでは多角形の辺縁部を有する小結節で、周囲血管のbranching

やpenetrationは認めなかった。初診時点で経皮的CTガイド下針生検の相談をしたものの、

ご本人の同意を得ることが出来なかった。このため「低線量CTによる肺がん検診 肺結

節の判定と経過観察第２版」に準拠し、１か月後に再度薄切CTを撮影することにした。

１か月後の胸部薄切CTでは小結節の大きさには変化はなかったものの、周囲血管と結節

影の距離がわずかに近接していたことから、血管収束を伴う腫瘍であると判定し、積極的

に肺癌を疑った。全身検索の過程で行ったPET―CTではSUVmax early １．５→delay

１．４であった。経皮的CTガイド下針生検を行い腺癌と診断を得た。手術療法を選択し、最

終診断は肺腺癌pT１N０M０病期�Aであった。

考 察：末梢型肺癌では腫瘍中心に瘢痕が存在し、腫瘍自体が収縮傾向を持つので、腫瘍の大きさ

を評価する際には訂正腫瘍径の概念が重要になる。即ち、見かけ上の大きさに変化がなく

とも、経過により偏位した気管支血管構造を元に戻せば腫瘍は見かけより大きいとする概

念である（鈴木ら、診断と治療６５；１４２４―１４３６、１９７５）。高性能CTの時代では関与する１

�単位あるいはそれ以下のサイズの気管支、血管も検討対象となり、訂正腫瘍径はますま

す重要な概念であると考えられている。

本症例は訂正腫瘍径の概念を基に肺癌を積極的に疑うことができた。ところが、初診時点でも画

像所見から積極的に肺癌を疑うことが出来れば１か月放置する必要はなかったということが反省点

である。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 吹 野 俊 介

症 例：６０歳代、男性

主 訴：胸部異常陰影

既往歴：高血圧

生活歴：たばこなし

現病歴：毎年検診を受けていたが、異常なしであった。

平成２１年１１月の検診で胸部異常陰影を指摘された。
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平成２１年１２月精査目的で当院受診となった。

検査所見：１６７�、６０�。血液、尿、一般性化学検査に異常なし。

腫瘍マーカー：CEA、SLX、SCC抗原、NSE、シフラ、ProGRPはすべて正常範囲内。

呼吸機能：FVC：３．６８L（１０３．７％）

FEV１．０：２．６２L（７１．２％）

平成１９年の検診胸部Ｘ線写真では、右上肺野に第２肋骨の軟骨部と後方の肋骨との重なるところ

に淡い陰影をみとめるが、肋骨の重なりと判断してもよいような陰影である。しかしその陰影の周

囲には胸膜陥入によると考えられる線状陰影を認める。この時点で肺癌の疑いでE１の判定をすべ

きであった。さらに平成２０年の検診写真でも同様の所見であるが、前年と変化なしとみなしてＣ判

定になっていた。そして平成２１年の検診では腫瘤陰影が肋骨陰影を越えてきてE１判定となった。

反省すべき症例である。

CTにて、右S１に３�大のGGOを伴う腫瘍がある。幸い肺門・縦隔のリンパ節の種大は認められ

なかった。c―T１bN０M０画像上肺癌は確定的として、術中迅速診断を併用して手術を行った。

術中迅速診断で腺癌の診断を得て、胸腔鏡下右上葉切除術、ND２a―１郭清（２R、４R、１１s、１２u、

１３、１４）を施行した。右S１に２．９×２．６×１．６�の腫瘍、CTのごとく中心は充実性で周囲は淡い腫瘍

である。高分化腺癌、p―T１bN０M０、pl０d０e０pm０（pl０）、p―Stage１Aであった。術後経過良好で、

術後９日目に退院した。

１期肺癌に関して、平成２２年１月より、肺癌取り扱い規約の改訂７版に従って病期分類すること

となった。当院での１A期の変化は旧規約では１A期２４２例が、新規約では２００例に減少し、そのうち

わけは、新１A期ではT１aが１２６例、T１bが７４例、新１B期には４２例がT２aとして入ることとなった。

それは、これまでの胸膜弾力膜浸潤においてpl１以上がT２aとなったからである。

当院のp―１A期の５生率は、旧規約では８０．５％、新規約では８３．８％となりました。

まとめ：１．中部地区の見逃し症例を報告しました。

２．腫瘍陰影周囲の線状影より肺癌の存在の予測をする必要がある。

３．肺癌取り扱い規約の変更でp―１A期、p―１B期の５生率の変化を今後注目していく

必要がある。

〔西部症例〕 鳥取大学医学部附属病院胸部外科 三 和 健

症例１：７２歳、男性

主 訴：胸部異常影

現病歴：毎年検診を受けていた。平成１５年にＣ判定、その後Ｂ判定、Ｃ判定のみで経過が追われ、

これまで精査を受けたことはなかった。平成２１年の検診でE１判定となり、当科紹介と

なった。

臨床経過：胸部CTで左S３に大きさ４１�、辺縁不整で内部に複数の気管支拡張像を伴う腫瘤影を認

めた。FDG―PET検査で有意な集積を認めず気管支鏡生検にて悪性所見を認めなかったが、

経過をみて出現してきた陰影であったため手術施行となった。術中の生検結果は腺癌であ

り、胸腔鏡下左肺上葉切除術＋リンパ節郭清術を施行した。腫瘍径は４２×２３×１５�、中分

化型腺癌でpT２aN０M０、病期IBと診断された。

症例２：６８歳、女性

主 訴：胸部異常影
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現病歴：毎年検診を受けていた。平成１６年はＢ判定、その後Ｂ判定、Ｃ判定のみで経過が追われ、

平成２１年の検診でE１判定となり、当科紹介となった。

臨床経過：胸部CTで右S２に大きさ３２�、一部充実部を伴うGGOを認めた。FDG―PET検査でSUV

max２．１７と軽度集積亢進を認め、肺腺癌を疑い胸腔鏡下右肺上葉切除術を施行、腫瘍の

迅速病理にて腺癌であり、リンパ節郭清術を施行した。腫瘍径は２９×２２×２０�、中分化腺

癌でpT１N０M０、病期IAと診断された。

検 討：検診で５年以上経過をみた２症例を提示した。症例１はBabble―like appearance型腺癌で、

いわゆる「枯れた肺癌」と呼称される発育速度の遅い肺癌であった。一見陰影に変化がな

いために陳旧性炎症として経過観察されやすい。症例２は肺胞構築置換型の腺癌であった。

GGOを反映して、最初はCTでのみ確認できる淡い陰影を示すが、充実部を伴ってくると

間接撮影で確認できる例があり注意が必要である。

まとめ：Ｂ判定、Ｃ判定のみで複数年経過を追っている症例では、発育が緩徐な肺癌の可能性を考

慮して一度はCTによる精査（Ｅ判定）をすべきと考えられた。
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３．乳がん検診症例研究会

日 時 平成２１年８月２２日（土） 午後４時～午後５時３５分

場 所 鳥取県西部医師会館

〔東部症例〕 提出者：鳥取赤十字病院 尾 � 佳 三

症 例：乳がん検診の経過観察中に、短期間で出現した乳癌症例

５４歳、女性

平成１８年１２月に職場検診で乳がん検診を受診した。マンモグラフィーで左乳房の石灰化病

変（カテゴリー３）を指摘され、平成１９年１月に当科初診。当院でのマンモグラフィーで

は、左乳房Ｍ領域に石灰化病変を認めたが、カテゴリー２と判断し、以後、３か月ごとの

慎重な経過観察を行った。マンモグラフィー上、石灰化病変に大きな変化は認めなかった。

６か月間経過観察を行ったところで、著変を認めなかったので、当科での経過観察を終了

し、検診受診を勧めた。平成２０年１１月に職場検診を受診され、腫瘤性病変で要精査となり、

当院再診となる。当院で行った再検査で、右Ｍ領域に腫瘤性病変を認めカテゴリー４と判

断した。術前画像検査では、７．７×８．５�の腫瘍を認めた。マンモトーム検査では、Inva-

sive ductal Carcinoma, schirrous typeであった。以上より右乳癌の診断で、非定形乳房切

除術、level�、�郭清を行った。

本症例において、約１年足らずの間に出現してくる、比較的進行の早いタイプの腫瘍もあ

り、マンモグラフィー上、指摘し難い病変が疑われる場合には、他のモダリティーを組み

合わせた慎重な診断が必要と思われた。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 岡 田 泰 司

症 例：確定診断までに時間を要した検診発見癌の１例

７５歳、女性

平成２０年１１月の乳がん検診で、MMG上右乳房の腫瘤を指摘された。同年１２月当院受診、

右Ａ領域に８�の腫瘤（カテゴリー３）を認めた。エコーでは、同じく右Ａ領域に７�の

球形、辺縁やや不正の腫瘤を認めた。エコーガイド下に細胞診を行ったがClass�の診断

であり、２か月後の再検とした。平成２１年２月、腫瘤の性状に変化なく、細胞診でも

Class�であったが、同年５月に再度細胞診を行ったところClass�bであり、生検を行っ

たところ硬癌の診断であった。６月に追加切除とセンチネルリンパ節生検を行い、最終的

のn０、ly０、v０、ER＋、PR＋、HER２０であった。

確定診断まで時間を要したが、現在ホルモン療法を施行中で再発は認めていない。非触知

乳癌に対するエコーガイド下の細胞診は最近頻繁に行われるようになったが、Class�b以

上の腫瘤に対しては積極的に生検を行うこととしており、今回も、時間は要したが的確な

診断が得られた症例であった。

〔西部症例〕 提出者：鳥取大学医学部器官再生外科学 石 黒 清 介

症 例：石灰化の経過観察中に小葉癌を併発した浸潤性乳管癌１例

５０歳、女性

平成１８年１２月前医でMMG検診を受け石灰化を指摘。エコー、MRIで病変特定できず当科
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紹介。石灰化近傍の細胞診を施行するも異常なく、半年に１回の経過観察となった。平成

２０年３月にはステレオガイド下針生検を行うも悪性所見認めず。平成２１年４月左乳房腫瘤

を自覚。石灰化とは離れたＡ領域に、エコーで径１�の腫瘍性病変を認め、細胞診で乳癌

と診断。CTでは腫瘍に一致して８�大の造影効果を認める病変とCD領域に淡く造影され

る領域を認めた。T１N０M０ stage�乳癌として乳房切除術＋センチネルリンパ節生検を

行った。病理ではAC領域を中心に小葉癌が、CD領域広範に浸潤性乳管癌が認められた。

リンパ節への転移はなかった。石灰化病変の同定は困難でありマンモトーム生検が必要で

ある。しかしカテゴリー３で発見される石灰化の多くは良性であり、病変がエコーで同定

できない場合は経過観察としている。診断の遅れが予後与える影響は少ないと思われるが、

乳房温存が困難になることが問題である。
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４．肝臓がん検診症例研究会

日 時 平成２２年２月１３日（土） 午後４時～午後５時５０分

場 所 鳥取県西部医師会館

東・中・西部地区より症例を提示し、症例検討を行った。

〔東部症例〕 提出者：鳥取市立病院 松 木 勉

症 例：５０歳代、男性

主 訴：肝腫瘍精査

現病歴：近医にて高血圧、Ｂ型慢性肝炎にて加療中。

平成１３年３月６日よりラミブジン内服治療によりトランスアミナーゼは安定しているが、

平成２１年７月より徐々にAFPが上昇傾向を示している。

平成２１年７月２３日、平成２１年１０月２０日のダイナミックCTで腫瘍濃染は指摘できず、MRI

による精査を紹介、受診された。

既往歴、家族歴には特記事項なし。

現 症：貧血、黄疸なし。その他自他覚的に異常はみられない。

前医データ：

２００９．４．２８ ６．９ ７．２１ ８．１８ ９．１５ １０．１３

AFP値 １１．２ １４．２ ２２．６ ３１．７ ４８．１ ７８．０

入院時データ：TP７．８g／dl、Alb４．７g／dl、T.Bil１．４	／dl、D.Bil０．４	／dl、GOT１６IU／l、GPT１８

IU／l、LDH １７７IU／l、Alp ２６IU／l、γ―GTP ２６IU／l、CRP ０．０３	／dl、WBC ６２００／μl、

RBC ４９９万／μl、Hb １６．３、Plt ２２．５万／μl、HBs―Ag（＋）、HCV―Ab（－）、PT ６３．３％、

AFP２３５．３ng／ml、PIVKA.EC２３mAU／ml、ICG１５１０．５％

GSA LHL１５０．９４３、Liver damage A, Child―Pugh score A（６）

画像検査

ダイナミックMRI：

肝S５辺縁に８．５mmのT２WIで淡い高信号域あり。T１WIのout of phaseではin phaseより

信号低下しており、微量の脂肪を含有する可能性がある。

dynamic studyでは早期濃染を示し、後期相にてwashoutされる。比較的高分化なHCC

が疑われる。

ダイナミックCT：

肝S５辺縁に１０�の低吸収結節あり。動脈相では周囲肝実質と同等に造影されるが、造

影後期にはwashoutされる。MRIにて認めた部位に一致しており、比較的高分化なHCCが

疑われる。

治 療：肝S５とS６の一部を含めた肝部分切除をおこなった。

腫瘍は境界明瞭で１２×１０�、中分化型肝細胞癌中索状：moderately differentiated he-

patocellular carcinoma, middle―trabecular type（Edmondson分類：�型）の増生像が観

察された。

考 案：Ｂ型慢性肝炎で、ラミブジン投与によりトランスアミナーゼが安定している症例にAFP

の上昇が見られた。ダイナミックCTで肝細胞がんの診断がつかずダイナミックMRIで診

断ができた。
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画像上は高分化成分を含む肝細胞がんと診断したが、手術標本の組織診断は中分化型肝

細胞がんであった。AFPは手術前には急に上昇しており、急速な悪性化を示していたと

思われる。肝表面にあり超音波診断が比較的行いにくい部位でもあり、血液生化学、腫瘍

マーカー、画像診断の細かな経過観察が有用であった症例と思われる。

〔中部症例〕 提出者：鳥取県立厚生病院 万 代 真 理

症 例：７０才、女性

主 訴：なし

生活歴：飲酒なし。喫煙なし。

既往歴：特記事項無し。

現病歴：献血時にHCV抗体陽性を指摘され、慢性Ｃ型肝炎として前医加療中であった。平成２１年

３月AFPが２，５５９ng／mlと上昇、肝dynamic CTにて肝S４に２６×１９�の腫瘤を認め、肝細

胞癌の疑いにて当科紹介紹介となり、加療目的に入院となる。

入院時現症：

身長 １４８�、体重 ５８�。眼瞼結膜貧血認めず、眼球結膜黄染を認めず。胸部に異常所

見を認めず。腹部は平坦、軟、圧痛なし。右季肋部に肝１横指触知した。下腿浮腫なし。

入院時検査所見：

WBC ５５１０／μl、Hb １２．６g／dl、Plt １８．１万／μl、T.Bil ０．３	／dl、AST ２８IU／L、ALT １８

IU／L、ALP２９１IU／L、γ―GTP２２IU／l、T.P７．２g／dl、Alb４．１g／dl、LDH２４４IU／L、BS

１０１	／dl、PT９３％、HBsAg（－）、HCVAb（＋）、AFP４，２８３KIU／ml、PIVKA―�２００６

mAU／ml、CEA２．８	／dl、CA１９―９２．３	／dl。

腹部超音波検査：肝S４に２７．６�×２６．８�のモザイク状のSOLを認め、腫瘤は中肝静脈を圧排して

いた。

肝dynamicCT：肝S４に２８�大の腫瘤を認め、動脈早期相で腫瘍の周辺に造影効果を認め、平行相

でwash outを認めた。

肝プリモビストMRI：S４２８�大の腫瘤を認め、動脈早期では腫瘤の周辺が不均一に濃染し、平行

相ではwash outされ、肝細胞相ではプリボビストの取り込みの低下を認めた。

肝血管造影：血管造影ではA４末梢に淡い腫瘍濃染を認め、CTHAでは腫瘤の周辺が不均一に濃染、

CTAPでは門脈血流の欠損を認め肝細胞癌と診断した。腫瘍は単発で腫瘤径は３０�、背景

肝は慢性肝炎と肝予備能は良好であった。腫瘤径が約３�あり、中肝静脈を圧排している

ことから、経皮的治療より外科的切除を選択し、肝内側区域切除を行った。

手術所見：肉眼では、腫瘤径３�、境界は明瞭であった。出血はわずかにみられたが、壊死は殆ど

みとめず、術後診断はT２N０M０、Stage�であった。組織学所見では、腫瘍部分はHEP

（一部）、AFP、サイトケラチンAE１／３、EMA、CEA（ごく一部）、ビメンチン（一部）

に陽性、CA１９―９に陰性であった。ロゼット形成を示す未熟な肝細胞癌様成分、横紋筋肉

腫を含む未熟な肉腫成分を認め、肝内胆管癌成分はみとめず、肝芽腫と診断した。

考 察：肝芽腫は通常小児に発生する原発性肝悪性腫瘍であり、成人発症はまれとされている。画

像所見では、腫瘤の部分的な造影効果が認められるとされている。治療方法の第１選択は

外科的切除とされ、小児では治癒切除であってもシスプラチン、アドリアマイシン併用に

よる全身化学療法を行うことが推奨されている。本症例では、各画像検査で腫瘍辺縁に濃

染を認めたことが肝細胞癌には典型的ではなかったが、背景に慢性Ｃ型肝炎が存在するこ
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と、腫瘍マーカーの上昇などから術前診断は肝細胞癌と判断していた。典型的な画像所見

を呈さない場合には、本症例のようにまれな腫瘍である可能性もあり、組織学的検索を行

うことがその後の治療方針を検討する上でも有用であると考えられた。

〔西部症例〕 提出者：山陰労災病院 西 向 栄 治

Ｃ型慢性肝炎に対するインターフェロン著効後１４年後に肝細胞癌を発症した１切除例

山陰労災病院

消化器内科 ○西向栄治、岸本幸廣、川田壮一郎、角田宏明、向山智之、神戸貴雅、謝花典子、

古城治彦、川�寛中

外 科 野坂仁愛、鎌迫 陽、谷田 理

放射線科 井隼孝司

症 例：７０歳台男性

主 訴：肝腫瘍の精査

既往歴：２１歳：肺結核で右葉切除術時に、４Ｌの輸血を行い１ヶ月後に輸血後肝炎を発症

家族歴：肝疾患なし

生活歴：飲酒３合×３０年、喫煙２０本／日×３０年

現病歴：５８歳時、Ｃ型慢性肝炎の診断で、IFNαを６ヶ月間投与した。

その後、血中HCVRNAは陰性化し、肝機能も正常化した。開始前の腹腔鏡では、肉眼で

はPreLC、肝生検では、F３、A２であった。AST１０４、ALT９７．HCV―RNA：（probe法）＜

０．５MEQ／ml、：（RT―PCR定性）：陰性、（RT―PCR定量）：＜１．０kcopy／ml：（競合法）：

１０＊２．５コピー／５０μl：サブタイプ ２型（１B）＋３型（２A）、線維化マーカーは、PIIIP

０．９９U／ml（＜０．８）、IV７Scol５．５ng／ml（＜６）、HA７７ng／ml（＜５０）。

その後、半年ごとに外来USでフォローしていたが、血液検査で、PIVKAII高値４７０８AU／

mlを指摘された。造影CTで、肝S８横隔膜ドーム直下に４�大の腫瘤を認め入院した。

腹部US：萎縮肝であったが、病変部は肺のガスの影響で、観察は困難であった。

腹部血管造影、CTAP、CTA：HCC（VP１、stage３）と診断された。

上記診断し、外科的に肝S８部分切除術が施行された。単純結節周囲増殖型Well diff HCC、Trabe-

cular type、Edmondoson II typeと診断された。

考 察：一般に、Ｃ型慢性肝炎に対するIFN療法は、ウイルス排除、肝炎の鎮静化、肝線維化改善、

肝癌発生の抑制を目的とする。また、血中HCVRNA陰性化の得られた著効例はHCC発生

率が低いとされる。しかし依然として、１．１～４．９％と報告されている。また、その発生時

期は、IFN著効後５年以内の発癌が多いとされている。現在まで、約５０例以上の文献報告

が散見される。川野らは、（２００７）、IFN著効後にHCCを確認した４４例を集計した。発見年

齢は、平均６２．５歳（５２～７２歳）の高齢者に多く、性別は男：女＝４１：３で、男性に多く、

治療前の線維化は、F１：５例、F２：１１例、F３：１０例、F４：２例で、線維化の進んだ症例

に多い。血中HCVRNAが陰性化した後そのHCCの発見までの期間は、平均４６．５ヶ月（１

～１２４ヶ月）：最長１４年であり、そのうち３０例、つまり６８％が５年以内に発見されている。

発見時の腫瘍径は平均３３．４�、AFPあるいはPIVKA�の腫瘍マーカー上昇は２６例＝６５％

に認められた。治療は７４％に肝切除が行われている。また、IFNによるHCV陰性化後の

HCC発癌の危険因子として、１）男性、２）５５歳以上の高齢者、３）治療前の進行した

線維化、４）飲酒歴 等があげられる。本例は血中のHCVRNAが陰性化が１４年経過し肝
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炎は正常化していた。しかし、ハイリスクグループであると認識して、発癌の可能性をシ

ビアにとらえる必要があったと思われた。また、早期発見するために、CTの併用や現在

保険認可されたAFPとPIVKA�の同時測定チェック、通院間隔の短縮などの工夫が必要

に思われた。

結 語：IFN治療後にHCVウイルスが消失しても高齢者男性は発ガンする可能性が比較的高く、

AFP、PIVKA�の腫瘍マーカーの同時測定、US＋CTなどを今まで以上に頻回に行う必

要がある。今後、同様なSVR症例のHCCの発生増加が予測される。
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５．各地区がん検診症例検討会開催状況

事業名

東 部 中 部 西 部 合 計

回数 症例数
参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数
回数 症例数

参加者

延べ数

胃 が ん １３ ２４ ４１４ ７ １７ １８１ ２７ ４，３８８ ６７２ ４７ ４，４２９ １，２６７

子宮がん ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

肺 が ん ５ １３ ４９ １２ ４８ １２６ ６ ２４ ８０ ２３ ８５ ２５５

乳 が ん １ ８ ３０ １ ３ ２４ １ ４ ３１ ３ １５ ８５

大腸がん １０ １８ ４０１ １ １ ３０ ２５ ９７ ６３６ ３６ １１６ １，０６７

肝臓がん ４ ５ １４９ ５ １３ １１９ ５ １３ ９３ １４ ３１ ３６１

合 計 ３３回 ２６回 ６４回 １２３回
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�．各がん検診精密検査医療機関登録について

平成１０年度鳥取県成人病検診管理指導協議会総合部会及び各がん部会並びに鳥取県健康対策協議会

各がん対策専門委員会において、がん検診の有効性向上のため、精度管理上、各がん検診精密検査医

療機関登録の登録基準について、統一基準が決定し、これに基づき、各がん検診精密検査医療機関登

録実施要綱等が次のとおり改正され、平成１１年度以降の登録更新から適用することとしております。

なお、登録手続きは従来と同様に、地区医師会経由で申請を受け付けます。ご不明の点がありまし

たら、鳥取県健康対策協議会事務局（�０８５７―２７―５５６６）へお問い合わせ下されば幸いです。

記

１．改正の要点

� 平成１１年度以降の登録更新から従事者講習会等の出席状況を点数化し、点数基準を満たしたも

のについてのみ登録する。

� 登録基準点数は原則として、従事者講習会は５点、各地区症例検討会等、各ブロック学会等は

３点とする。

� 点数の取得は担当医師ごととし、申請書の様式は、出席状況が確認できるよう改正を行う。

� 新規開業、県外転入等の場合についても同様に取り扱う。

� 担当医師が非常勤の場合は登録を認めない。

２．次回の更新時期

名 称 現在の登録期間 次回更新手続き時期
従事者講習会等

受講点数対象期間

胃がん検診精密検査 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１ Ｈ２３年度中 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１

子宮がん検診精密検査 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１ Ｈ２３年度中 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１

肺がん検診精密検査 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

乳がん検診精密検査 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

大腸がん検診精密検査

（注腸Ｘ線）
Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１

肝臓がん検診精密検査 Ｈ２２．４．１～Ｈ２５．３．３１ Ｈ２４年度中 Ｈ２２．４．１～Ｈ２５．３．３１

肺がん一次検診 Ｈ２０．４．１～Ｈ２３．３．３１ Ｈ２２年度中

乳がん一次検診 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１ Ｈ２３年度中 Ｈ２１．４．１～Ｈ２４．３．３１
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鳥取県胃がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 精密検査として、内視鏡検査が実施できること。

２ 生検組織の採取が可能な胃内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できる

こと。

３ 食道、胃内視鏡検査の臨床例が年間５０例以上あること。

４ 精密検査の結果判明後は、胃精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送する

こと。

５ 発見胃がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 胃がん検診読影委員会が主催する症例検討会に出席すること。

７ 担当医が、胃がん検診従事者講習会を過去３年間に１度は受講していること。

８ 担当医が、胃がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

９ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に胃がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望

ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

胃がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

胃がん検診症例研究会
東部 ６回／年
西部 ２回／年

３点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ３点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 ３点

鳥取消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ３点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ３点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ３点

消化管研究会 西部 ２２回／年 ３点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ３点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ３点
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鳥取県子宮がん検診精密検査医療機関登録基準

１ コルポスコピーに習熟した医師が対応できること。

２ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

３ 検診の資料及び検診結果は３年以上にわたって整理、保存されること。

４ 担当医が、日本産科婦人科学会専門医であること及び子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん検

診症例検討会を過去３年間に２回以上受講していること。ただし、やむを得ず、３年間のうち１回

しか受講できなかった場合については、別途追加で開催する講習会に出席すれば登録条件を充たし

たこととする。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度

子宮がん検診従事者講習会及び子宮がん

検診症例検討会
全県 １回／年
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鳥取県肺がん検診精密検査医療機関登録基準（平成２０年度より適用）

１ 胸部エックス線撮影、CT撮影が可能であること。

２ 気管支ファイバースコープ検査が施行でき、かつBF下細胞診が可能であること。

３ 精検のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送すること。

５ 発見肺がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、肺がん検診従事者講習会を過去３年間に以下に指定する学会及び研究会に参加して、

合計２０点以上を取得すること。

（１） 鳥取県健康対策協議会主催の肺がん検診従事者講習会

１０点（過去３年間に１回参加は必須事項）

（２） 各地区医師会主催の肺がん検診研究会 ２点

（３） 日本肺がん学会総会 ５点

（４） 肺がん検診セミナー ５点

（５） 日本肺がん学会中四国地方会 ３点

８ 関連各種学会等への参加を通じて、常に肺がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが望ま

しい。

対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肺がん検診従事者講習会 全県 １回／年 １０点

東部地区肺がん検診従事者講習会 東・中・西部 各１回／年 ２点

東部胸部疾患研究会（年５回） 東部 ５回／年 ２点

胸部疾患研究会（年１２回） 中部 １２回／年 ２点

西部地区肺がん検診胸部Ｘ線勉強会 西部 ５回／年 ２点

日本肺がん学会総会（全国学会・地方会） ― ５点

肺がん検診セミナー（全国学会・地方会） ― ５点

日本肺がん学会中四国地方会（全国学会・地方会） ― ３点

８５



（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診
発見乳がん症例検討会

全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点

鳥取県乳がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）及び乳房専用超音波

検査装置を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量

（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査

を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を

修了していることが望ましい。

４ 同一施設内で乳房造影、細胞診等の乳がん検査が可能であること。

５ 精密検査結果判明後は、乳がん精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに当該市

町村に送付すること。

６ 発見乳がんに関して健対協が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、が

ん登録についても同様であること。

７ 担当医は、県、健対協、医師会が主催する乳腺疾患関係の研修会、症例検討会に積極的に参加し、

乳がん研究会等各種集会への参加を通じて常に乳がん検診に関する学術的情報の補足に努めること

とし、できれば日本乳癌学会の認定医であることが望ましい。

また、乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に２０点以上取得していること。ただし、

「乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見乳がん症例検討会」、「各地区症例検討会」、「鳥取県

乳腺疾患研究会」以外の学会、研究会については、出席した事が証明できる書類等の写しを添付す

ること。

８ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。

［附則２］

１ 責任者の欠員を生じた医療機関は遅滞なく、地区医師会を通じ、健対協に継続の意志の有無を届

け出ることとし、適格な責任者がなければ登録資格は喪失するものとする。

２ 部会等の長は、これらの医療機関に対して、必要に応じて届出機器で撮影した乳房エックス線像

の提出を求めることができる。

３ 超音波診断装置は乳房疾患診断可能な周波数（MHz）の異なる複数のプローブが必要である。

４ 健対協は、委員会の審議までに委員長の指名する２名の委員に届出機関の視察を依頼し、その結

果を委員会での審議の資料とする。
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鳥取県乳がん検診一次検査（乳房エックス線撮影）医療機関登録基準

１ 医療施設内に乳房用エックス線撮影装置（「以下「乳房撮影装置」という。）を有すること。

２ 乳房撮影装置は、日本医学放射線学会の定める仕様基準を満たす（満たさない場合は、線量

（３mGy以下）及び画像基準を満たす）撮影装置を備えること。

なお、上記の基準に合致しなくても、委員長の指名する委員によって審査をした結果、当該検査

を実施するに適格な撮影装置であると判定され、委員会で承認された装置であればいい。

３ 乳房撮影を行う診療放射線技師が１名以上いること。

なお、マンモグラフィ検診精度管理中央委員会が開催する乳房エックス線検査に関する講習会を

修了していることが望ましい。

４ 上記の参加条件に不備、不足があった場合には登録更新を認めない。
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鳥取県大腸がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 全大腸内視鏡検査が実施できるか又はＳ状結腸内視鏡検査及び注腸エックス線検査が実施できる

こと。

２ 生検組織の採取が可能な内視鏡検査装置を有し、かつ内視鏡検査に習熟した医師が対応できるこ

と。

３ 内視鏡検査の臨床例が年間３０例以上あること。

４ 注腸エックス線検査を実施する場合には、次の基準にあうエックス線装置を有すること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

５ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

６ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

７ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

８ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

９ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

１０ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

１１ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点
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鳥取県大腸がん検診注腸エックス線検査医療機関登録基準

１ 次の基準にあうエックス線撮影装置で注腸エックス線検査が実施できること。

（１） 透視台の起倒が可能で、透視下の圧迫が可能であること。

（２） エックス線管は小焦点であること。（小焦点は０．３�、大焦点は１�以下であることが望ましい）。

（３） エックス線管球は短時間定格が充分大きく、撮影時の露出時間は０．０５秒以下であることが望

ましい。

２ 注腸エックス線写真は各地区医師会に設置した注腸エックス線写真合同読影委員会で合同判読す

ること。

３ 精密検査のために十分な経験と技術を持った医療担当者が確保されていること。

４ 精密検査の結果判明後は、大腸精密検査紹介状の所定記載事項に結果を記入し、速やかに返送す

ること。

５ 発見大腸がんに関して部会等が実施する事後調査、確定調査等に積極的に協力すること。また、

がん登録についても同様であること。

６ 精検症例を部会等に提出して討議できること。

７ 担当医が、大腸がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１５点以上取得していること。

ただし、大腸がん検診従事者講習会に１回必ず出席していること。

８ 関連の各種学会等への参加を通じて、常に大腸がん検診に関する学術的情報や知見を得ることが

望ましい。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

大腸がん検診従事者講習会 全県 １回／年 ５点

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

胃がん検診症例検討会 東部 ６回／年 ２点

胃疾患研究会 東部 １１回／年 １点

消化器病研究会 中部 ６回／年 ２点

消化器がん検診症例検討会 中部 ６回／年 ２点

消化管研究会 西部 ２２回／年 １点

境港市胃及び大腸がん検診反省会・症例検討会 西部 １回／年 ２点

山陰消化器研究会 全県 ６回／年 ２点

消化器内視鏡学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器病学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点

消化器集団検診学会（全国学会・地方会） 各 １回／年 ２点
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鳥取県肝臓がん検診精密検査医療機関登録基準

１ 検診事業に関する調査・報告に積極的に協力すること。

２ 検診の資料及び結果は３年以上保存されること。

３ 精密検査として、少なくとも血小板検査、超音波検査、アルファフェトプロテイン（AFP）検

査及びHCV―RNA検査（アンプリコア定性法）が実施できること。

４ 次の基準にあう超音波検査機器を有し、かつ超音波検査に習熟した医師が対応できること。

（１） 走査方式は、電子コンベックス方式が可能であること。

（２） プローブは、１２８素子以上の高密度多素子プローブであること。

（３） ２系統以上の距離計測機能を有していること。

（４） ポラロイド撮影装置、プリンター、マルチフォーマットカメラ、電子媒体のいずれかの画像

記録装置を有していること。

（５） 観察用モニターは、９インチ以上であること。

＊上記基準に合致しなくても本委員会が承認した装置であればよい。（承認装置は別紙を参照）

５ 腹部超音波検査の臨床例が年間２００例以上あること。

６ 担当医が、肝臓がん検診従事者講習会等の受講点数を、過去３年間に１０点以上取得していること。

ただし、肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会に各１回必ず出席していること。

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

肝臓がん検診従事者講習会及び症例検討会 全県 １回／年 ５点

山陰肝・胆・膵研究会 全県 １回／年 ２点 （島根県開催も対象）

消化器疾患研究会 東部 ２回／年 ２点

東部地区腹部超音波研究会 東部 ４回／年 ２点

腹部画像診断研究会 中部 ６回／年 ２点

中部肝疾患セミナー 中部 ２回／年 ２点

肝・胆・膵研究会 西部 ６回／年 ２点

消化器超音波研究会 西部 ４回／年 ２点

西部腹部超音波研究会 西部 ２回／年 ２点

肝がん撲滅運動講演会 全県 １回／年 ３点

（注） 上記以外の講習会等については、評価委員会及び専門委員会においてその都度協議すること

とする。
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鳥取県乳がん医療機関検診一次検診医登録基準

１ 登録資格は医師とし、専攻科は問わない。

２ 乳がん検診従事者講習会等の受講点数を過去３年間に１２点以上取得していること。ただし、乳が

ん検診従事者講習会及び鳥取県検診発見がん症例検討会には、必ず１回は出席していること。

３ 新規登録の場合は、次のいずれかを受講すること。

（１） 原則として健対協の主催する一次検診医講習会を受講すること。

なお、この講習会は、乳がん及び乳がん検診についての一般的知識、特に視診及び触診に重

点をおいた診断法、触診の実技の習得を目的とし、乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診発

見乳がん症例検討会に引き続いて年１回開催するものである。

（２）（１）の講習会を受ける事ができなかった場合は、部会等の長が指名した部会及び委員会の医師

系委員から（１）に準じた指導を受けること。この場合、指導した医師が、一次検診医として十分

能力が得られたと認定した時点をもって終了する。

４ 上記２、３にかかわらず、次に該当する場合は、登録できものとする。

（１） 日本乳癌学会認定の専門医、認定医

（２） 日本乳癌学会又は日本乳癌検診学会の役員

（別記）対象となる講習会等

講 習 会 等 の 区 分 開 催 頻 度 点 数

乳がん検診従事者講習会及び鳥取県検診

発見乳がん症例検討会
全県 １回／年 ５点

日本乳癌学会 １回／年 ５点

日本乳癌検診学会 １回／年 ５点

各地区症例検討会 東・中・西部 各１回／年 ３点

日本乳癌学会中国四国地方会 １回／年 ３点

鳥取県乳腺疾患研究会 １回／年 ３点

その他乳癌関連学会、研究会等 ― ３点
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あ と が き

検診事業の運営上、重要な一面を占める精度管理については、生活習慣病検診等管理指導協議会の

各部会と鳥取県健康対策協議会の各検診対策専門委員会との合同会議で検討を重ね、会長の言葉にも

あるように一層の向上に努めております。

鳥取県で実施している各種がん検診の実績を全て公表し、精度管理について評価、批判を戴くため

の報告書第１６報です。

この報告書は単年度のがん検診の詳細な全体像も一覧いただけるものと考えます。この点において

も参考にして戴ければ幸いです。

ただ、がん検診実績は追跡調査、予後調査まで含まれているため、前年度の実績内容となっており

ますので、ご承知下さい。

編集にあたり、各部会長、各専門委員長の先生方には多々ご助言を戴きました。厚く御礼申し上げ

ます。

最後に、発刊に際し、県医師会長岡本公男先生に御指導を戴きました。また、県医師会事務局の岩

垣陽子さん、田中貴裕さんには何時もの様に強力なお手伝いを戴きました。

皆様に心から御礼申し上げます。

鳥取県健康対策協議会

理 事 吉 中 正 人
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